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共－１ 重大事故等対処設備の設備分類及び選定について 
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共 1－2 

1. 重大事故等対処設備の選定について 

  重大事故等対処設備の選定にあたっては，設置許可基準規則の要求を踏ま

え，以下の方針に基づき設備を選定する。 

 (1) 技術的能力の手順において，重大事故等対処設備として位置づけた設備 

 (2) 重大事故等時に使用する系統に含まれる設備 

(例：代替制御棒挿入機能による制御棒緊急挿入にて使用する系統に含ま 

れる制御棒，制御棒駆動機構，制御棒駆動系水圧制御ユニット) 

 (3) 重大事故等時の対処において，流路を形成する設備 

(例：残留熱除去系熱交換器，排気筒) 

 (4) その他，重大事故等時に使用し，有効性評価においてその機能に期待 

する設備 

 

2. 重大事故等対処設備の設備分類等の記載について 

 (1) 重大事故等対処設備は，常設のものと可搬型のものがあり，それぞれ

設置許可基準規則に示される名称を踏まえて以下のとおり分類し，記載

する。また，「常設」又は「可搬型」の設備種別を記載する。 

  ａ．常設重大事故等対処設備 

    重大事故等対処設備のうち常設のもの 

   (a) 常設重大事故防止設備（第43.1－1図中①） 

     重大事故に至るおそれがある事故が発生した場合であって，設計基

準事故対処設備の安全機能又は使用済燃料プールの冷却機能若しくは

注水機能が喪失した場合において，その喪失した機能（重大事故に至

るおそれがある事故に対処するために必要な機能に限る。）を代替す

ることにより重大事故の発生を防止する機能を有する設備（重大事故

防止設備）のうち，常設のもの 
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共 1－3 

   (b) 常設耐震重要重大事故防止設備（第43.1－1図中②） 

     常設重大事故防止設備であって，耐震重要施設（耐震Sクラス施

設）に属する設計基準事故対処設備が有する機能を代替するもの 

   (c) 常設重大事故緩和設備（第43.1－1図中③） 

重大事故等対処設備のうち，重大事故が発生した場合において，当

該重大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能を有

する設備（重大事故緩和設備）のうち，常設のもの 

   (d) 常設重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備（第43.1

－1図中④） 

常設重大事故等対処設備のうち，上記(a)，(b)，(c)以外の常設設

備で，防止又は緩和の機能がないものを有する設備（重大事故緩和設

備）のうち，常設のもの 

  ｂ．可搬型重大事故等対処設備 

    重大事故等対処設備のうち可搬型のもの 

   (a) 可搬型重大事故防止設備（第43.1－1図中⑤） 

     重大事故防止設備のうち可搬型のもの 

   (b) 可搬型重大事故緩和設備（第43.1－1図中⑥） 

     重大事故緩和設備のうち可搬型のもの 

   (c) 可搬型重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備（第

43.1－1図中⑦） 

     可搬型重大事故等対処設備のうち，上記(b)，(c)以外の可搬型設備

で，防止又は緩和の機能がないもの 

 

  重大事故等対処設備の分類の概念を，第 43.1－1 図に示す。 
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共 1－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 43.1－1 図 重大事故等対処設備の分類 

 

 (2) 機器クラスについて，以下のとおり記載する。 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」の第二

条（定義）に基づき，重大事故等クラスを記載する。常設のもののうち容

器，管，ポンプ及び弁については，「ＳＡ－2」(重大事故等クラス２)を

記載し，それ以外については，「－」を記載する。可搬型のもののうち容

器，管，ポンプ及び弁については，「ＳＡ－3」(重大事故等クラス３)を

記載し，それ以外については，「－」を記載する。 

内燃機関については，「発電用火力設備に関する技術基準」を準用する

ことから，「－」を記載する。 

 

 (3) 重大事故等対処設備が代替する機能を有する設計基準対象施設につい

 

  

 

 

重大事故等対処設備 

常設重大事故等

対処設備 

 
① 常設重大事故防止設備 

重大事故防止設備 

 
③ 常設重大事故緩和設備 

 

⑥ 可搬型重大事故

緩和設備

 
⑤ 可搬型重大事

故防止設備 

重大事故緩和設備 

④   防止でも緩和でもない設備   ⑦ 

 

② 常設耐震重要 

重大事故防止設備 

可搬型重大事故等 

対処設備 
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共 1－5 

て，以下のとおり記載する。 

  ａ．重大事故等対処設備（計測設備（設置許可基準規則第58条）を除く）

について，代替する機能を有する設計基準対象施設がある場合は，その

名称及び耐震重要度分類を記載し，代替する機能を有する設計基準対象

施設がない場合は，「－」を記載する。 

    重大事故等対処設備のうち，重大事故等時に設計基準対象施設として

の機能を期待するため，設計基準対象施設であり，かつ重大事故等対処

設備である設備については，（ ）内に当該設備を記載する。 

  ｂ．計測設備(設置許可基準規則 第58条)は，主要設備の計測が困難とな

った場合の重要代替監視パラメータの名称及び耐震重要度を記載する。

重要代替監視パラメータがない場合は，「－」を記載する。 
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電
用

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
に

よ

る
制

御
棒

緊
急

挿
入

 

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿

入
機

能
）

 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿

入
機

能
）

手
動

ス
イ

ッ
チ

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

制
御

棒
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

制
御

棒
駆

動
機

構
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

制
御

棒
駆

動
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

制
御

棒
駆

動
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止

に
よ

る
原

子
炉

出
力

抑
制

 

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
原

子
炉

再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
機

能
）

 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

，

制
御

棒
，

制
御

棒
駆

動

系
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
遮

断
器

手
動

ス

イ
ッ

チ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

低
速

度
用

電
源

装
置

遮
断

器
手

動
ス

イ

ッ
チ

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

ほ
う

酸
水

注
入

 
ほ

う
酸

水
注

入
ポ

ン
プ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
入

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

自
動

減
圧

系
の

起
動

阻
止

ス

イ
ッ

チ
に

よ
る

原
子

炉
出

力

急
上

昇
防

止
 

自
動

減
圧

系
の

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く
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共
1
-
8
 

4
5
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原

子
炉

注
水

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

高
圧

代
替

注
水

系
タ

ー
ビ

ン
止

め
弁

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

高
圧

代
替

注
水

系
（

蒸
気

系
）

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

高
圧

代
替

注
水

系
（

注
水

系
）

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス

ト
レ

ー
ナ

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く
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共
1
-
9
 

4
5
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ

る
原

子
炉

注
水

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
（

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

（
Ｓ

）
 

 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

蒸
気

系
）

配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

注
水

系
）

配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ

る
原

子
炉

注
水

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
）

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

（
Ｓ

）
 

 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く
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共
1
-
1
0
 

4
5
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原

子
炉

注
水

（
ほ

う
酸

水
注

入
）

 

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
 

4
4
条

に
記

載
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
［

水
源

］
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
入

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

 
 

10



共
1
-
1
1
 

4
6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧

機
能

）
 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

 
（

逃
が

し
安

全
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

 
（

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

し
弁

機

能
）

 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁
機

能
）

［
操

作
対

象
弁

］
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

高
圧

窒

素
ボ

ン
ベ

 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

原
子

炉
減

圧
の

自
動

化
 

 

過
渡

時
自

動
減

圧
機

能
 

自
動

減
圧

系
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

 
（

逃
が

し
安

全
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

 
（

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

（
代

替
直

流
電

源
及

び
逃

が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池

供
給

）
 

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ａ

系
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｂ

系
 

Ｓ
 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

 
5
7
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
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共
1
-
1
2
 

4
6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

 
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
窒

素
供

給
系

に
よ

る

窒
素

確
保

 

非
常

用
窒

素
供

給
系

高
圧

窒
素

ボ
ン

ベ
 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

 
（

逃
が

し
安

全
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

［
流

路
］

 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
窒

素
供

給
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動

系
に

よ
る

原
子

炉
減

圧
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

高
圧

窒

素
ボ

ン
ベ

 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

－
 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁
機

能
）

［
操

作
対

象
弁

］
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

－
 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

［
流

路
］

 

（
逃

が
し

安
全

弁
排

気

管
）

 

（
Ｂ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
隔

離
弁

※
１
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
注

入
弁

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

注
入

弁
 

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

原
子

炉
注

入
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
注

入
弁

 
（

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２
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共
1
-
1
3
 

4
6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

 
残

留
熱

除
去

系
Ａ

系
注

入
弁

 
（

残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ｂ
系

注
入

弁
 

（
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ｃ
系

注
入

弁
 

（
残
留
熱
除
去
系
Ｃ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

※
1
 

減
圧

を
行

う
設

備
で

は
な

い
が

，
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
時

に
現

場
で

に
手

動
操

作
に

よ
り

隔
離

し
，

漏
え

い
抑

制
の

た
め

の
減

圧
を

不
要

と
す

る
た

め
の

設
備
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共
1
-
1
4
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
1
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注

水
系

）
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

Ｓ
 

 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１

 

残
留

熱
除

去
系

Ｃ
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷

却
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
に

記
載

（
う

ち
，

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注

水
系

）
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

Ｓ
 

 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス

パ
ー

ジ
ャ

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

残
留

熱
除

去
系

Ｃ
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く
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共
1
-
1
5
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
2
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心

の
冷

却
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

 
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
に

記
載

（
う

ち
，

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
－

 
－

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

代
替

循
環

冷
却

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
・

ポ
ン

プ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水

系
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

（
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

）
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

（
Ｓ

）
 

 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く
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共
1
-
1
6
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
3
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ

る
原

子
炉

注
水

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
（

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
）

 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

（
Ｓ

）
 

 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停

止
時

冷
却

系
）

に
よ

る
原

子

炉
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

（
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
）

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

再
循

環
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

緊
急

用
海

水
系

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
 

4
8
条

に
記

載
 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］
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共
1
-
1
7
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

(
4
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

 
4
8
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ス

ト
レ

ー
ナ

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

非
常

用
取

水
設

備
 

 

貯
留

堰
 

4
8
条

に
記

載
 

取
水

構
造

物
※

１
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
 

※
1
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共
1
-
1
8
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減

圧
及

び
除

熱
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

5
0
条

に
記

載
 

（
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
で

あ

り
，

耐
震

重
要

度
分

類
は

Ｓ
）

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧

及
び

除
熱

 

第
一

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
側

）
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
一

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
側

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

一
次

隔
離

弁
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

二
次

隔
離

弁
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
［

流
路

］
 

5
0
条

に
記

載
（

う
ち

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

真
空

破
壊

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
→

Ｄ
／

Ｗ
）

［
流

路
］

 

5
0
条

に
記

載
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共
1
-
1
9
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停

止
時

冷
却

系
）

に
よ

る
原

子

炉
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却

系
）

 

4
7
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
水

の
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
 

4
9
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

に
よ

る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

冷
却

系
）

 

4
9
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
に

よ

る
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

 
（

残
留

熱
除

去
系

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ス

ト
レ

ー
ナ

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

に
よ

る

現
場

操
作

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
に

記
載

 

 
 

19



共
1
-
2
0
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

緊
急

用
海

水
系

に
よ

る
除

熱
 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
取

水
設

備
 

 

貯
留

堰
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

取
水

構
造

物
※

１
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
 

※
1
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共
1
-
2
1
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
(
1
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原

子
炉

格
納

容
器

内
の

除
熱

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

循
環

冷
却

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
・

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷

却
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ｂ
系

配
管

・
弁

・
ス

プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
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共
1
-
2
2
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
(
2
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

プ
レ

イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

に
よ

る

格
納

容
器

内
の

除
熱

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

 

（
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
・

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
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共
1
-
2
3
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
(
3
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
水

の
除

熱
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

（
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

緊
急

用
海

水
系

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
 

4
8
条

に
記

載
 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

 
4
8
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ス

ト
レ

ー
ナ

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］
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共
1
-
2
4
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
(
4
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
取

水
設

備
 

 

貯
留

堰
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

取
水

構
造

物
※

１
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
 

※
1
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共
1
-
2
5
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減

圧
及

び
除

熱
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
一

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
側

）
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
一

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
側

）
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
二

弁
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
二

弁
バ

イ
パ

ス
弁

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

第
二

弁
操

作
室

遮
蔽

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

第
二

弁
操

作
室

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ
ッ

ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

差
圧

計
※

２
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

圧
力

開
放

板
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

窒
素

供
給

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

窒
素

供
給

装
置

用
電

源
車

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

遮
蔽

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

配
管

遮
蔽

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

※
1
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

・
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
等

を
操

作
す

る
人

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

る
常

設
設

備
で

あ
る

た
め

，
本

分
類

と
し

て
い

る
。

 

※
2
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載
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共
1
-
2
6
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減

圧
及

び
除

熱
 

（
続

き
）

 

移
送

ポ
ン

プ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
5
6
条

に
記

載
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
配

管
・

弁

［
流

路
］

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

流
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

真
空

破
壊

弁
［

流
路

］
 

（
真

空
破

壊
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

窒
素

供
給

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

第
二

弁
操

作
室

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ
ッ

ト

（
配

管
・

弁
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

移
送

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

補
給

水
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及

び
除

熱
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

代
替

循
環

冷
却

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー

ナ
・

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

※
１
 

※
1
 

圧
力

容
器

内
部

構
造

物
を

除
く

。
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共
1
-
2
7
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
及

び

除
熱

（
続

き
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 
4
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ス

ト
レ

ー
ナ

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

貯
留

堰
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
う

ち
，

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

取
水

構
造

物
※

１
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
［

流
路

］
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 

※
1
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共
1
-
2
8
 

5
1
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
(
1
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

常

設
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
部

）
へ

の

注
水

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
－

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
床

ド
レ

ン
系

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
機

器
ド

レ
ン

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

可

搬
型

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
部

）
へ

の

注
水

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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共
1
-
2
9
 

5
1
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
(
2
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

可

搬
型

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
部

）
へ

の

注
水

（
続

き
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
床

ド
レ

ン
系

配
管

・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
機

器
ド

レ
ン

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
水

先
］

 
4
9
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

溶
融

炉
心

の
落

下
遅

延
及

び

防
止

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

4
5
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

高
圧

代
替

注
水

系
 

4
5
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
 

4
4
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
 

4
7
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

 
 

代
替

循
環

冷
却

系
 

5
0
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）
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共
1
-
3
0
 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

不
活

性
ガ

ス
系

に
よ

る
原

子

炉
格

納
容

器
内

の
不

活
性

化
 

（
不

活
性

ガ
ス

系
）
 
 

―
 

―
 

常
設

 
（

設
計

基
準

対
象

施
設

）
 

―
 

可
搬

型
窒

素
供

給
装

置
に

よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

不

活
性

化
 

窒
素

供
給

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

窒
素

供
給

装
置

用
電

源
車

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

窒
素

供
給

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

原
子

炉
格

納
容

器
［

注
入

先
］

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ

Ａ
）

及
び

格
納

容
器

内
酸

素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
原

子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
※

１
 

格
納

容
器

雰
囲

気
モ

ニ
タ

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
※

１
 

格
納

容
器

雰
囲

気
モ

ニ
タ

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

 
 

30



共
1
-
3
1
 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
水

素
及

び
酸

素
の

排
出

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

 
5
0
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

第
一

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
側

）
 

第
一

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
側

）
 

第
二

弁
 

第
二

弁
バ

イ
パ

ス
弁

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 

第
二

弁
操

作
室

遮
蔽

 

第
二

弁
操

作
室

 
空

気
ボ

ン
ベ

 

ユ
ニ

ッ
ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

差
圧

計
 

圧
力

開
放

板
 

窒
素

供
給

装
置

 

窒
素

供
給

装
置

用
電

源
車

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

遮
蔽

 

配
管

遮
蔽

 

移
送

ポ
ン

プ
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共
1
-
3
2
 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
水

素
及

び
酸

素
の

排
出

 

（
続

き
）

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 
5
0
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
配

管
・

弁

［
流

路
］

 

原
子

炉
格

納
容

器
［

流
路

］
 

真
空

破
壊

弁
 

窒
素

供
給

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

第
二

弁
操

作
室

 
空

気
ボ

ン
ベ

 

ユ
ニ

ッ
ト

（
配

管
・

弁
）

 

移
送

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

補
給

水
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
※

１
 

5
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

※
１
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
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共
1
-
3
3
 

5
3
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
損

傷
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

に

よ
る

水
素

排
出

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ

ト
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
排

風
機

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
フ

ィ
ル

タ
ユ

ニ

ッ
ト

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視

装
置

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の

水
素

濃
度

監
視

 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
※

１
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
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共
1
-
3
4
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

(
1
/
5
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
燃

料

プ
ー

ル
注

水
系

（
注

水
ラ

イ

ン
）

を
使

用
し

た
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

注
水

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
水

の
冷

却
及

び
補

給
）

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

Ｓ
 

  

Ｂ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
サ

イ
フ

ォ
ン

防

止
機

能
含

む
）

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
（

注
水

ラ
イ

ン
）

を

使
用

し
た

使
用

済
燃

料
プ

ー

ル
注

水
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
水

の
冷

却
及

び
補

給
）

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

Ｓ
 

  

Ｂ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
サ

イ
フ

ォ
ン

防

止
機

能
含

む
）

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
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共
1
-
3
5
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

(
2
/
5
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
（

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ

ッ
ダ

）
を

使
用

し
た

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
 

Ｂ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
サ

イ
フ

ォ
ン

防

止
機

能
含

む
）

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
（

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ

ッ
ダ

）
を

使
用

し
た

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
 

Ｂ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
サ

イ
フ

ォ
ン

防

止
機

能
含

む
）

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
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共
1
-
3
6
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

(
3
/
5
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
（

可
搬

型
ス

プ
レ

イ

ノ
ズ

ル
）

を
使

用
し

た
使

用

済
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
 

Ｂ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
サ

イ
フ

ォ
ン

防

止
機

能
含

む
）

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も
使

用
可

能
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

※
 

水
源

は
海

水
を

使
用

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

（
放

水

用
）

 

5
5
条

に
記

載
 

放
水

砲
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共
1
-
3
7
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

(
4
/
5
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

冷

却
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

ポ
ン

プ
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 
Ｂ

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

［
注

水
先

］
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 
4
8
条

に
記

載
 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

［
流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
 

※
1
 

4
8
条

（
代

替
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

）
と

兼
用
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共
1
-
3
8
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

(
5
/
5
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態

監
視

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ

Ａ
広

域
）

※
１
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

ポ
ン

プ
入

口
温

度
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

 

燃
料

取
替

フ
ロ

ア
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

燃
料

取
替

床
排

気
ダ

ク
ト

放
射

線
モ

ニ
タ

 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

排
気

ダ
ク

ト
放

射
線

モ
ニ

タ
 

Ｃ
 

    

Ｃ
 

  

Ｃ
 

  

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

※
１
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
※

１
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
（

使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

用
空

冷

装
置

を
含

む
）

※
１
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
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共
1
-
3
9
 

5
5
条

 
工

場
外

へ
の

放
射

線
物

質
の

拡
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

※
 

水
源

は
海

水
を

使
用

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

（
放

水

用
）

 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

放
水

砲
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

4
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

汚
濁

防
止

膜
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消

火
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

（
放

水

用
）

 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

放
水

砲
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

泡
混

合
器

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

泡
消

火
薬

剤
容

器
（

大
型

ポ
ン

プ
用

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

4
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト
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共
1
-
4
0
 

5
6
条

 
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
(
1
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の

水
源

 

※
 

水
源

と
し

て
は

海
水

も

使
用

可
能

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ

ー
ル

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

淡
水

貯
槽

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

淡
水

タ
ン

ク
 

常
設

 
―

（
代

替
淡

水
源

）
※

１
 

―
 

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

4
4
条

に
記

載
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

 
そ

の
他

設
備

に
記

載
 

水
の

供
給

 
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

4
8
条

に
記

載
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

貯
留

堰
 

取
水

構
造

物
※

２
 

※
1
 

重
大

事
故

対
処

設
備

で
は

な
く

代
替

淡
水

源
（

措
置

）
で

あ
る

が
，

本
条

文
に

お
い

て
必

要
な

た
め

記
載

 

※
2
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共
1
-
4
1
 

 

5
6
条

 
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
(
2
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

水
の

供
給

（
続

き
）

 
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

 
5
7
条

に
記

載
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ
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共
1
-
4
2
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
1
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

（
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海

水
ポ

ン
プ

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発

電
機

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン

プ
～

２
Ｃ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
デ

イ
タ

ン

ク
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
油

デ
イ

タ

ン
ク

～
２

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発

電
機

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン

プ
～

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
油

デ

イ
タ

ン
ク

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
油

デ
イ

タ

ン
ク

～
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
3
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
2
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
（

続
き

）
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

流
路

[
燃

料

流
路

]
 

（
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
～

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
油

デ
イ

タ
ン

ク
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

燃
料

油
デ

イ
タ

ン
ク

～
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
～

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
[
海

水
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
～

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
[
海

水
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
～

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
流

路
[
海

水
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｄ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
4
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
3
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
非

常
用

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

燃

料
移

送
ポ

ン
プ

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
～

常

設
代

替
高

圧
電

源
装

置
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

～
緊

急
用

断
路

器
電

路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
断

路
器

～
緊

急
用

Ｍ
／

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

～
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

～
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｄ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

Ｓ
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
～

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

流

路
[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
流

路

[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
電

路
[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
電

路
［

交
流

電
路

］
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

Ｐ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

Ｐ

／
Ｃ

 
２

Ｄ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
5
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
4
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
（

続

き
）

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｄ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

所
内

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
非

常
用

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ａ

系
 

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｂ

系
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
系

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ａ

系
～

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
 

２
Ａ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｂ

系
～

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
 

２
Ｂ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

1
2
5
Ｖ

系
蓄

電
池

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
～

直
流

1
2
5
Ｖ

主

母
線

盤
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
系

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

～
直

流
±

2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

分
電

盤
２

Ａ
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

～
直

流
±

2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

分
電

盤
２

Ｂ
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
6
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
5
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

Ｓ
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
整

流
器

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
～

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
西

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

可
搬

型
整

流
器

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
整

流
器

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
西

側
）

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
東

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

可
搬

型
整

流
器

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
整

流
器

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
東

側
）

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
用

電
源

切
替

盤
～

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ａ
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
用

電
源

切
替

盤
～

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ｂ
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
7
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
6
/
1
3
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系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能
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有

す
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設
計
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対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
代

替
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 
非

常
用

所
内

電
気

設
備

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

～
緊

急
用

断
路

器
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
断

路
器

～
緊

急
用

Ｍ
／

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

～
緊

急
用

動
力

変
圧

器
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
動

力
変

圧
器

～
緊

急
用

Ｐ
／

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

～
緊

急
用

Ｍ
Ｃ

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
充

電
器

電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
系

充
電

器
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
主

母
線

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
8
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
7
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
代

替
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
（

続
き

）
 

 

緊
急

用
断

路
器

～
緊

急
用

Ｍ
／

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

非
常

用
所

内
電

気
設

備
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

～
緊

急
用

動
力

変
圧

器
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
動

力
変

圧
器

～
緊

急
用

Ｐ
／

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

～
緊

急
用

Ｍ
Ｃ

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
充

電
器

電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
系

充
電

器
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
主

母
線

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
計

装
分

電
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
分

電
盤

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
4
9
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
8
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

 

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 
非

常
用

所
内

電
気

設
備

 
Ｓ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
～

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
西

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続
盤

（
東

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

～
緊

急
用

Ｍ
Ｃ

Ｃ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
充

電
器

電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
充

電
器

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V

主
母

線
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流
1
2
5
V

計
装

分
電

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
5
0
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
9
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

（
続

き
）

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
分

電
盤

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

非
常

用
所

内
電

気
設

備
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流
1
2
5
V

計
装

分
電

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
分

電
盤

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
代

替
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
  

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

非
常

用
所

内
電

気
設

備
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
～

緊
急

用
直

流
1
2
5
V

主
母

線
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
計

装
分

電
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
分

電
盤

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
5
1
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
1
0
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

 

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 
非

常
用

所
内

電
気

設
備

 
Ｓ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
整

流
器

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
～

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

流

路
[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
流

路

[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
電

路
[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

可

搬
型

整
流

器
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
整

流
器

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続

盤
（

西
側

）
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
～

可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

用
電

源
切

替
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
電

路
[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

可

搬
型

整
流

器
電

路
[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
整

流
器

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電
源

車
接

続

盤
（

東
側

）
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東
側

）
～

可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

用
電

源
切

替
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
直

流
設

備
用

電
源

切
替

盤
～

緊
急

用

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
5
2
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
1
1
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

（
続

き
）

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

非
常

用
所

内
電

気
設

備
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用
直

流

1
2
5
V
計

装
分

電
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
分

電
盤

～
緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
か

ら
各

機
器

へ
の

給
油

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

非
常

用
所

内
電

気
設

備
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
～

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

流

路
[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

～
各

機
器

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

－
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

[
燃

料
給

油
先

]
 

常
設

 
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

[
燃

料
給

油
先

]
 

４
５

条
，

４
７

条
，

４
８

条
，

４
９

条
，

５
０

条
，

５
１

条
，

５
４

条
，

５
５

条
，

５
６

条
に

記
載
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共
1
-
5
3
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
1
2
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
２

Ｃ
・

２
Ｄ

 
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
へ

の
給

油
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

～
２

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
デ

イ
タ

ン
ク

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

燃
料

油
デ

イ
タ

ン
ク

～
２

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

へ
の

給
油

 

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

（
油

貯
蔵

タ
ン

ク
，

 

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料

移
送

ポ
ン

プ
，

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

～
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
デ

イ
タ

ン
ク

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
油

デ
イ

タ
ン

ク
～

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
～

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

流
路

[
燃

料

流
路

]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
5
4
 

5
7
条

 
電

源
設

備
(
1
3
/
1
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
２

Ｃ
・

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

へ
の

給
油

（
続

き
）

 

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料

移
送

ポ
ン

プ
～

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
デ

イ
タ

ン
ク

流
路

[
燃

料
流

路
]
 

（
油

貯
蔵

タ
ン

ク
，

 

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料

移
送

ポ
ン

プ
，

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料

油
デ

イ
タ

ン
ク

～
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー

ゼ
ル

発
電

機
流

路
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
[
燃

料
給

油
先

]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
[
燃

料
給

油
先

]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
[
燃

料
給

油
先

]
 

常
設

 
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

－
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共
1
-
5
5
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
1
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

―
 

Ｓ
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｃ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

Ｓ
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
5
6
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
2
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
5
7
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
3
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

 
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
5
8
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
4
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

 
設

備
 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

 
常

設
 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

 
（

続
き

）
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

Ｓ
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

 
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ

イ
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

格
納

容
器

下
部

水
位

 

―
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

―
 

―
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

格
納

容
器

下
部

水
温

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

―
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
5
9
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
5
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

―
 

―
 

 
―

 
 

―
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
 

―
 

―
 

 
―

 
―

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素

濃
度

 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

Ｓ
 

 
Ｓ

 
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
0
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
6
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射

線
量

率
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視

 
起

動
領

域
計

装
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

平
均

出
力

領
域

計
装

 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

起
動

領
域

計
装

 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

（
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

 

装
置

）
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

    

―
 

―
 

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

（
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
）

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

―
 

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
1
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
7
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

（
代

替
循

環
冷

却
系

）
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

―
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

（
残

留
熱

除
去

系
）

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

Ｃ
 

―
 

―
 

―
 

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

 

―
 

 
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去

系
熱

交
換

器
）

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

―
 

―
 

―
 

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

原
子

炉
水

位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

Ｓ
 

   

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
2
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
8
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
 

（
続

き
）

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

―
 

 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｓ
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

水
源

の
確

保
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

 

―
 

Ｓ
 

 

Ｓ
 

 

Ｓ
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
3
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
9
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

水
源

の
確

保
 

（
続

き
）

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水

流
量

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

 

圧
力

 

―
 

―
 

 

―
 

 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水

流
量

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

―
 

 

―
 

 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視

装
置

 

―
 

―
 

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
4
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
1
0
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素

濃
度

 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

Ｓ
 

 

Ｓ
 

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

―
 

―
 

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

Ｃ
 

 

―
 

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

Ｃ
 

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

用
空

冷
装

置
を

含
む

）
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

Ｃ
 

 

―
 

―
 

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 
デ

ー
タ

表
示

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
5
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
1
1
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

温
度

，
圧

力
，

水
位

，
注

水

量
の

計
測

・
監

視
 

可
搬

型
計

測
器

（
原

子
炉

圧
力

容
器

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
，

圧
力

，
水

位
及

び
流

量
（

注
水

量
）

計
測

用
）

 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
計

測
器

（
原

子
炉

圧
力

容
器

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
，

水
位

及
び

流
量

（
注

水
量

）
計

測

用
）

 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

そ
の

他
※

３
 

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｄ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｄ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
 

２
Ａ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
 

２
Ｂ

電
圧

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

※
3
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を

活
用

す
る

手
順

等
の

着
手

の
判

断
基

準
と

し
て

用
い

る
補

助
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
6
 

5
8
条

 
計

装
設

備
(
1
2
/
1
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

そ
の

他
※

３
 

（
続

き
）

 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
中
性
子
モ
ニ
タ
用
蓄
電
池
 
Ａ
系
電
圧
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
中
性
子
モ
ニ
タ
用
蓄
電
池
 
Ｂ
系
電
圧
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
電

圧
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
ほ

う
酸

水
注

入
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

 
非

常
用

窒
素

供
給

系
供

給
圧

力
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

 
非

常
用

窒
素

供
給

系
高

圧
窒

素
ボ

ン

ベ
圧

力
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

 
非

常
用

逃
が

し
安

全
弁

駆
動

系
供

給

圧
力

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

 
非

常
用

逃
が

し
安

全
弁

駆
動

系
高

圧

窒
素

ボ
ン

ベ
圧

力
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

※
3
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を

活
用

す
る

手
順

等
の

着
手

の
判

断
基

準
と

し
て

用
い

る
補

助
パ

ラ
メ

ー
タ
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共
1
-
6
7
 

5
9
条

 
運

転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
(
1
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

中
央

制
御

室
換

気
系

及
び

原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
に

よ

る
居

住
性

の
確

保
 

中
央

制
御

室
 

（
中

央
制

御
室

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
（

重
大

事
故

等
対

処
施

設
）

 
―

 

中
央

制
御

室
遮

蔽
 

（
中

央
制

御
室

遮
蔽

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

空
気

調
和

機
フ

ァ

ン
 

（
中

央
制

御
室

換
気

系
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

フ
ィ

ル
タ

系
フ

ァ

ン
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

給
排

気
隔

離
弁

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

排
煙

装
置

隔
離

弁
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ

ト
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

ダ
ク

ト
・

ダ
ン

パ

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
排

風
機

 
（

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
配

管
・

弁
・

フ

ィ
ル

タ
ユ

ニ
ッ

ト
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
 

（
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

・
フ

ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト

［
流

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

※
1
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

・
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
等

を
操

作
す

る
人

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

る
常

設
設

備
で

あ
る

た
め

，
本

分
類

と
し

て
い

る
。
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共
1
-
6
8
 

5
9
条

 
運

転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
(
2
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

中
央

制
御

室
換

気
系

及
び

原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
に

よ

る
居

住
性

の
確

保
 

（
続

き
）

 

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
閉

止
装

置
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

 

中
央

制
御

室
待

避
室

に
よ

る

居
住

性
の

確
保

 

中
央

制
御

室
待

避
室

 
―

 
―

 
常

設
 

（
重

大
事

故
等

対
処

施
設

）
 

―
 

中
央

制
御

室
待

避
室

遮
蔽

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

中
央

制
御

室
待

避
室

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ

ッ
ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

中
央

制
御

室
待

避
室

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ

ッ
ト

（
配

管
・

弁
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

差
圧

計
※

２
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
可

搬
型

）
（

待
避

室
）

 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

衛
星

制
御

装
置

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

衛
星

制
御

装
置

～
衛

星
電

話
設

備
（

屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

電
路

［
伝

送
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

デ
ー

タ
表

示
装

置
（

待
避

室
）

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
照

明
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ

る
居

住
性

の
確

保
 

可
搬

型
照

明
（

Ｓ
Ａ

）
 

中
央

制
御

室
照

明
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

※
1
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

・
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
等

を
操

作
す

る
人

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

る
常

設
設

備
で

あ
る

た
め

，
本

分
類

と
し

て
い

る
。

 

※
2
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載
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共
1
-
6
9
 

5
9
条

 
運

転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
(
3
/
3
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

酸
素

濃
度

計
及

び
二

酸
化

炭

素
濃

度
計

に
よ

る
居

住
性

の

確
保

 

酸
素

濃
度

計
※

１
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

※
１
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

汚
染

の
持

ち
込

み
防

止
 

可
搬

型
照

明
（

Ｓ
Ａ

）
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

※
1
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載
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共
1
-
7
0
 

6
0
条

 
監

視
測

定
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ

ス
ト

に
よ

る
放

射
線

量
の

測

定
及

び
代

替
測

定
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

 
Ｃ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
端

末
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
放

射
能

測
定

装
置

に

よ
る

空
気

中
の

放
射

性
物

質

の
濃

度
の

代
替

測
定

 

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

※
１
 

放
射

能
観

測
車

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

β
線

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

※
１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

Ｚ
ｎ

Ｓ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
放

射
能

測
定

装
置

等

に
よ

る
放

射
性

物
質

の
濃

度

及
び

放
射

線
量

の
測

定
 

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

※
１
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

β
線

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

※
１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

Ｚ
ｎ

Ｓ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

小
型

船
舶

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
に

よ

る
気

象
観

測
項

目
の

代
替

測

定
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
 

気
象

観
測

設
備

 
Ｃ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
端

末
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

※
1
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載
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共
1
-
7
1
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
(
1
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
換

気

設
備

及
び

緊
急

時
対

策
所

加

圧
設

備
に

よ
る

放
射

線
防

護
 

緊
急

時
対

策
所

遮
蔽

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

対
策

所
非

常
用

送
風

機
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

緊
急

対
策

所
非

常
用

フ
ィ

ル
タ

装
置

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

時
対

策
所

給
気

・
排

気
配

管
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

緊
急

時
対

策
所

給
気

・
排

気
隔

離
弁

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

（
配

管
・

弁
）

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
差

圧
計

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

時
対

策
所

内
の

酸
素

濃

度
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

の

測
定

 

酸
素

濃
度

計
※

１
 

―
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

※
１
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

放
射

線
量

の
測

定
 

緊
急

時
対

策
所

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
 

6
0
条

に
記

載
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

 

6
2
条

に
記

載
 

無
線

通
信

装
置

［
伝

送
路

］
 

※
1
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載
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共
1
-
7
2
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
(
2
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 

（
続

き
）

 

無
線

通
信

用
ア

ン
テ

ナ
［

伝
送

路
］

 
6
2
条

に
記

載
 

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

～
無

線
通

信
用

ア
ン

テ
ナ

電

路
［

伝
送

路
］

 

通
信

連
絡

 
無

線
連

絡
設

備
（

携
帯

型
）

 
6
2
条

に
記

載
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
 

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
 

携
行

型
有

線
通

話
装

置
 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接

続
す

る
通

信
連

絡
設

備
（

テ
レ

ビ
会

議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ

Ｘ
）

 

デ
ー

タ
伝

送
装

置
 

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

［
伝

送
路

］
 

衛
星

制
御

装
置

［
伝

送
路

］
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

専
用

接
続

箱
～

専
用

接
続

箱
電

路
［

伝

送
路

］
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共
1
-
7
3
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
(
3
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

通
信

連
絡

 

（
続

き
）

 

衛
星

無
線

通
信

装
置

［
伝

送
路

］
 

6
2
条

に
記

載
 

通
信

機
器

［
伝

送
路

］
 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

 

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

（
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ

Ｘ
）

～
衛

星
無

線
通

信
装

置
電

路
［

伝
送

路
］

 

緊
急

時
対

策
所

用
代

替
電

源

設
備

に
よ

る
給

電
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

給
油

ポ
ン

プ
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
Ｍ

／
Ｃ

電
圧

計
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

～
緊

急
時

対
策

所
用

Ｍ
／

Ｃ
電

路
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
Ｍ

／
Ｃ

～
緊

急
時

対
策

所
用

動
力

変
圧

器
電

路
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
動

力
変

圧
器

～
緊

急
時

対
策

所
用

Ｐ
／

Ｃ
電

路
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
Ｐ

／
Ｃ

～
緊

急
時

対
策

所
用

Ｍ
Ｃ

Ｃ
電

路
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
時

対
策

所
用

分
電

盤
電

路
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
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共
1
-
7
4
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
(
4
/
4
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

緊
急

時
対

策
所

用
代

替
電

源

設
備

に
よ

る
給

電
（

続
き

）
 

緊
急

時
対

策
所

用
1
2
5
V

系
蓄

電
池

～
緊

急
時

対
策

所
用

直
流

1
2
5
V

主
母

線
盤

電

路
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
直

流
1
2
5
V

主
母

線
盤

～
緊

急
時

対
策

所
用

直
流

1
2
5
V

分
電

盤

電
路

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

～
緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
給

油
ポ

ン
プ

流
路

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

給
油

ポ
ン

プ
～

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

流
路

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
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共
1
-
7
5
 

6
2
条

 
通

信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

(
1
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

携
行

型
有

線
通

話
装

置
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン

グ
）

，
電

力
保

安
通

信
用

電
話

設
備

（
固

定
電

話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
）

 

 

Ｃ
 

 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

無
線

連
絡

設
備

（
携

帯
型

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

専
用

接
続

箱
～

専
用

接
続

箱
電

路
［

伝

送
路

］
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン

グ
）

，
電

力
保

安
通

信
用

電
話

設
備

（
固

定
電

話
機

及
び

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
）

 

 

Ｃ
 

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

衛
星

制
御

装
置

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

無
線

通
信

装
置

［
伝

送
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

無
線

通
信

用
ア

ン
テ

ナ
［

伝
送

路
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

～
無

線
通

信
用

ア
ン

テ
ナ

電

路
［

伝
送

路
］

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
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共
1
-
7
6
 

6
2
条

 
通

信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

(
2
/
2
)
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

発
電

所
外

（
社

内
外

）
の

通

信
連

絡
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
 

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
（

固
定

電
話

機
及

び
Ｐ

Ｈ
Ｓ

端
末

）
，

加
入

電
話

設
備

（
加

入
電

話
及

び
加

入
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
，

専
用

電
話

設
備

（
専

用
電

話
（

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

）
（

地
方

公
共

団
体

向
）

）
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接

続
す

る
通

信
連

絡
設

備
（

テ
レ

ビ
会

議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
及

び
Ｉ

Ｐ
－

Ｆ

Ａ
Ｘ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

デ
ー

タ
伝

送
設

備
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

［
伝

送
路

］
 

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
（

固
定

電
話

機
及

び
Ｐ

Ｈ
Ｓ

端
末

）
，

加
入

電
話

設
備

（
加

入
電

話
及

び
加

入
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
，

専
用

電
話

設
備

（
専

用
電

話
（

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

）
（

地
方

公
共

団
体

向
）

）
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

衛
星

制
御

装
置

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

衛
星

無
線

通
信

装
置

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

通
信

機
器

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接

続
す

る
通

信
連

絡
設

備
（

テ
レ

ビ
会

議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
及

び
Ｉ

Ｐ
－

Ｆ

Ａ
Ｘ

）
～

衛
星

無
線

通
信

装
置

電
路

［
伝

送
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
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共
1
-
7
7
 

そ
の

他
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

重
大

事
故

等
時

に
対

処
す

る

た
め

の
流

路
，

注
水

先
，

注

入
先

，
排

出
元

等
 

原
子

炉
圧

力
容

器
 

（
原

子
炉

圧
力

容
器

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

S
A
-
2
 

原
子

炉
格

納
容

器
 

（
原

子
炉

格
納

容
器

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

S
A
-
2
 

 
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
 

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

S
A
-
2
 

 
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

非
常

用
取

水
設

備
 

貯
留

堰
 

（
貯

留
堰

）
 

S
＊
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
取

水
構

造
物

※
１
 

（
取

水
路

，
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

(
C
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
海

水
引

込
み

管
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
緊

急
用

海
水

取
水

管
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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共 2-1 

 

 

 

 

 

 

 

共－２ 類型化区分及び適合内容 
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共 2-2 

■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 1 号 

 重大事故等時の環境条件における健全性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等時の環境条件における健全性

を確保するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，重大事故等時の温度，放射線，荷重その他の使

用条件において，その機能が有効に発揮できるように，その設置（使

用）・保管場所に応じた耐環境性を有する設計とするとともに，操作が可

能な設計とする。 

   重大事故等時の環境条件については，重大事故等時の温度（環境温度

①，使用温度⑥），放射線③，荷重⑥に加えて，その他の使用条件として，

環境圧力①，湿度による影響①，屋外の天候による影響（凍結及び降水）

②，重大事故等時に海水を通水する系統への影響④，電磁的障害⑤及び周辺

機器等からの悪影響⑦について考慮する。 

   荷重⑥としては，重大事故等時の機械的荷重に加えて，環境圧力，環境

温度及び自然現象（地震，津波（基準津波を超え敷地に遡上する津波（以

下「敷地に遡上する津波」という。）を含む。），風（台風），竜巻，積雪，

火山の影響）による荷重を考慮する。 

   自然現象による荷重の組合せについては，地震，津波（敷地に遡上する

津波を含む。），風（台風），積雪及び火山の影響を考慮する。 

   これらの環境条件のうち，重大事故等時の環境温度①，環境圧力①，湿

度による影響①，屋外の天候による影響（凍結及び降水）②，重大事故等

時の放射線による影響③及び荷重⑥に対しては，重大事故等対処設備を設
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共 2-3 

置（使用）・保管する場所に応じて，以下の設備分類ごとに必要な機能を

有効に発揮できる設計とする。 

   原子炉格納容器内の重大事故等対処設備は，重大事故等時の原子炉格納

容器内の環境条件を考慮した設計とする。操作は，中央制御室で可能な設

計とする。また，地震による荷重を考慮して，機能を損なわない設計とす

る。 

   原子炉建屋原子炉棟内の重大事故等対処設備は，重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。操作は，中央制御室，異なる区画若しく

は離れた場所又は設置場所で可能な設計とする。また，地震による荷重を

考慮して，機能を損なわない設計とするとともに，可搬型重大事故等対処

設備は，必要により当該設備の落下防止，転倒防止，固縛の措置をとる。 

   原子炉建屋付属棟内（中央制御室含む），緊急時対策所建屋内，常設代

替高圧電源装置置場（地下階），格納容器圧力逃がし装置格納槽内，常設

低圧代替注水系格納槽内，緊急用海水ポンプピット内及び立坑内の重大事

故等対処設備は，重大事故等時におけるそれぞれの場所の環境条件を考慮

した設計とする。操作は，中央制御室，異なる区画若しくは離れた場所又

は設置場所で可能な設計とする。また，地震による荷重を考慮して，機能

を損なわない設計とするとともに，可搬型重大事故等対処設備は，必要に

より当該設備の落下防止，転倒防止，固縛の措置をとる。 

   屋外及び常設代替高圧電源装置置場（地上階）の重大事故等対処設備

は，重大事故等時における屋外の環境条件を考慮した設計とする。操作

は，中央制御室，離れた場所又は設置場所で可能な設計とする。 

   また，地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），積雪及び火山の影響

による荷重を考慮して機能を損なわない設計とするとともに，風（台風）

及び竜巻による風荷重の影響に対しては，位置的分散を考慮した保管によ
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り，機能を損なわない設計とする。また，可搬型重大事故等対処設備につ

いては，必要により当該設備の落下防止，転倒防止，固縛等の措置をと

る。 

   海水を通水する系統への影響④に対しては，常時海水を通水する，海に

設置する又は海で使用する重大事故等対処設備は耐腐食性材料を使用す

る。常時海水を通水するコンクリート構造物については，腐食を考慮した

設計とする。使用時に海水を通水する重大事故等対処設備は，海水の影響

を考慮した設計とする。原則，淡水を通水するが，海水も通水する可能性

のある重大事故等対処設備は，可能な限り淡水を優先し海水通水を短期間

とすることで，設備への海水の影響を考慮する。また，海から直接取水す

る際の異物の流入防止を考慮した設計とする。 

   電磁的障害⑤に対しては，重大事故等対処設備は，重大事故等時におい

ても電磁波によりその機能が損なわれない設計とする。 

   重大事故等対処設備は，事故対応のために設置・配備している自主対策

設備や風（台風）及び竜巻等を考慮して当該設備に対し必要により講じた

落下防止，転倒防止，固縛等の措置を含む周辺機器等からの悪影響により

機能を失うおそれがない設計とする。周辺機器等からの悪影響としては、

地震，火災，溢水による波及的影響を考慮する。 

   溢水に対しては，重大事故等対処設備が溢水によりその機能を喪失しな

いように，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に設置又は

保管する。 

   地震による荷重を含む耐震設計については，「2.1.2 耐震設計の基本

方針」に，津波（敷地に遡上する津波を含む。）による荷重を含む耐津波

設計については，「2.1.3 耐津波設計の基本方針」に，火災防護につい

ては「2.2 火災による損傷の防止」に示す。  
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ①重大事故等時における環境温度，環境圧力，湿度による影響 

   ②屋外の天候による影響（凍結及び降水） 

   ③重大事故等時の放射線による影響（被ばく・設備） 

   ④重大事故時に海水を通水する系統への影響 

   ⑤電磁的障害 

   ⑥荷重（重大事故等時の圧力，温度，機械的荷重及び地震，津波（敷地

に遡上する津波を含む。），風（台風）及び竜巻の風荷重，積雪，火

山の影響による荷重） 

   ⑦周辺機器等からの悪影響 

  ｂ．類型化 

   ・①～③，⑥の項目については，Ａ：原子炉格納容器内，Ｂ：原子炉建

屋原子炉棟内，Ｃ：原子炉建屋の原子炉棟外及びその他の建屋内，

Ｄ：屋外に分類するともに，重大事故等時における環境条件を考慮し

たものとする。 

   ・④海水を通水する系統については，Ⅰ：常時海水を通水又は海で使用

する系統，Ⅱ：淡水だけでなく海水も使用できる系統で分類する。 

   ・⑤，⑦は共通事項であるため分類しない。 
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   ・類型化区分と考慮事項の対応 

区分 
原子炉 

格納容器内 

原子炉建屋 

原子炉棟内 

原子炉建屋原子

炉棟外及びその

他の建屋内 

屋外 

設備 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

①，③ ○ ○ ○ ○ 

② × ○ 

⑥ ○（地震） 

○（地震，津波（敷地に遡上

する津波を含む。），風

（台風）及び竜巻の風荷

重，積雪，火山の影響）

 

区分 
Ⅰ（常時海水通水又は 

海で使用する系統） 
Ⅱ（使用する系統） 

対象外 

（海水を通水しない系統）

④ ○ ○ × 

○：考慮必要  ×：考慮不要 

  

使用時海水通水又は淡水だけ 

でなく海水も使用可能 

常時海水通水又は海で使用

海水を通水しない 

海水を通水する 

重大事故等

時の環境条

件において

も必要な機

能を有効に

発揮する 

①環境温度・環境

圧力・湿度 

 

②屋外の天候によ

る影響 

 

③放射線による影

響 

 

⑥荷重 

⑤電磁的障害 

 

⑦周辺機器等から

の悪影響 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ⅰ

Ⅱ

対象外 

原子炉格納容器内 

原子炉建屋 

原子炉棟内 

原子炉建屋の原子

炉棟外及びその他

の建屋内 

屋外

その機能を期待される重大

事故等時の最大のもの 

その機能を期待される重大

事故等時の最大のもの 

④海水を通水する

系統への影響 
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・重大事故等による環境温度，環境圧力，湿度の影響範囲 

運転中の原子炉における重大事故に至る恐れがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

高圧・低圧注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

高圧注水・減圧機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

全交流動力電源喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

崩壊熱除去機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

原子炉停止機能喪失 ○ ○ ○ ○ ・原子炉格納容器内 ※ 

ＬＯＣＡ時注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

格納容器バイパス 

（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）
○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

津波浸水による注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

 
運転中の原子炉における重大事故 

格納容器破損モード 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損） 
○ ○ ○ ○ 

・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 

・その他建屋内(放射線) 

・屋外（放射線） 

※ 

高圧溶融物放出/格納容器雰囲気直接加熱 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

原子炉圧力容器外の溶融燃料―冷却材相

互作用 
○ ○ ○ ○ 

・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

水素燃焼 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

格納容器直接接触 

（シェルアタック） 
× × × × ―  

溶融炉心・コンクリート相互作用 ○ ○ ○ ○ 
・原子炉格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

想定事故１ ○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

想定事故２ ○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

 

 

運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

崩壊熱除去機能喪失 ○ ○ ○ ○ ・原子炉格納容器内 ※ 

全交流動力電源喪失 ○ ○ ○ ○ ・原子炉格納容器内 ※ 

原子炉冷却材流出 ○ ○ ○ ○ ・原子炉格納容器内  

反応度誤投入 × × × × ―  

○：環境条件を確認する必要がある対象機器の機能

を期待する各事故シーケンスの環境条件を確認

し，適切に設定 

×：影響なし，又は評価不要 

―：該当なし 

※：使用済燃料プール冷却機能喪失による影響考慮 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射線，

荷重その他の使用条件において，重大事故等に対処するために必要な機能

を有効に発揮するものであること。】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

 (1) ①環境温度・圧力・湿度，②屋外の天候による影響（凍結及び降水），

③放射線による影響（被ばく・設備），⑥荷重（重大事故等時の圧力，温

度，機械的荷重及び地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），風（台風）

及び竜巻の風荷重，積雪，火山の影響による荷重） 

設備分類 設計方針 関連資料 備考

Ａ 
原子炉格

納容器内

・原子炉格納容器内の重大事故等対処設備は，その機能を期待さ

れる重大事故等時における原子炉格納容器内の環境条件を考慮

した設計とする。 

・中央制御室で操作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことのない設計とす

る。 

配置図・

仕様表 

健全性説

明書 

強度計算

書 

耐震計算

書 

 

Ｂ 

原子炉建

屋原子炉

棟内 

・原子炉建屋原子炉棟内の重大事故等対処設備は，その機能を期

待される重大事故等時における原子炉建屋原子炉棟内の環境条

件を考慮した設計とする。 

・使用済燃料プール冷却機能喪失時の原子炉建屋原子炉棟内にお

いて，使用済燃料プール水の温度上昇及び蒸発の影響を考慮す

る。 

・中央制御室，異なる区画若しくは離れた場所又は設置場所で操

作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことのない設計とする

とともに，可搬型重大事故等対処設備については，必要により

当該設備の落下防止，転倒防止，固縛等の措置をとる。 

Ｃ 

原子炉建

屋原子炉

棟外及び

その他の

建屋内 

・重大事故等対処設備は，重大事故等時におけるそれぞれの場所

の環境条件を考慮した設計とする。 

・中央制御室，異なる区画若しくは離れた場所又は設置場所で操

作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことのない設計とする

とともに，可搬型重大事故等対処設備については，必要により

当該設備の落下防止，転倒防止，固縛等の措置をとる。 

Ｄ 屋外 

・屋外の重大事故等対処設備は，重大事故等時における屋外の環

境条件を考慮した設計とする。 

・中央制御室又は設置場所で操作可能な設計とする。 

・地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），積雪及び火山の影

響による荷重を考慮して，機能を損なうことのない設計とする

とともに，風（台風）及び竜巻による風荷重に対しては，位置

的分散を考慮した保管により，機能を損なわない設計とする。

可搬型重大事故等対処設備については，必要により当該設備の

落下防止，転倒防止，固縛等の措置をとる。 

・降水及び凍結により機能を損なうことのないよう防水対策及び

凍結対策を行うことが可能な設計とする。 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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 (2) ④海水を通水する系統への影響 

設備分類 設計方針 関連資料 備考

Ⅰ 

常時海水を

通水又は海

で使用 

・常時海水を通水する，海に設置する，又は海で

使用する重大事故等対処設備は耐腐食性材料を

使用する。常時海水を通水するコンクリート構

造物については，腐食を考慮した設計とする。

使用時に海水を通水する重大事故等対処設備

は，海水の影響を考慮した設計とする。また，

海から直接取水する際の異物の流入防止を考慮

した設計とする。 

系統図 

健全性説明書

 

Ⅱ 

使用時に海

水を通水又

は淡水だけ

でなく海水

も使用可能

・使用時に海水を通水する設備は海水の影響を考

慮する。 

・淡水だけでなく海水も使用できる機器は，海水

の影響を考慮する。具体的には，可能な限り淡

水源を優先し，海水通水を短期間とすること

で，設備への影響を考慮する。 

・海から直接取水する際の異物の流入防止を考慮

する。 

対象外 
海水を通水

しない 

・海水を通水しないため設計上の考慮は必要ない

（海水通水なし）。 

 

(3) ⑤電磁的障害／⑦周辺機器等からの悪影響 

影響評価項目 設計方針 関連資料 備考

電磁的障害 
重大事故等時においても電磁波によりその機能が損なわ

れるおそれのない設計とする。 

健全性説明書  
周辺機器等か

らの悪影響 

事故対応のために配置・配備している自主対策設備を含

む周辺機器等からの悪影響により機能を失うおそれがな

い設計とする。 

具体的には以下に示すとおりである。 

・期待する安全機能は想定される重大事故等で発生する

内部溢水（ＩＳ－ＬＯＣＡ）によりその機能が喪失し

ないように，溢水伝搬防止策等を実施する。 

・常設重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備並

びに使用済燃料プールの冷却設備及び注水設備(以下

「設計基準事故対処設備等」という。)と位置的分散を

図り，可搬型重大事故等対処設備は設計基準事故対処

設備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置

的分散を図る設計とする。位置的分散は「常設重大事

故防止設備の共通要因故障について」及び「可搬型重

大事故防止設備の共通要因故障について」に示す。 

・溢水に対しては，溢水によりその機能を喪失しないよ

うに，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない

位置に設置又は保管する。 

・地震による荷重を含む耐震設計については，「2.1.2

耐震設計の基本方針」に，津波（敷地に遡上する津波

を含む。）による荷重を含む耐津波設計については，

「2.1.3 耐津波設計の基本方針」に，火災防護につい

ては，「2.2 火災による損傷の防止」に示す。 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 2 号 

 操作の確実性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，操作の確実性を確保するための区分及び

設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，重大事故等時においても操作を確実なものとす

るため，重大事故等時の環境条件に対し，操作が可能な設計とする

（「2.3.3 環境条件等」）。 

   操作する全ての設備に対し，十分な操作空間を確保するとともに，確実

な操作ができるよう，必要に応じて操作台を近傍に配置できる設計とす

る。また，防護具，照明等は重大事故等時に迅速に使用できる場所に配備

する。 

   現場操作において工具を必要とする場合は，一般的に用いられる工具又

は専用の工具を用いて，確実に作業ができる設計とする。工具は，操作場

所の近傍又はアクセスルートの近傍に保管できる設計とする。可搬型重大

事故等対処設備は，運搬，設置が確実に行えるように，人力又は車両等に

よる運搬，移動ができるとともに，設置場所にてアウトリガの設置又は固

縛等が可能な設計とする。 

   現場のスイッチは，運転員等の操作性を考慮した設計とする。また，電

源操作が必要な設備は，感電防止のため充電露出部への近接防止を考慮し

た設計とする。 

   現場で操作を行う弁は，手動操作又は専用工具による操作が可能な設計

とする。 
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   現場での接続操作は，ボルト・ネジ接続，フランジ接続又は簡便な接続

規格等，接続規格を統一することにより，確実に接続が可能な設計とする。 

   重大事故等に対処するために迅速な操作を必要とする機器は，必要な時

間内に操作できるように中央制御室での操作が可能な設計とする。中央制

御室の操作盤のスイッチは，運転員等の操作性を考慮した設計とする。 

   重大事故等時に操作する重大事故等対処設備のうち動的機器については，

その作動状態の確認が可能な設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・操作環境（①環境条件(被ばく影響等），②空間確保，③防護具，照明

等の配備，④操作台の設置） 

   ・操作準備（⑤工具，⑥可搬型重大事故等対処設備の運搬，設置） 

   ・操作内容（⑦スイッチ操作，⑧電源操作，⑨弁操作，⑩接続操作） 

   ・状態確認（⑪作動状態確認） 

   ・その他，設備ごとの考慮事項 

 

  ｂ．類型化 

   ・操作が必要な設備のうち中央制御室での操作は，中央制御室の環境条

件や操作盤の設計で考慮されることから「Ａ」に分類，現場操作につ

いては「Ｂ」に分類する。 

   ・現場操作の考慮事項のうち，④操作台の設置，⑤工具，⑥可搬型重大

事故等対処設備の運搬，設置，⑦スイッチ操作，⑧電源操作，⑨弁操

作，⑩接続操作については，設備ごとに対応の組合せが異なるため，

その対応を設備ごとに明記する。 
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   ・操作が不要な設備については，設備対応不要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 考慮事項 
Ａ 

中央制御室での操作

Ｂ 

現場操作 

対象外 

(操作不要） 

操作環境 

①環境条件(被ばく影響

等） 

○ 

(中央制御室設計）
○ 

― 

②空間確保 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

③防護具，照明等の配備 ― ○

④操作台の設置 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

操作準備 

⑤工具 ― ○

⑥可搬型重大事故等対処

設備の運搬，設置 
― ○ 

操作内容 

⑦スイッチ操作 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

⑧電源操作 ― ○

⑨弁操作 ― ○

⑩接続操作 ― ○

状態確認 
⑪作動状態確認 

○ 

(中央制御室設計）
○ 

○：考慮必要， ―：考慮不要 

  

操作の

確実性

の確保 

中央制御室

からの操作

現場での操作

Ａ 操作が必要な設備
考慮事項 

・操作環境 

①環境条件（被ばく影響等）

 ②空間確保 

 ③防護具,照明等の配備 

 ④操作台の設置 

・操作準備 

 ⑤工具 

 ⑥可搬型重大事故等対処 

設備の運搬，設置 

・操作内容 

 ⑦スイッチ操作 

 ⑧電源操作 

 ⑨弁操作 

 ⑩接続操作 

 ⑪作動状態確認 

・その他，設備ごとの考慮事項

Ba－Bg 

対象外 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作でき

るものであること】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 備考 

Ａ 

中央制御室 

操作 

重大事故等に対処するために迅速な操作を必要とする機

器は，必要な時間内で操作できるように中央制御室から

操作盤のスイッチで操作可能な設計とする。操作盤のス

イッチは運転員等の操作性を考慮した設計とする。  

 (第 26 条 

原子炉 

制御室等）

(スイッチ操

作) 

Ｂ
現
場
操
作 

操
作
環
境 

― 

共通の設計方針 

①環境条件(被ばく影響等） 

 重大事故等時の環境条件に対し，操作場所での操作が

可能な設計とする。（「重大事故等時の環境条件におけ

る健全性について」） 

②空間確保 

 操作する全ての設備に対し，十分な操作空間を確保す

る設計とする。 

③防護具，照明等の配備 

 防護具，照明等は重大事故等時に迅速に使用できる場

所に配備する。 

配置図 

 

＊設備ごとに

対応の組合せ

が異なるた

め，その対応

を設備ごとに

記載する。 

(足場有） 

(工具有) 

(運搬設置) 

(スイッチ 

操作) 

(電源操作) 

(弁操作) 

(接続操作) 

Ba 

④操作台の設置＊ 

 確実な操作ができるように，必要に応じて，操作台を

近傍に配置できる設計とする。 

操
作
準
備 

Bb 

⑤工具＊ 

 一般的に用いられる工具又は専用工具を用いて，確実

に作業ができる設計とする。工具は，操作場所近傍，

又はアクセスルートの近傍に保管できる設計とする。

Bc 

⑥可搬型重大事故等対処設備の運搬，設置＊ 

 人力又は車両等による運搬，移動ができるとともに，

必要により設置場所にてアウトリガの設置又は固縛等

が可能な設計とする。 

操
作
内
容 

Bd 

⑦スイッチ操作＊ 

運転員等の操作性を考慮したスイッチ，遮断器等に

より操作可能な設計とする。 

Be 

⑧電源操作＊ 

 感電防止のため露出充電部への近接防止を考慮した設

計とする。 

Bf 

⑨弁操作＊ 

 現場において人力で操作を行う弁は，直接又は遠隔で

手動操作が可能な設計とする。 

Bg 

⑩接続操作＊ 

 ボルト・ネジ接続，フランジ接続又は簡便な接続規格

等，接続規格を統一することにより，確実に接続が可

能な設計とする。 

状
態
確
認 

― 

共通の設計方針 

⑪作動状態確認 

 重大事故等時に操作する重大事故等対処設備のうち動

的機器については，その作動状態の確認が可能な設計

とする。 

操作不要 操作性に係る設計上の配慮の必要はない。 仕様表  

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 3 号 

 試験又は検査性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の試験・検査性を確

認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉

の運転中又は停止中に必要な箇所の保守点検，試験又は検査を実施できる

ように，機能・性能の確認，漏えいの有無の確認，分解点検等ができる構

造とする。また，接近性を考慮して必要な空間等を備え，構造上接近又は

試験及び検査が困難である箇所を極力少なくする。 

   試験及び検査は，使用前検査，施設定期検査，定期安全管理検査及び溶

接安全管理検査の法定検査に加え，保全プログラムに基づく点検が実施で

きる設計とする。 

   原子炉の運転中に待機状態にある重大事故等対処設備は，原子炉の運転

に大きな影響を及ぼす場合を除き，運転中に定期的な試験又は検査ができ

る設計とする。また，多様性又は多重性を備えた系統及び機器にあっては，

各々が独立して試験又は検査ができる設計とする。 

   重大事故等対処設備のうち電源は，電気系統の重要な部分として適切な

定期試験及び検査が可能な設計とする。 

   構造・強度の確認又は内部構成部品の確認が必要な設備は，原則として

分解・開放（非破壊検査を含む。）が可能な設計とし，機能・性能確認，

各部の経年劣化対策及び日常点検を考慮することにより，分解・開放が不

要なものについては，外観の確認が可能な設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

    重大事故等対処設備の試験・検査性は，「(1)基本設計方針」に示す基

本的な設計方針に従うことで，設置許可基準規則第 12 条第 4 項の解釈

に準じた設計とする。 

    試験・検査性を考慮する対象の具体的な試験又は検査項目は，これま

での類似設備の保守経験等を基に策定することとし，「2.(2)設備区分ご

との設計方針の整理」に示す。「2.(2)設備区分ごとの設計方針の整理」

においては，機器種類ごとに試験・検査性に関する設計方針を具体的に

定め，これらの方針に従うことで「(1)基本設計方針」に示す基本的な

設計方針に従う設備設計を実現する。 

    設備設計にあたっては試験又は検査項目を踏まえた上で以下を考慮す

る。 

    ○検査性のある構造 

     ・分解ができる構造 

     ・点検口等の設置 

     ・非破壊検査ができる構造 

    ○系統構成，外部入力 

     ・テストラインの構成 

     ・模擬負荷等の接続性 

 

  ｂ．類型化 

   (a) 設置許可基準規則で要求されている設備における試験又は検査項目

を抽出する。 
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   (b) 考慮事項を踏まえて，分解点検が可能な構造であること，開放点検

を行うためのマンホールや点検口等が設置されていること，非破壊検

査が可能な構造であること，機能・性能検査を行うためのテストライ

ンの系統構成が可能であること，機能・性能検査及び特性検査を行う

ための模擬負荷等の接続が可能な構造であることの整理を行う。 

   (c) 設備区分は，設置ｖ許可基準規則で要求されている設備を機械設備

(動的機器，静的機器），電気設備，計測制御設備，構築物，通信連絡

設備に分類し，分類した設備を代表的な設備区分ごとにＡ～Ｍに分類

する。 

   (d) Ａ～Ｌの区分に対して，試験及び検査項目に対する設計ができない

場合は，個別に理由及び個別の設計方針を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考慮事項 

○検査性のある構造 

 ・分解が出来る構造 

 ・点検口等の設置 

 ・非破壊検査が出来る構造

○系統構成，外部入力 

 ・テストラインの構成 

 ・模擬負荷等の接続性 

試験又は検査項目 

・分解検査 

・開放検査 

・非破壊検査 

・開閉検査 

・機能・性能検査 

・特性検査 

試験又は 

検査性 

Ａ ポンプ 

  ファン,圧縮機 

Ｂ 弁 

Ｃ 容器 

Ｄ 熱交換器 

Ｅ 空調ユニット 

Ｆ 流路 

Ｇ 内燃機関 

Ｈ 発電機 

Ｉ その他電源設備 

Ｊ 計測制御設備 

Ｋ 遮蔽 

Ｌ 通信連絡設備 

Ｍ その他 

設備の構成による類型化 

動的設備 

静的設備 

機械設備 

電気設備 

計測制御設備 

構築物 

通信連絡設備 

その他設備 

94



共 2-18 

  ｃ．試験項目による類型化 

   (a)設置許可基準規則で要求されている設備における試験又は検査項目

を抽出する。 

   (b)各設備の試験又は検査項目を考慮し，機能・性能検査，特性検査，

分解検査，開放検査，非破壊検査，寸法検査及び外観検査に分類し，

各検査における確認内容を分類する。 

   (c)分類に対して，試験及び検査項目に対する設計が出来ない場合は，

個別に理由及び個別の設計方針を定める。 

 

   ・機能・性能検査         通常ラインでの確認 

                    テストラインでの確認 

                    試験装置での確認 

                    漏えい確認 

                    フィルタ性能確認 

                    負荷確認(発電機負荷，ポンプ負荷，系統負荷，模擬負 

荷) 

                    論理回路確認 

                    ボンベ供給確認 

                    絶縁抵抗測定，比重測定，電圧測定 

   ・機能・性能検査，特性検査    校正 

                    設定値確認 

   ・分解検査            ケーシングカバー取り外し 

                    ケーシング取り外し 

                    カバー取り外し 

                    ボンネット取り外し 

                    その他(内燃機関，発電機） 

   ・開放検査            マンホール開放 

                    フランジ開放 

                    点検口開放 

   ・非破壊検査           試験装置を用いた各種検査 

   ・寸法検査            寸法確認 

   ・外観検査            外観確認 

  

構
造
検
査 

系
統
検
査 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は停

止中に試験又は検査が出来るものであること】 

 (1) 設備区分ごとにおける試験又は検査項目の抽出について 

   設置許可基準規則で要求されている設備を代表的な設備区分ごとに，定

期安全管理検査及び溶接安全管理検査の法定検査に加え，保全プログラム

に基づく点検を考慮し，試験又は検査項目を抽出する。 

設備区分 使用前社内検査 定期事業者検査
保全プログラム 溶接事業

者検査
PSI ISI 

停止時 運転時 

Ａ 

ポンプ 

ファン 

圧縮機 

構造検査 

機能・性能検査

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

分解検査又は取替

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

起動試験 ― 
○ 

(ﾎﾟﾝﾌﾟ)

○ 

(ﾎﾟﾝﾌﾟ)

Ｂ 

弁 

(手動弁) 

(電動弁) 

(空気作動弁) 

(安全弁) 

構造検査 

機能・性能検査

(開閉検査) 

分解検査 

(開閉検査) 

機能・性能検査

漏えい試験 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(開閉試験) 

漏えい試験 

開閉試験 ― ○ ○ 

Ｃ 
容器 

(タンク類) 

構造検査 

機能・性能検査

(容量確認検査)

― 
開放検査 

漏えい試験 

水量,濃度, 

漏えい確認 
○ ○ ○ 

Ｄ 熱交換器 
構造検査 

機能・性能検査

開放検査 

(非破壊検査含む)

開放検査 

(非破壊検査含む)
漏えい確認 ― ○ ○ 

Ｅ 空調ユニット 
構造検査 

機能・性能検査
機能・性能検査

開放点検 

機能・性能検査

差圧確認 

(ﾌｨﾙﾀに関

するもの) 

― ― ― 

Ｆ 流路 
構造検査 

機能・性能検査
― 

開放点検 

外観点検 
― 

○ 

(配管)

○ 

(配管)

○ 

(配管)

Ｇ 内燃機関 
機能・性能検査

(負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(負荷検査) 

起動検査 

負荷試験 
― ― ― 

Ｈ 発電機 

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

起動検査 

負荷試験 
― ― ― 

Ｉ 
その他電源 

設備 
機能・性能検査 機能・性能検査 機能・性能検査 電圧,比重

確認 
― ― ― 

Ｊ 計測制御設備 

機能・性能検査(ロ

ジック検査，校正)

特性検査(設定値確

認検査･校正) 

機能・性能検査(ロ

ジック検査，校正)

特性検査(設定値確

認検査･校正) 

機能・性能検査(ロ

ジック検査，校正)

特性検査(設定値確

認検査･校正) 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ確認 ― ― ― 

Ｋ 遮蔽 構造検査 ― 外観点検 外観点検 ― ― ―

Ｌ 通信連絡設備 機能・性能検査 機能・性能検査 外観点検 外観点検 ― ― ―

Ｍ その他 (個別の設計) (個別の設計) (個別の設計) (個別の設計) ― ― ―
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 (2) 設備区分ごとの設計方針の整理 

   (1)で抽出した設備区分ごとにおける試験又は検査項目について，試験

又は検査を可能とする設計方針について以下に整理する。なお，Ａ～Ｌの

区分に対して，以下の試験及び検査項目に対する設計が出来ない場合は，

個別に理由及び個別に設計方針を定める。 

設備区分 設計方針 関連資料

Ａ 

ポンプ,ファ

ン, 

圧縮機 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は，分解又は取替が

可能な設計とする。 

・ポンプ車は，車両として運転状態の確認及び外観の確認が可能な設

計とする。 

構造図 

系統図 

Ｂ 

弁 

(手動弁) 

(電動弁) 

(空気作動弁)

(安全弁) 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・分解点検が可能な設計とする。 

・人力による手動開閉機構を有する弁は，規定トルクによる開閉確認

が可能な設計とする。 

構造図 

系統図 

Ｃ 
容器 

(タンク類)

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，内部の確認が可能・マ

ンホール等設置 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・内部確認が可能なよう，マンホール等を設ける。又は外観の確認が

可能な設計とする。 

・原子炉格納容器は，全体漏えい率試験が可能な設計とする。 

・ボンベは規定圧力の確認及び外観の確認が可能な設計とする。 

・ほう酸水貯蔵タンクは，ほう酸濃度及びタンク水位を確認できる設

計とする。 

・よう素フィルタは，銀ゼオライトの性能試験が可能な設計とする。 

・軽油貯蔵タンク等は，油量を確認できる設計とする。 

・タンクローリは，車両としての運転状態の確認及び外観の確認が可

能な設計とする。 

構造図 

Ｄ 熱交換器 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・分解が可能な設計とする。 

構造図 

Ｅ 
空調 

ユニット 

○機能・性能の確認が可能，内部の確認が可能・点検口の設置 

・機能・性能の確認が可能な設計とするとともに，これらは他の系統

へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・フィルタを設置するものは，差圧確認が可能な設計とする。また内

部確認が可能なように，点検口を設けるとともに，性能の確認が可

能なように，フィルタを取り出すことが可能な設計とする。 

・分解又は取替が可能な設計とする。 

構造図 

Ｆ 流路 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・熱交換器を流路とするものは，熱交換器の設計方針に従う。 

構造図 
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設備区分 設計方針 関連資料

Ｇ 内燃機関 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能の確認が可能なように，発電機側の負荷を用いる試験系

統等により，機能・性能確認ができる系統設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は，分解又は取替が

可能な設計とする。 

構造図 

系統図 

Ｈ 発電機 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能の確認が可能なように，各種負荷(ポンプ負荷，系統負

荷，模擬負荷）により機能・性能確認ができる系統設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は，分解又は取替が

可能な設計とする。 

・電源車は，車両として運転状態の確認及び外観の確認が可能な設計

とする。 

系統図 

Ｉ 
その他電源

設備 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・各種負荷(系統負荷，模擬負荷），絶縁抵抗測定，弁の開閉又は試験

装置により，機能・性能の確認ができる系統設計とする。 

・鉛蓄電池は，電圧測定が可能な系統設計とする。ただし，鉛蓄電池

（ベント型）は，電圧及び比重測定が可能な系統設計とする。 

構造図 

系統図 

Ｊ 計測制御設備

○機能・性能の確認が可能，校正が可能，作動確認が可能 

・模擬入力により機能・性能の確認(特性確認又は設定値確認）及び校

正が可能な設計とする。 

・論理回路を有する設備は，模擬入力による機能確認として，論理回

路作動確認が可能な設計とする。 

ブロック

図 

Ｋ 遮蔽 

○主要部分の断面寸法の確認が可能，外観の確認が可能 

・主要部分の断面寸法の確認が可能な設計とする。 

・外観の確認が可能な設計とする。 

構造図 

Ｌ 
通信連絡設

備 

○機能・性能の確認が可能，外観の確認が可能 

・機能・性能の確認及び外観の確認が可能な設計とする。 
― 

Ｍ その他 
・Ａ－Ｌに該当しない設備(静的触媒式水素再結合器等）は，個別の設

計とする。 
― 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 4 号 

 系統の切替性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，切替性を確認するための区分及び設計方

針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備のうち，本来の用途以外の用途（本来の用途以外の

用途とは，設置している設備の本来の機能とは異なる目的で使用する場合

に，本来の系統構成とは異なる系統構成を実施し設備を使用する場合をい

う。ただし，本来の機能と同じ目的で使用するために設置している可搬型

設備を使用する場合は除く。）として重大事故等に対処するために使用す

る設備はない。 
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 (2) 対象選定の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・速やかに系統を切り替えられること。 

  ｂ．対象選定 

   ・重大事故等に対処するために使用する系統であって，重大事故等時に

本来の用途以外の用途として使用する系統のうち，通常待機時から切

り替える系統を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重大事故等対処設備

本来の用途以外の用途として 

使用する 

本来の用途として使用する 

切替操作有 
Ａａ 

対象外 

Ａｂ
切替操作無 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために使用

する設備にあっては，通常時に使用する系統から速やかに切り替えられる

機能を備えるものであること】 

  設計方針について，以下の表にまとめた。 

区分 設計方針 関連資料

本来の用途以外の用途として使用する  

 

切替操作が必要 Ａa 

・通常待機時に使用する系統から速やかに切

替操作が可能なように，系統に必要な弁等

を設ける。 

系統図 切替操作が不要 Ａｂ ・切替せずに使用可能な設計とする。 

本来の用途として使用する － ・（対象外） 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 5 号 

 重大事故等対処設備の悪影響の防止について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の他の設備に対する

悪影響を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，発電用原子炉施設内の他の設備（設計基準対象

施設及び当該重大事故等対処設備以外の重大事故等対処設備）に対して悪

影響を及ぼさない設計とする。 

   他の設備への悪影響としては，重大事故等対処設備使用時及び通常待機

時の系統的な影響（電気的な影響を含む。）並びにタービンミサイル等の

内部発生飛散物による影響を考慮する。 

   系統的な影響に対して重大事故等対処設備は，弁等の操作によって設計

基準対象施設として使用する系統構成から重大事故等対処設備としての系

統構成とすること，通常待機時の隔離若しくは分離された状態から弁等の

操作や接続により重大事故等対処設備としての系統構成とすること，他の

設備から独立して単独で使用可能なこと，又は設計基準対象施設として使

用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用することによ

り，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

   放水砲による建屋への放水により，放水砲の使用を想定する重大事故時

において必要となる屋外の他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

   内部発生飛散物による影響に対しては，内部発生エネルギーの高い流体

を内蔵する弁及び配管の破断，高速回転機器の破損，ガス爆発並びに重量

機器の落下を考慮し，これらにより重大事故等対処設備が悪影響を及ぼさ
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ない設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   〇系統設計的考慮事項 

    ①系統的な影響 

   〇その他の考慮事項 

    ②内部発生飛散物による影響 

  ｂ．類型化 

   ・①について「Ａａ」～「Ａｅ」に分類し考慮する。 

   ・②については，内部発生エネルギーの高い流体を内蔵する機器を「Ｂ

ａ」，タービン等を有する高速回転機器を「Ｂｂ」と分類し考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 重大事故等対処設備

の他の設備への悪影

響の防止 

Ａａ

Ａｂ

Ａｃ

Ａｄ

Ａｅ

Ｂａ

Ｂｂ

対象外

考慮事項 

①系統的な影響 弁等の操作で系統構成 

通常待機時は隔離又は分離

他設備から独立

ＤＢ施設と同じ系統構成 

その他

内部発生エネルギーの 

高い流体を内蔵する機器 

高速回転機器

その他設備

②内部発生飛散物

による影響 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：工場等内の他の設備に対して悪影響を及ぼさないものであるこ

と】 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ① 系統的な影響 

類型化区分 重大事故等対処設備 

系統的な影響 

他の系統へ悪影響を及ぼさない系統構成が可能なよう以下のいずれかの設計と

する。 

・通常待機時の系統構成から，弁等の操作によって重大事故等対処設備として

の系統構成が可能な設計とする。 

・通常待機時の隔離若しくは分離された状態から弁等の操作や接続により重大

事故等対処設備としての系統構成が可能な設計とする。 

・他の設備から独立して単独で使用可能な設計とする。 

・設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で使用可能な設計とす

る。 

・上記のいずれにも該当しない場合は，設備ごとの設計により他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

 

  ② 内部発生飛散物による影響 

項目 設計方針 

内部発生エネルギーの高い 

流体を内蔵する弁及び配管 

の破断 

内部発生エネルギーの高い流体を内蔵する弁及び配管について，十

分な強度を持たせた設計とする。 

ボンベは高圧ガス保安法に適合する容器弁により飛散物が発生しな

いものとする。 

高速回転機器 飛散物とならない設計とする。 

ガス爆発 爆発性のガスを内包する機器は設置しない。 

重量機器の落下 
落下により他の設備に悪影響を与えるような重量機器は設置しな

い。 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料

①系統的な影響 

Ａａ
弁等の操作で系

統構成 

・通常待機時の系統構成から，弁等の操作

によって重大事故等対処設備としての系

統構成が可能な設計とする。 

系統図 

配置図 

Ａｂ
通常待機時は隔

離又は分離 

・通常待機時の隔離又は分離された状態か

ら，弁等の操作や接続により重大事故等

対処設備としての系統構成が可能な設計

とする。 

Ａｃ 他設備から独立 
・他の設備から独立して単独で使用可能な

設計とする。 

Ａｄ
ＤＢ施設と同じ

系統構成 

・設計基準対象施設として使用する場合と

同じ系統構成で使用可能な設計とする。

Ａｅ その他 
・設備ごとの設計により他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。 

②内部発生飛散物

Ｂａ

内部発生エネル

ギーの高い流体

を内蔵する機器 

・内部発生エネルギーの高い流体を内蔵す

る弁及び配管について，十分な強度を持

たせた設計とする。 

強度計算書

Ｂｂ 高速回転機器 
・タービン等が破損により飛散することが

ないよう設計する。 
構造図 

対象外 ― ― 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 6 号 

 重大事故等対処設備の設置場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，設置場所を確認するための区分及び設計

方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備の設置場所は，重大事故等時においても操作及び復

旧作業に支障がないように，遮蔽の設置や線源からの離隔距離の確保によ

り放射線量が高くなるおそれの少ない場所を設置場所として選定した上

で，設置場所から操作可能，放射線の影響を受けない異なる区画若しくは

離れた場所から遠隔で操作可能，又は中央制御室遮蔽区域内である中央制

御室から操作可能な設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・放射線の影響 

  ｂ．類型化 

   ・操作(復旧作業を含む。以下同じ。）の有無で分類を行い，操作が必要

な設備を「Ａ」，「Ｂ」に，操作が不要な設備を「対象外」として分類。 

   ・中央制御室遮蔽区域の内外で分類し，放射線の影響を受ける中央制御

室外で現場操作を行う設備を「Ａ」として分類し，設置場所の放射線

量が高くなるおそれが少ない場合を「ａ」，放射線量が高くなるおそ

れがある場合を「ｂ」として分類。 

   ・放射線の影響を考慮した設計を行っている中央制御室遮蔽区域内であ
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る中央制御室から操作可能な設備を「Ｂ」として分類。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合において重大事故等対

処設備の操作及び復旧作業を行うことができるよう，放射線量が高くな

るおそれが少ない設置場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の

適切な措置を講じたものであること。】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料

Ａ 

現場操作 

Ａａ 
現場(設置場所）

で操作可能 

○現場操作(設置場所） 

遮蔽の設置や線源からの離隔距離により放射線量

が高くなるおそれの少ない場所を設置場所として

選定した上で，設置場所(使用場所）で操作可能

な設計とする。 

配置図 

Ａｂ 
現場(遠隔）で 

操作可能 

○現場操作(遠隔） 

 放射線量の影響を受けない異なる区画若しくは離

れた場所から遠隔で操作可能な設計とする。 

配置図 

Ｂ 

中央制御

室操作 

Ｂ 
中央制御室で 

操作可能 

○中央制御室操作 

 中央制御室遮蔽区域内である中央制御室から操作

可能な設計とする。 

― 

操作不要 対象外 操作不要 

○対象外（操作不要） 

 操作不要な設備については，設置場所に係る設計

上の配慮はない。 

仕様表 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 

設置場所 

の選定 

操作が不要

な設備 

放射線量が高くなる 

おそれが少ない 

放射線量が高くなる

おそれがある 

Ａ

Ｂ

ａ

ｂ

操作が必要

な設備 
考慮事項 

 放射線の影響

現場操作を

行う設備 

中央制御室

から操作可

能な設備 

対象外 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 1 号 

 常設重大事故等対処設備の容量等について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，常設重大事故等対処設備の容量等の適合

性を確認するための区分及び操作方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   常設重大事故等対処設備は，想定される重大事故等の収束において，想

定する事象及びその事象の進展等を考慮し，重大事故等時に必要な目的を

果たすために，事故対応手段として必要な容量等を有する系統設計を行う。

重大事故等の収束は，これらの系統の組合せにより達成する。 

   「容量等」とは，ポンプ流量，タンク容量，伝熱容量，弁吹出量，発電

機容量，蓄電池容量，計装設備の計測範囲，作動信号の設定値等とする。 

   常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使用

するものについては，設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統の目的に

応じて必要となる容量等の仕様に対して十分であることを確認した上で，

設計基準対象施設の容量等と同仕様の設計とする。 

   常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使用

するもので，重大事故等時に設計基準対象施設の容量等を補う必要がある

ものは，その後の事故対応手段と合わせて，系統の目的に応じて必要とな

る容量等を有する設計とする。 

   常設重大事故等対処設備のうち重大事故等への対処を本来の目的として

設置する系統及び機器を使用するものについては，系統の目的に応じて必

要な容量等を有する設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・必要な容量等 

    ①圧力，②配管圧損，③温度について，設計仕様により考慮する。 

   ・④設計基準対象施設との容量等の比較 

   ・⑤補給による追加手段 

   ・その他，設備ごとの考慮事項があれば，必要により個別設備の設計方

針に加える。 

 

  ｂ．類型化 

   ・常設重大事故等対処設備のうち重大事故等への対処を本来の目的とし

て設置する系統及び機器は，「Ａ」と分類する。 

   ・常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使

用するもので，設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統の目的に応

じて必要となる容量等に対して十分であるものについては，「Ｂ」，重

大事故等時に設計基準対象施設の容量等を補う必要があるものについ

ては，「Ｃ」に分類する。 

   ・流路として期待する配管，ストレーナ等は，対象外とする。（これら

設備の圧力損失は，詳細設計段階でポンプ流量の設定において考慮す

る。） 

 

 

 

 

 

重大事故等への対処を本来の

目的として設置するもの 必要な容量等

の設計 
考慮事項 

①圧力 

②配管圧損 

③温度 

④設計基準対象施設

との容量等の比較 

⑤補給 

⑥その他設備ごとの

考慮 

設計基準対象施設の系統

及び機器を使用するもの 

流路 

Ａ

Ｂ

対象外

必要な容量等に対して 

十分であるもの 

容量等を補う 

必要があるもの 
Ｃ
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するものである

こと】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 

Ａ 

重大事故等への対処

を本来の目的として

設置するもの 

常設重大事故等対処設備は，系統の目的に

応じて必要な容量等を有する設計とする。 

容量設定根拠 
Ｂ 

設計基準対象施設の

系統及び機器の容量

等が十分 

設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統

の目的に応じて必要となる容量等の仕様に

対して十分であることを確認した上で，設

計基準対象施設の容量等と同仕様の設計と

する。 

Ｃ 
設計基準対象施設の

容量等を補うもの 

重大事故等時に設計基準対象施設の容量等

を補う必要があるものについては，その後

の事故対応手段と合わせて，系統の目的に

応じて必要な容量等を有する設計とする。 

対象外 流路，その他設備 

詳細設計の段階でポンプ流量の設定におい

て，圧力損失を考慮する。弁（逃がし弁，

安全弁以外），制御設備，遮蔽等は容量等の

設定がないため対象外とする。 

－ 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 2 号 

 発電用原子炉施設での共用の禁止について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，共用の禁止を確認するための区分及び設

計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   敷地内に二以上の発電用原子炉施設はないことから，常設重大事故等対

処設備は共用しない。 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・敷地内に二以上の発電用原子炉施設はない。 

 

ｂ．類型化 

・なし 

 

2. 設計方針について 

 【要求事項：二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこと。

ただし，二以上の発電用原子炉施設と共用することによって当該

二以上の発電用原子炉施設の安全性が向上する場合であって，同

一の工場等内の他の発電用原子炉施設に対して悪影響を及ぼさな

い場合は，この限りではない。】 

  設計方針について，以下の表にまとめた。 

設計方針 備考 

敷地内に二以上の発電用原子炉施設はないことから，常設重大事

故等対処設備は共用しない。 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 3 号 

 常設重大事故防止設備の共通要因故障について 

１． 概要 

   重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規

則により要求されている項目のうち，常設重大事故防止設備の共通要因故

障防止に関する健全性を確保するための区分及び設計方針について整理し

た。 

 (1) 基本設計方針 

    常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備の安全機能又は使用

済燃料プールの冷却機能若しくは注水機能と共通要因によって同時にそ

の機能が損なわれるおそれがないように，共通要因の特性を踏まえ，可

能な限り多様性及び独立性を有し，位置的分散を図ることを考慮して適

切な措置を講じる設計とする。ただし，常設重大事故防止設備のうち，

計装設備については，重要代替監視パラメータ（当該パラメータの他の

チャンネルの計器を除く。）による推定を重要監視パラメータと異なる

物理量（水位，注水量等）又は測定原理とすることで，重要監視パラメ

ータに対して可能な限り多様性を持った方法により計測できる設計とす

る。重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと可能な限り位置

的分散を図る設計とする。 

    共通要因としては，環境条件，自然現象，発電所敷地又はその周辺に

おいて想定される発電用原子炉施設の安全性を損なわせる原因となるお

それがある事象であって人為によるもの（故意によるものを除く。）（以

下「外部人為事象」という。），故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズム，溢水，火災及びサポート系の故障を考慮する。 

    自然現象については，地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），
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洪水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影

響，生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮する。 

    自然現象による荷重の組合せについては，地震，津波（敷地に遡上す

る津波を含む。），風（台風），積雪及び火山の影響による組合せを考

慮する。 

    外部人為事象については，飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆

発，近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮す

る。 

    故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムについては，可搬型

重大事故等対処設備による対策を講じることとする。 

    建屋等及び地中の配管トレンチについては，地震，津波（敷地に遡上

する津波を含む。），火災及び外部からの衝撃による損傷を防止できる

設計とする。 

    サポート系の故障については，系統又は機器に供給される電力，空

気，油，冷却水，水源を考慮する。 

    重大事故緩和設備についても，共通要因の特性を踏まえ，可能な限り

多様性を有し，位置的分散する設計とする。 

    環境条件に対しては，重大事故等時の温度，放射線，荷重その他の使

用条件において，常設重大事故防止設備がその機能を確実に発揮できる

設計とする。重大事故等時の環境条件における健全性については，

「2.3.3 環境条件等」に記載する。風（台風）及び竜巻のうち風荷重，

凍結，降水，積雪，火山の影響並びに電磁的障害に対して常設重大事故

防止設備は，環境条件にて考慮し機能が損なわれない設計とする。 

    地震に対して常設重大事故防止設備は，「2.1.1 発電用原子炉施設の

位置」に基づく地盤上に設置するとともに，地震，津波（敷地に遡上す
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る津波を含む。）及び火災に対しては，「2.1.2 耐震設計の基本方針」，

「2.1.3 耐津波設計の基本方針」及び「2.2 火災による損傷の防止」

に基づく設計とする。 

    溢水に対しては，可能な限り多様性を有し，位置的分散を図ることで，

想定する水位に対して同時に機能を損なうことのない設計とする。 

    地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及び火災に対して

常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等と同時に機能を損な

うおそれがないように，可能な限り設計基準事故対処設備等と位置的分

散を図る。 

    風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場

等の火災及び有毒ガスに対しては，外部からの衝撃による損傷の防止が

図られた建屋等内に設置するか，又は設計基準事故対処設備等と同時に

その機能が損なわれないように設計基準事故対処設備等と位置的分散を

図り，屋外に設置する。 

    落雷に対して常設代替交流電源設備である常設代替高圧電源装置は，

避雷設備又は接地設備により防護する設計とする。 

    生物学的事象のうちネズミ等の小動物に対して屋外の常設重大事故防

止設備は，侵入防止対策により重大事故等に対処するための必要な機能

が損なわれるおそれのない設計とする。生物学的事象のうちクラゲ等の

海生生物からの影響を受けるおそれのある常設重大事故防止設備は，侵

入防止対策により重大事故等に対処するための必要な機能が損なわれる

おそれのない設計とする。 

    高潮に対して常設重大事故防止設備（非常用取水設備は除く。）は，

高潮の影響を受けない敷地高さに設置する。 

    飛来物（航空機落下）に対して常設重大事故防止設備は，設計基準事
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故対処設備等と同時にその機能が損なわれないように，設計基準事故対

処設備等と位置的分散を図り設置する。 

    なお，自然現象のうち洪水及び地滑りについては，立地的要因により

設計上考慮する必要はない。また，外部人為事象のうちダムの崩壊につ

いては，立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

    常設重大事故緩和設備についても，共通要因の特性を踏まえ，可能な

限り上記を考慮して多様性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

    サポート系の故障に対して，常設重大事故防止設備は，設計基準事故

対処設備等と異なる駆動源又は冷却源を用いる設計とするか，駆動源又

は冷却源が同じ場合は別の手段による対応が可能な設計とする。また，

常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等と可能な限り異なる

水源を有する設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ①環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災 

   ②サポート系による要因：系統又は機器に供給される電力，油，空気，

冷却水，水源 

  ｂ．類型化 

   ①環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災については，屋内設

備と屋外設備に分類する。 

   ②サポート系による要因については，設備ごとに考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 常設重大事

故防止設備

の共通要因

故障防止 

（※１） 

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為事象

 溢水 

 火災 

②サポート系に

よる要因 

考慮事項 

位置的分散を考慮すべきＤＢ設備等がない（※２） 

屋外

屋内

異なる駆動源，冷却源 

別の手段 

Ａａ 

Ａｂ

Ｂｂ 

Ｂａ 

対象外 

対象外

※１常設重大事故緩和設備についても，可能な限り多様性を有し，位置的分散を図る設

計とする。 

※２常設重大事故防止設備のうち重大事故等時においても使用する設計基準事故対処設

備等は，共通要因による機能喪失を想定しないことから，多様性，位置的分散の対

象外とする。 

重大事故等対処設備 

常設重大事故防止設備 

共通要因故障対象設備 

設計基準事故対処設備等 

Ｂｃ 異なる水源 

多様性を考慮すべきＤＢ設備等がない（※２） 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対処

設備の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

う，適切な措置を講じたものであること】 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ①環境条件，地震，津波，その他自然現象，外部事象，溢水，火災 

項目 
ＤＢ設備 常設ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条（安全施設）に基づ

く設計とする。 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件として健全性を確認して

いる。 

地盤 

第 3 条（設計基準対象施設の

地盤）に基づく地盤上に設置

する。 

第 38条（重大事故等対処施設の地盤）に基づく地盤上に

設置する。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条（地震による損傷の防

止）に基づく設計とする。 

第 39条（地震による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（2 項） 

津波 

第 5 条（津波による損傷の防

止）に基づく設計とする。 

第 40条（津波による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（2 項） 

洪水 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

風（台風） 

竜巻 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

－ 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

凍結 

降水 

積雪 

環境条件にて考慮する。 

落雷 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

常設代替高圧電源装置は，避

雷設備又は接地設備により防

護する設計とする。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

火山の影響 環境条件にて考慮する 

生物学的 

事象 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

ネズミ等の小動物に対して，

侵入防止対策により重大事故

等に対処するために必要な機

能が損なわれるおそれのない

設計とする。 

クラゲ等の海生生物からの影

響を受けるおそれのある設備

は，侵入防止対策により重大

事故等に対処するために必要

な機能が損なわれるおそれの

ない設計とする。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 

クラゲ等の海生生物から

の影響を受けるおそれの

ある設備は，侵入防止対

策により重大事故等に対

処するために必要な機能

が損なわれるおそれのな

い設計とする。 

位置的分散（2 項） 

高潮 影響を受けない敷地高さに設置する（非常用取水設備は除く） 

外
部
火
災 

森林火災

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 
－ 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 
位置的分散（2 項） 
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項目 
ＤＢ設備 常設ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 

外
部
人
為
事
象 

外
部
火
災 

爆発 

近隣工場等

の火災 

有毒ガス

船舶の衝突

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

－ 
第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 
位置的分散（2 項） 

飛来物 

（航空機落下）

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

－ 

位置的分散（2 項） 

ダムの崩壊 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

電磁的障害 環境条件にて考慮する。 

溢水 

第 9 条（溢水による損傷の防

止等）に基づく設計とする。

想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に設

置する。 

位置的分散（区画）（2 項） 

火災 

第 8 条（火災による損傷の

防止）に基づく設計とす

る。 

第 41条（火災による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（区画）（2 項） 
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②サポート系 
共通要因 ポンプ等 発電機 弁 パラメータ 

電源 

・電源の多様性[常設

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替交

流電源設備(⇔非常

用ディーゼル発電

機)] 

― 

・電源の多様性[常設

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替交

流電源設備，常設

代 替 直 流 電 源 設

備，可搬型代替直

流電源設備，所内

常設代替直流電源

設備(⇔非常用ディ

ーゼル発電機)] 

・電源の多重性 

[直 流 125V 蓄 電 池

（2A）] 

[ 直 流 125V 蓄 電 池

（2B）] 

重大事故等対処設備

のみに使用するパラ

メータは，緊急用直

流 125V 蓄電池より給

電可能 

・電源の多様性[常設

代 替 直 流 電 源 設

備，常設代替交流

電源設備，可搬型

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替直

流電源設備(⇔直流

電源設備，非常用

デ ィ ー ゼ ル 発 電

機)] 

燃料油 ― 

・燃料移送の多重性

[常設代替高圧電源

装置用燃料移送ポ

ンプ (⇔非常用デ

ィーゼル発電機用

燃料移送ポンプ)]

― ― 

空気 ― ― 

・駆動方式の多様性

[高圧窒素ガスボン

ベ(⇔アキュムレー

タ)] 

― 

冷却方式 

・冷却方式の多様性

[自己冷却(⇔残留

熱除去系海水系)]

・冷却方式の多様性

[空気冷却(⇔非常

用ディーゼル発電

機海水系)] 

― ― 

水源 

・異なる水源[代替淡

水貯槽，淡水貯水

池，海水(⇔サプレ

ッ シ ョ ン ・ プ ー

ル)] 

― ― ― 

※弧内の設備は，多様性，多重性等の対象となる設計基準対象施設を表す 

 

  ○ポンプサポート系（冷却水）の分類について 

    ポンプ等のサポート系（冷却水）の分類方針を以下に示す。 

   

 

 

 

強制冷却が 

不要なもの 冷却方式 

の設計 
・冷却不要 

（自然冷却型等）
強制冷却が必要 

なもの 外部サポートあり 

外部サポートなし ・自己冷却 

（自滑水型等） 

・海水等による冷却 

考慮事項 

○強制冷却有無 

○外部サポート有無 
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   ・「冷却不要」について（常設代替注水系ポンプの例） 

     常設代替注水系ポンプは，汎用型の横置きポンプで，ポンプケーシ

ングと軸受は分離されており内部流体の温度上昇等の影響は受けない

構造である。また，冷却水として吐出水の一部を取り出す等の設計で

はないことから，冷却水としては，「冷却不要」と整理する（電動機

は含まず）。 

     なお，常設低圧代替注水系ポンプについては，常設低圧代替注水系

格納槽内に設置されており，当該格納槽内の環境条件で運転すること

から「（自然冷却）」を付記するものとし，それぞれの設備の環境に

応じて記載要否を判断する。 

   ・「海水等による冷却」について（残留熱除去系ポンプの例） 

     残留熱除去系ポンプは，メカニカルシール冷却用クーラの冷却水と

して，残留熱除去系海水ポンプからの海水（強制冷却，外部サポート）

を必要とすることから，その旨記載する。それぞれの設備に応じた内

容を記載する。 

   ・自己冷却（常設高圧代替注水系ポンプの例） 

     常設高圧代替注水系ポンプの軸受等は，ポンプ吐出水の一部を冷却

水として使用し強制冷却を行うが，自己完結型の冷却方式であること

から「自己冷却」と整理する。 
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 (2) 各区分における設計方針については，以下の表にまとめた 

類型化区分 設計方針 関連資料

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為事象

 溢水 

 火災 

共通（屋内・屋外） ・地震に対して常設重大事故防止設備は，「2.1.1 発

電用原子炉施設の位置」に基づく地盤上に設置する

とともに，地震，津波（敷地に遡上する津波を含

む。）及び火災に対しては，「2.1.2 耐震設計の基

本方針」，「2.1.3 耐津波設計の基本方針」及び

「2.2 火災による損傷の防止」に基づく設計とす

る。 

・地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及

び火災に対しては，設計基準事故対処設備と同時に

機能を損なうおそれがないように，可能な限り設計

基準事故対処設備と位置的分散を図る設計とする。

・高潮に対しては，影響を受けない敷地高さに設置す

る（非常用取水設備は除く。）。 
・飛来物（航空機落下）に対しては，設計基準事故対

処設備等と同時にその機能が損なわれないよう，設

計基準事故対処設備等と位置的分散を図り設置す

る。 

・海生生物からの影響に対しては，侵入防止対策によ

り重大事故等に対処するために必要な機能が損なわ

れるおそれのない設計とする。 

配置図

系統図
屋内 Ａａ ・風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の

影響，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対して，外部か

らの衝撃による損傷の防止が図られた建屋内に設置

する設計とする。 

屋外 Ａｂ ・風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の

影響，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対して，設計基

準事故対処設備等と同時にその機能が損なわれない

よう，設計基準事故対処設等と位置的分散を図り設

置する設計とする。 

・落雷に対して常設代替高圧電源装置は，避雷設備又

は接地設備により防護する設計とする。 

・生物学的事象のうちネズミ等の小動物に対しては，

侵入防止対策により重大事故等に対処するために必

要な機能が損なわれるおそれのない設計とする。 

位置的分散を考 

慮すべき対象の 

設計基準事故対 

処設備等がない 

もの 

－ ・（対象外） 

②サポート系

の故障 

異なる駆動源 

又は冷却源 
Ｂａ

・設計基準事故対処設備等と異なる駆動源，冷却源を

用いる設計とする。 

系統図

別の手段 Ｂｂ
・設計基準事故対処設備等と駆動源又は冷却源が同じ

場合は別の手段による対応が可能な設計とする 

異なる水源 Ｂｃ
・設計基準事故対処設備等と可能な限り異なる水源を

もつ設計とする。 

多様性を考慮すべ

き対象の設計基準

事故対処設備等が

ないもの 

－ ・（対象外） 

※1 個別条文で記載する事項を下波部で示す。 

※2 別の手段には，異なる作動論理を用いることも含まれる。 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 3 項 第 1 号 

 可搬型重大事故等対処設備の容量等について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の容量等の適

合性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備は，想定される重大事故等の収束において，

想定する事象及びその事象の進展を考慮し，事故対応手段として必要な容

量等を有する系統設計を行う。重大事故等の収束は，これらの系統の組合

せにより達成する。 

   「容量等」とは，ポンプ流量，タンク容量，発電機容量，蓄電池容量，

ボンベ容量，計装設備の計測範囲等とする。 

   可搬型重大事故等対処設備は，系統の目的に応じて必要な容量等を有す

る設計とするとともに，設備の機能，信頼度を考慮し，予備を含めた保有

数を確保することにより，必要な容量等に加え，十分に余裕のある容量等

を有する設計とする。 

   可搬型重大事故等対処設備のうち複数の機能を兼用することで，設置の

効率化，被ばく低減が図れるものは，同時に要求される可能性がある複数

の機能に必要な容量等を合わせた容量等とし，兼用できる設計とする。 

   可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力を供

給する注水設備及び電源設備は，必要となる容量等を有する設備を 2 セッ

ト持つことに加え，故障時及び保守点検による待機除外時の予備を発電所

全体で確保する。 

   また，可搬型重大事故等対処設備のうち，負荷に直接接続する高圧窒素
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ボンベ（非常用窒素供給系），逃がし安全弁用可搬型蓄電池等は，必要と

なる容量等を有する設備を１負荷当たり 1 セット持つことに加え，故障時

及び保守点検による待機除外時の予備を発電所全体で確保する。 

   ただし，保守点検が目視点検等であり保守点検中でも使用可能なもの

は，保守点検による待機除外時の予備は考慮せずに，故障時の予備を発電

所全体で確保する。 

   上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量等を有する設

備を 1 セット持つことに加え，設備の信頼度等を考慮し，予備を確保する。 

 

 (2) 類型化 

  ａ．考慮事項 

   (a) 容量 

    ・想定する事象及びその事象の進展を考慮し，事故対応手段としての

系統設計を行う。（類型化なし） 

   (b) 数量 

    ・可搬型重大事故等対処設備の使用方法を考慮し，必要数量を設計す

る。 

     ①原子炉建屋の外から水又は電力を供給する設備かどうか 

     ②負荷に直接接続する可搬型重大事故等対処設備かどうか 

 

  ｂ．類型化 

   (a) 容量 

    ・類型化なし 

   (b) 数量 
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    ・原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型重大事故等対処設

備を「Ａ」，負荷に直接接続する可搬型重大事故等対処設備を

「Ｂ」，それ以外を「Ｃ」に分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数量 

原子炉建屋の外から 

水又は電力を供給する 

可搬型重大事故等対処

設備 

負荷に直接接続する 

可搬型重大事故等対処

設備 

その他設備

Ａ 

考慮事項 

・必要数量 

 ①原子炉建屋の外

から水又は電力

を供給する設備

か 

 ②負荷に直接接続

する設備か 

Ｂ 

Ｃ 
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2. 設計方針について 

【要求事項：想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余裕の

ある容量を有するものであること】 

  各区分における設計方針について，以下にまとめた。 

 (1) 必要容量 

   系統の目的に応じて必要な容量等を有する設計とする。 

   複数の機能を兼用することで，設置の効率化及び被ばくの低減を図れる

ものは，同時に要求される可能性のある複数の機能に必要な容量等を合わ

せた容量とし，兼用できる設計とする。 

 

 (2) 数量 

類型化区分 設計方針 主な対象設備 

Ａ 

原子炉建屋の外から水又

は電力を供給する可搬型

重大事故等対処設備 

必要となる容量等を有する設備を2セットに

加え，故障時及び保守点検による待機除外

時の予備を1台確保する。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・可搬型代替低圧電源車 

・可搬型整流器 

Ｂ 

負荷に直接接続する可搬

型重大事故等対処設備 

必要となる容量等を有する設備を1負荷当た

り1セットに加え，故障時及び保守点検によ

る待機除外時の予備を確保する。 

・高圧窒素ボンベ（非常用窒素供

給系） 

・逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

Ｃ 

その他設備 

必要となる容量等を有する設備を1セットに

加え，設備の信頼度等を考慮し，予備を確

保する。 

・その他設備 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第2号 

 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の常設設備と

の接続性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備を常設設備と接続するものについては，容易

かつ確実に接続できるように，原則として，ケーブルは，ボルト，ネジ又

は簡便な接続規格を用い，配管は，フランジを用いる設計とする。他の方

法で容易かつ確実に接続できる場合は，専用の接続方法を用いる設計とす

る。また，フランジについては，口径を統一することにより，複数のポン

プでの規格の統一を考慮する。 

 

 (2) 対象選定の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・容易かつ確実な接続 

   ・規格の統一 

 

  ｂ．類型化 

   ・内部流体等(水，空気，電気)に応じて各々適切な接続方式を採用して

おり，その接続形態に応じた区分に類型化する。 
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１ 

 

 

 

 

 

  

ケーブル

配管

接続方法 

その他

Ａ

常設設備

と接続す

るものに

限る 

Ｃ

Ｂ

Ｄ

簡便な接続規格によ

る接続 

専用の接続 

ボルト・ネジ接続

フランジ接続

考慮事項 

 ①容易かつ確実な接続  

②規格の統一
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2. 設計方針について 

【要求事項:常設設備(発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時間に発

電用原子炉施設と接続することができる常設の設備をいう。以下同

じ。)と接続するものにあっては，当該常設設備と容易かつ確実に

接続することができ，かつ，二以上の系統又は発電用原子炉施設が

相互に使用することができるよう，接続部の規格の統一その他の適

切な措置を講じたものであること】 

 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

区 分 設計方針 主な対象設備 

Ａ 

ボルト・ネジ接続

・ケーブルは，ボルト・ネジ接続等を用い，

容易かつ確実に接続できる設計とする。 

逃がし安全弁用可搬型

蓄電池 

Ｂ 

フランジ接続 

・配管は，フランジ接続により容易かつ確実

に接続できる設計とする。 

・接続口を兼用することにより，複数の系統

で接続方式の統一を図った設計とする。 

可搬型代替大型ポンプ 

Ｃ 

簡便な現場規格に

よる接続 

・ケーブルは，簡便な接続規格としてコネク

タ型とし，容易かつ確実に接続できる設計

とする。 

 

可搬型代替低圧電源車 

Ｄ 

専用の接続 

・上記以外の接続方式については，個別に設

計する。 

高圧窒素ボンベ 

タンクローリ 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第3号 

 異なる複数の接続箇所の確保について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，異なる複数の接続箇所の確保を確認する

ための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力を供

給する設備と常設設備との接続口は，共通要因によって接続することがで

きなくなることを防止するため，それぞれ互いに異なる複数の場所に設置

する設計とする。 

   共通要因としては，環境条件，自然現象，外部人為事象，故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズム，溢水及び火災を考慮する。 

   自然現象については，地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），洪

水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，

生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮する。 

   自然現象による荷重の組合せについては，地震，津波（敷地に遡上する

津波を含む。），風（台風），積雪及び火山の影響による組合せを考慮す

る。 

   外部人為事象については，飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，

近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮する。 

   故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムについては，可搬型重

大事故等対処設備による対策を講じることとする。 

   建屋等及び地中の配管トレンチについては，地震，津波（敷地に遡上す

る津波を含む。），火災及び外部からの衝撃による損傷を防止できる設計
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とする。 

   環境条件に対しては，重大事故等時の温度，放射線，荷重その他の使用

条件において，その機能を確実に発揮できる設計とするとともに，建屋等

内及び建屋等壁面の適切に離隔した隣接しない位置に複数箇所設置する。

重大事故等時の環境条件における健全性については，「2.3.3 環境条件

等」に記載する。風（台風）及び竜巻のうち風荷重，凍結，降水，積雪，

火山の影響並びに電磁的障害に対しては，環境条件にて考慮し機能が損な

われない設計とする。 

   地震に対して接続口は，「2.1.1 発電用原子炉施設の位置」に基づく

地盤上の建屋等内又は建屋等壁面に設置する設計とする。 

   地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。）及び火災に対しては，

「2.1.2 耐震設計の基本方針」，「2.1.3 耐津波設計の基本方針」及び

「2.2 火災による損傷の防止」に基づく設計とする。 

   溢水に対しては，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に

設置する。 

   地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及び火災に対しては，

建屋等内及び建屋等壁面の適切に離隔した隣接しない位置に複数箇所設置

する。 

   風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，飛来物（航空機落

下）爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び故意による大型

航空機の衝突その他のテロリズムに対しては，建屋等内及び建屋等壁面の

適切に離隔した隣接しない位置に複数箇所設置する。 

   生物学的事象のうちネズミ等の小動物に対して屋外に設置する場合は，

開口部の閉止により重大事故等に対処するための必要な機能が損なわれる

おそれのない設計とする。 
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   高潮に対して接続口は，高潮の影響を受けない位置に設置する。 

   なお，自然現象のうち洪水及び地滑りについては，立地的要因により設

計上考慮する必要はない。また，外部人為事象のうちダムの崩壊について

は立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

   また，一つの接続口で複数の機能を兼用して使用する場合には，それぞ

れの機能に必要な容量が確保できる接続口を設け，状況に応じて，それぞ

れの系統に必要な流量を同時に供給できる設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 重大事故等時における環境条件 

   ② 自然現象 

   ③ 外部人為事象 

   ④ 故意による大型航空機の衝突その他テロリズム 

   ⑤ 溢水 

   ⑥ 火災 

 

  ｂ．類型化 

   ・可搬型重大事故等対処設備の接続対象として，原子炉建屋の外から水

又は電力を供給するものを「Ａ」と分類し，その他設備を「対象外」

と分類。 

   ・接続口が建屋等内又は建屋等壁面に設置する場合については，「ａ」

と分類。 

 

 

 

 

 

 

  

可搬型重大事故

等対処設備 

の常設設備との

接続口 

建屋等内又は 

建屋等壁面 
Ａａ 

対象外 

考慮事項 

①環境条件 

②自然現象 

③外部人為事象 

④故意による大型航

空機の衝突その他

のテロリズム 

⑤溢水 

⑥火災 

原子炉建屋の外から 

水又は電力を供給する設備 

原子炉建屋の外から 

水又は電力を供給しない設備 
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2. 設計方針について 

【要求事項:常設設備と接続するものにあっては，共通要因によって接続する

ことができなくなることを防止するため，可搬型重大事故等対処設

備(原子炉建屋の外から水又は電力を供給するものに限る。)の接続

口をそれぞれ互いに異なる複数の場所に設けるものであること】 

 

 (1) 考慮事項に対する設計方針 

項目 
可搬型ＳＡ設備と常設 SＡ設備の接続口 

建屋等壁面 建屋等内 

環境条件 

温度，放射線，

荷重，その他の

使用条件 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

位置的分散（複数箇所） 

地盤 
第38条(重大事故等対処施設の地盤)に基づく地盤上に設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

自
然
現
象 

地震 
第39条(地震による損傷の防止)に基づく設計とする。 

複数箇所※ 

津波 
第40条(津波による損傷の防止)に基づく設計とする。 

複数箇所※ 

洪水 立地的要因により設計上考慮する必要ない。 

風（台風），竜巻 
－ 

位置的分散（複数箇所） 

凍結，降水，積雪 
環境条件にて考慮する。 

位置的分散（複数箇所） 

落雷 
－ 

位置的分散（複数箇所） 

火山の影響 環境条件にて考慮する。 

生物学的事象 

ネズミ等の小動物に対して，開口

部の閉止により，重大事故等に対

処するための必要な機能が損なわ

れるおそれのない設計とする。 

－ 

位置的分散（複数箇所） 

高潮 高潮の影響を受けない位置に設置する。 

外
部
火
災 

森林火災 

爆発 

近隣工場等の火災

有毒ガス 

船舶の衝突 

－ 外
部
人
為
事
象 

位置的分散（複数箇所） 
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項目 
可搬型 SA 設備と常設 SA 設備の接続口 

建屋等壁面 建屋等内 

外
部
人
為
事
象 

飛来物 

（航空機落下） 

－ 

位置的分散（複数箇所） 

ダムの崩壊 立地的要因により設計上考慮する必要ない。 

電磁的障害 環境条件にて考慮する。 

故意による 

大型航空機の衝突 

その他のテロリズム 

－ 

位置的分散（複数箇所） 

溢水 
想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

火災 
第 41 条（火災による損傷の防止）に基づく設計とする。 

位置的分散（複数箇所） 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 
類型化区分 設計方針 関連資料 

Ａａ 

・可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力

を供給する設備と常設設備との接続口は，環境条件，自然現象，外

部人為事象，故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム，溢

水及び火災の影響による共通要因によって接続することができなく

なることを防止するため，建屋等内及び建屋等壁面の適切に離隔し

た隣接しない位置に複数箇所設置する。 

・一つの接続口で複数の機能を兼用して使用する場合には，それぞれ

の機能に必要な容量が確保できる接続口を設け，それぞれの系統に

同時に供給できる設計とする。 

・地震に対して，「1.12 原子炉設置変更許可申請に係る安全設計の

方針」に基づく地盤上の建屋に設置する。 

接続図 

対象外 ―  

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第4号 

 可搬型重大事故等対処設備の設置場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の設置場所を

確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備の設置場所は，重大事故等時においても設置

及び常設設備との接続に支障がないように，遮蔽の設置や線源からの離隔

距離の確保により放射線量が高くなるおそれが少ない設置場所を選定する

ことにより，当該設備の設置及び常設設備との接続が可能な設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・放射線の影響 

 

  ｂ．類型化 

   ・なし 
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2. 設計方針について 

【要求事項:想定される重大事故等が発生した場合において可搬型重大事故等

対処設備を設置場所に据え付け，及び常設設備と接続することがで

きるよう，放射線が高くなるおそれが少ない設置場所の選定，設置

場所への遮蔽物の設置その他の適切な措置を講じたものであるこ

と】 

 

 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた 

設計方針 関連資料

・遮蔽の設置や線源からの離隔距離により放射線量が高くなるおそれが少ない設置場所

を選定することで，重大事故等時においても当該設備の設置及び常設設備との接続が

可能な設計とする。 

配置図 

接続図 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第5号 

 保管場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の保管場所を確認す

るための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備は，地震，津波（敷地に遡上する津波を含

む。）その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリ

ズムによる影響，設計基準事故対処設備等及び重大事故等対処設備の配置

その他の条件を考慮した上で常設重大事故等対処設備と異なる保管場所に

保管する設計とする。 

   共通要因としては，環境条件，自然現象，外部人為事象，故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズム，溢水及び火災を考慮する。 

   自然現象については，地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），洪

水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，

生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮する。 

   自然現象による荷重の組合せについては，地震，津波（敷地に遡上する

津波を含む。），風（台風），積雪及び火山の影響による組合せを考慮す

る。 

   外部人為事象については，飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，

近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮する。 

   故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムについては，可搬型重

大事故等対処設備による対策を講じることとする。 

   建屋等及び地中の配管トレンチについては，地震，津波（敷地に遡上す
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る津波を含む。），火災及び外部からの衝撃による損傷を防止できる設計

とする。 

   重大事故緩和設備についても，共通要因の特性を踏まえ，可能な限り多

様性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

   環境条件に対しては，重大事故等時の温度，放射線，荷重その他の使用

条件において，可搬型重大事故等対処設備がその機能を確実に発揮できる

設計とする。重大事故等時の環境条件における健全性については，

「2.3.3 環境条件等」に記載する。風（台風）及び竜巻のうち風荷重，

凍結，降水，積雪，火山の影響並びに電磁的障害に対して可搬型重大事故

等対処設備は，環境条件にて考慮し機能が損なわれない設計とする。 

   地震に対して屋内の可搬型重大事故等対処設備は，「2.1.1 発電用原

子炉施設の位置」に基づく地盤上に設置された建屋内に保管する。屋外の

可搬型重大事故等対処設備は，転倒しないことを確認する，又は必要によ

り固縛等の処置をするとともに，地震により生じる敷地下斜面のすべり，

液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設構造

物の損壊等の影響を受けない複数の保管場所に分散して保管する設計とす

る。 

   地震及び津波（敷地に遡上する津波を含む。）に対して可搬型重大事故

等対処設備は，「2.1.2 耐震設計の基本方針」，「2.1.3 耐津波設計の

基本方針」にて考慮された設計とする。 

   火災に対して可搬型重大事故等対処設備は，「2.2 火災による損傷の

防止」に基づく火災防護を行う。 

   溢水に対して可搬型重大事故等対処設備は，想定される溢水水位に対し

て機能を喪失しない位置に保管する。 

   地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及び火災に対して可

139



共 2-63 

搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設重大事故等

対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，設計基準事故対処設

備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り，複数箇

所に分散して保管する。 

   風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス及び船舶の衝突に対しては，外部からの衝撃による損傷

の防止が図られた建屋等内に保管するか，又は設計基準事故対処設備等及

び常設重大事故等対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，設

計基準事故対処設備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分

散を図り複数箇所に分散して保管する。クラゲ等の海生生物の影響を受け

るおそれのある屋外の可搬型重大事故等対処設備は，複数の取水箇所を選

定できる設計とする。 

   高潮に対して可搬型重大事故等対処設備は，高潮の影響を受けない敷地

高さに保管する。 

   飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機の衝突その他のテロリ

ズムに対して屋内の可搬型重大事故等対処設備は，可能な限り設計基準事

故対処設備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

   屋外の可搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設

重大事故等対処設備が設置されている建屋等及び屋外の設計基準事故対処

設備等又は常設重大事故等対処設備のそれぞれから 100m の離隔距離を確

保した上で，複数箇所に分散して保管する設計とする。 

   なお，自然現象のうち洪水及び地滑りについては，立地的要因により設

計上考慮する必要はない。また，外部人為事象のうちダムの崩壊について

は，立地的要因により設計上考慮する必要はない。  
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  (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・重大事故等時における環境条件 

   ・自然現象 

   ・外部人為現象 

   ・故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム 

   ・溢水 

   ・火災 

  ｂ．類型化 

   ・環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災については，屋外，

屋内設備に分類する。 

 

 

 

 

 

 

※可搬型重大事故等対処設備のうち重大事故等時においても使用する設計基準事故対処設備等は，共

通要因による機能喪失を想定しないことから，位置的分散の対象外とする。 

  

保管場所 

位置的分散を考慮すべきＤＢ設備等がない※ 

Ａａ 

Ａｂ 

対象外

考慮事項 

・重大事故等時における

環境条件 

・自然現象 

・外部人為事象 

・故意による大型航空機

の衝突その他のテロリ

ズム 

・溢水 

・火災 

屋内

屋外
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2. 設計方針について 

【要求事項:地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムによる影響，設計基準事故対処設備の配置その他

の条件を考慮した上で常設重大事故等対処設備と異なる保管場所に

保管すること】 

 (1) 各考慮事項における設計方針について，以下の表にまとめた。 

項目 
ＤＢ設備等 常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条(安全施設)に

基づく設計とする。

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

地盤 

第 3 条(設計基準対象

施設の地盤)に基づく

地盤上に設置する。

第 38 条(重大事故等対処設備の地盤)

に基づく地盤上に設置する。 

地震により生ずる

敷地下斜面のすべ

り，液状化及び揺

すり込みによる不

等沈下，地盤支持

力の不足，地中埋

設構造物の損壊等

の影響により，必

要な機能を喪失し

ない複数の位置に

分 散 し て 保 管 す

る。 

第 38 条(重大事

故等対処設備の

地盤)に基づき設

置された建屋内

に保管する設計

とする。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条(地震による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 39 条(地震による損傷防止)に基づ

く設計とする。 

第 39 条(地震による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

津波 

第 5 条(津波による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基

づく設計とする。(高台及び水密区

画) 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基

づく設計とする。(高台及び水密区

画) 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

洪水 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

風(台風) 

竜巻 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 － 

第 6 条（外部から

の衝撃による損

傷の防止）に基

づき設計された

建屋内に設置す

る。 

－ 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

凍結 

降水 

積雪 

環境条件にて考慮する。 

落雷 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

常設代替高圧電源

装置は，避雷設備

又は接地設備によ

り防護する設計と

する。 

第 6 条（外部から

の衝撃による損

傷の防止）に基

づき設計された

建屋内に設置す

る。 

－ 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 
位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

火山の影響 環境条件にて考慮する。 
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項目 
ＤＢ設備等 常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

自
然
現
象 

生物学的事象 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

ネズミ等の小動

物，又はクラゲ

等の海生生物に

対して，侵入防

止対策により重

大事故等に対処

するために必要

な機能が損なわ

れるおそれのな

い設計とする 

第 6 条（外部か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に設置

する。 

クラゲ等の海生

生物からの影響

を受けるおそれ

のある設備は，

複数の取水箇所

を選定できる設

計とする。 

第 6 条（外側

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に保管す

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

高潮 
影響を受けない敷地高さに設置する（非常用取水設備は除

く）。 

影響を受けない敷地高さに設置す

る。 

外
部
火
災 

森林火災 

爆発 

近隣工場等

の火災 

有毒ガス 

船舶の衝突 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

－ 

第 6 条(外部か

らの衝撃による

損傷の防止)に

基づく設計とす

る。 

－ 

第 6 条(外部か

らの衝撃によ

る損傷の防止)

に基づく設計

とする。 

外
部
人
為
事
象 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)※１ 

飛来物 

（航空機落下） 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

－ 

※１ 

ＤＢ等設備及び

常設ＳＡ設備が

設置されている

建屋及び建屋外

のＤＢ設備等又

は常設ＳＡ設備

のそれぞれから

100ｍ以上の離隔

距 離 を 確 保 す

る。 

※２ 

可能な限り 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)※１ 

位置的分散(3 項)※２ 

ダムの崩落 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

電磁的障害 環境条件にて考慮する。 

故意による 

大型航空機の衝突 

その他のテロリズム 

－ － 

※１ 

ＤＢ等設備及び常

設ＳＡ設備が設置

されている建屋並

びに建屋外のＤＢ

設備等又は常設Ｓ

Ａ設備のそれぞれ

から 100ｍ以上の離

隔 距 離 を 確 保 す

る。 

※２ 

可能な限り 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)※１ 

位置的分散(3 項)※２ 

溢水 

第 9 条(溢水による損

傷の防止等)に基づく

設計とする。 

想定される溢水水位に対して機能を

喪失しない位置に設置する。 

想定される溢水水位に対して機能を

喪失しない位置に設置する。 

位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 

火災 

第 8 条(火災による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 41 条(火災による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

第 41 条(火災による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

位置的分散(区画又は措置)(2 項) 

位置的分散(区画又は措置)(3 項) 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連個所

共通（屋内，屋外）

・地震及び津波（敷地に遡上する津波を含む。）に対しては，

「1.4.2 重大事故等対処施設の耐震設計」，「1.5.2 重大事故

等対処施設の耐津波方針」にて考慮された設計とする。 

・火災に対しては，「1.6.2 重大事故等対処施設の火災防護に関

する基本方針」に基づく火災防護を行う。 

・溢水に対して，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない

位置に保管する。 

・地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及び火災に対

して，設計基準事故対処設備等及び常設重大事故等対処設備と

同時に機能を損なうおそれがないように，設計基準事故対処設

備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散して保管する。 

・高潮に対して可搬型重大事故等対処設備は，高潮の影響を受け

ない敷地高さに保管する。 

配置図，

保管場所

図 

屋内 Ａａ

・地震に対して，「1.12 原子炉設置変更許可申請に係る安全設

計の方針」に基づく地盤上に設置された建屋内に保管する。 

・風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近

隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶の衝突に対して，可搬型重

大事故等対処設備は，外部からの衝撃による損傷の防止が図ら

れた建屋等内に保管する。 
・飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムに対して，可能な限り設計基準事故対処設備等の

配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り複数

箇所に分散して保管する設計とする。 

屋外 Ａｂ

・屋外の可搬型重大事故等対処設備は，転倒しないことを確認す

る，若しくは必要により固縛等の処置をするとともに，地震に

より生ずる敷地下斜面のすべり，液状化及び揺すり込みによる

不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設構造物の損壊等の影響

を受けない複数の保管場所に分散して保管する設計とする。 

・風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近

隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶の衝突に対しては，設計基

準事故対処設備等及び常設重大事故等対処設備と同時に機能を

損なうおそれがないように，設計基準事故対処設備等の配置も

含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り保管場所に

複数個所に分散して保管する設計とする。 

・飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムに対しては，設計基準事故対処設備等及び常設重

大事故等対処設備が設置されている建屋及び屋外の設計基準事

故対処設備等又は常設重大事故対処設備のそれぞれから100mの

離隔距離を確保した上で，複数箇所に分散して保管する設計と

する。 

位置的分散を考

慮すべき対象等

がないもの 

－

・（対象外） 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第6号 

 アクセスルートについて 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，発電所内の屋外道路及び屋内通路を確保

するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等時において，可搬型重大事故等対処設備を運搬し，又は他の

設備の被害状況を把握するため，発電所内の道路及び通路が確保できるよ

う，以下の設計とする。 

   アクセスルートは，自然現象，外部人為事象，故意による大型航空機の

衝突その他のテロリズム，溢水及び火災を想定しても，運搬，移動に支障

をきたすことのないように，別ルートも考慮した複数のアクセスルートを

確保する。 

   なお，屋外アクセスルートは，基準地震動Ｓｓ及び敷地に遡上する津波

の影響を受けないルートを確保する。 

   屋外及び屋内アクセスルートは，自然現象に対して地震，津波（敷地に

遡上する津波を含む。），洪水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，

落雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮し，

外部人為事象に対して飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，近隣工

場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮する。 

   なお，自然現象のうち洪水及び地滑りについては，立地的要因により設

計上考慮する必要はない。 

   また，外部人為事象のうちダムの崩壊については，立地的要因により設

計上考慮する必要はない。 
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   電磁的障害に対しては，道路面が直接影響をうけることはないことから

アクセスルートへの影響はない。 

   屋外アクセスルートに対する地震による影響（周辺構造物の倒壊，周辺

斜面の崩壊及び道路面のすべり），その他自然現象による影響（風（台風）

及び竜巻による飛来物，積雪，火山の影響）を想定し，複数のアクセスル

ートの中から，早期に復旧可能なアクセスル一トを確保するため，障害物

を除去可能なホイールローダを 1 セット 2 台使用する。ホイールロ一ダの

保有数は，1 セット 2 台，故障時及び保守点検による待機除外時の予備と

して 3 台の合計 5 台を分散して保管する設計とする。 

   また，降水及び地震による屋外タンクからの溢水に対しては，道路上へ

の自然流下も考慮した上で，通行への影響を受けない箇所にアクセスルー

トを確保する設計とする。 

   津波の影響については，敷地に遡上する津波による遡上高さに対して十

分余裕を見た高さに高所のアクセスルートを確保する設計とする。 

   また，高潮に対しては，通行への影響を受けない敷地高さにアクセスル

ートを確保する設計とする。 

   自然現象のうち凍結，森林火災，外部人為事象のうち飛来物（航空機落

下），爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突に対しては，複数

のアクセスルートを確保する設計とする。落雷に対しては，道路面が直接

影響を受けることはないため，生物学的事象に対しては，容易に排除可能

なため，アクセスルートへの影響はない。 

   屋外のアクセスルートは，地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達することを想定した上で，ホイールロ

ーダによる崩壊箇所の復旧又は別ルートの通行を行うことで，通行性を確

保できる設計とする。また，地震時に使用を想定するルートに不等沈下等

146



共 2-70 

に伴う段差の発生が想定される箇所においては，段差緩和対策等を行う設

計とする。 

   屋外アクセスルートは，考慮すべき自然現象のうち凍結及び積雪に対し

ては，道路については融雪剤を配備し，車両についてはタイヤチェーン等

を装着することにより通行性を確保できる設計とする。また，地震による

薬品タンクからの漏えいに対しては，必要に応じて薬品防護具の着用によ

り通行する。なお，融雪剤の配備等については，「『実用発電用原子炉に

係る発電用原子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な処置を

実施するために必要な技術的能力に係る審査基準』に係る適合状況説明資

料（以下「技術的能力説明資料」という）1.0 重大事故等対策における共

通事項」に示す。 

   故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムに対しては，速やかな

消火活動等を実施する。なお，消火活動等の対応については，「技術的能

力説明資料 2.0 大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムへの対応」に示す。 

   屋外アクセスルートの地震発生時における，火災の発生防止策（可燃物

収納容器の固縛による転倒防止）及び火災の拡大防止策（大量の可燃物を

内包する変圧器の防油堤の設置）については，「火災防護計画」に定める。 

   屋内アクセスルートは，津波（敷地に遡上する津波を含む。），その他

の自然現象による影響（風（台風）及び竜巻による飛来物，凍結，降水，

積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象及び森林火災）及び外部人為事象

（飛来物（航空機落下），爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶の

衝突）に対しては，外部からの衝撃による損傷の防止が図られた施設内に

確保する設計とする。 

   屋内アクセスルートにおいては，溢水等に対してアクセスルートでの被
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ばくを考慮した放射線防護具を着用する。 

   また，地震時に資機材の転倒により通行が阻害されないように火災の発

生防止対策や，通行性確保対策として，アクセスルートへは通行可能な通

路幅が確保できない資機材を設置しないこととするとともに，通行可能な

通路幅が確保できる資機材についても必要に応じて落下防止，転倒防止，

固縛等により通行に支障をきたさない措置を講じる。 

   屋外及び屋内アクセスルートにおいては，被ばくを考慮した放射線防護

具の配備を行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用する。また，夜間

及び停電時の確実な運搬や移動のため可搬型照明装置を配備する。これら

の運用については，「技術的能力説明資料 1.0 重大事故等対策における

共通事項」に示す。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 自然現象 

   ② 外部人為事象 

   ③ 故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム 

   ④ 溢水 

   ⑤ 火災 

   ⑥ 夜間及び停電時 

 

  ｂ．類型化 

   ・屋内アクセスルートと屋外アクセスルートに分類した。 

 

 

 

 

  

アクセスルート
考慮事項 

①自然現象 

②外部人為事象 

③故意による大型航

空機の衝突その他

のテロリズム 

④溢水 

⑤火災 

⑥夜間及び停電時 

Ａ 

Ｂ 

屋内 

屋外 
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2. 設計方針について 

【要求事項:想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大事故

等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，工

場等内の道路及び通路が確保できるよう，適切な措置を講じたもの

であること】 

 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

① 環境要因，地震，津波その他自然現象，外部人為事象，故意による大型航

空機の衝突その他のテロリズム，溢水，火災，夜間及び停電時 

項目 屋内 屋外 

地盤 

第 38 条(重大事故等対処設備の地盤)に基づく地

盤上に設置する。 

地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達すること

を想定した上で，ホイールローダによる崩壊

箇所の復旧又は別ルートの通行を行うこと

で，通行性を確保できる設計とする。 

また，地震時に使用を想定するルートに不等

沈下等に伴う段差の発生が想定される箇所に

おいては，段差緩和対策等を行う設計とす

る。 

自
然
現
象 

地震 

第 39 条(地震による損傷防止)に基づく設計とす

る。 

また，地震時に通行が阻害されないように，ア

クセスルート上の資機材の固縛，転倒防止対策

及び火災の発生防止対策を実施する。 

 

地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達すること

を想定した上で，ホイールローダによる崩壊

箇所の復旧又は別ルートの通行を行うこと

で，通行性を確保できる設計とする。 

また，地震時に使用を想定するルートに不等

沈下等に伴う段差の発生が想定される箇所に

おいては，段差緩和対策等を行う設計とす

る。 

津波 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基づき設置さ

れた建屋内に確保する設計とする。 

津波の影響については，敷地に遡上する津波

による遡上高さに対して十分余裕を見た高さ

に高所のアクセスルートを確保する設計とす

る。 

洪水 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

風(台風) 

竜巻 

第 6条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基づ

き設置された建屋内に確保する設計とする。 

早期に復旧可能なアクセスル一トを確保する

ため，障害物を除去可能なホイールローダを 1

セット 2 台使用する。 

凍結 
第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基

づき設置された建屋内に確保する設計とする。

融雪剤の散布及び走行可能なタイヤの装着に

より，通行性を確保できる設計とする。 

降水 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基

づき設置された建屋内に確保する設計とする。 

 

道路上への自然流下も考慮した上で，通行へ

の影響を受けない箇所にアクセスルートを確

保する設計とする。 

積雪 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基

づき設置された建屋内に確保する設計とする。 

 

早期に復旧可能なアクセスル一トを確保する

ため，障害物を除去可能なホイールローダを 1

セット 2 台使用する。 

融雪剤の散布及び走行可能なタイヤの装着に

より，通行性を確保できる設計とする。 
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項目 屋内 屋外 

自
然
現
象 

 

火山の影響 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基づ

き設置された建屋内に確保する設計とする。 

早期に復旧可能なアクセスル一トを確保する

ため，障害物を除去可能なホイールローダを 1

セット 2 台使用する。 

生物学的事象 
第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基づ

き設置された建屋内に確保する設計とする。 

容易に排除可能なため，アクセルルートへの

影響はない。 

高潮 通行への影響を受けない敷地高さにアクセルルートを確保する。 

外
部
火
災 

森林火災 

爆発 

近隣工場等

の火災 

有毒ガス 

船舶の衝突 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基づ

く設計とする。 

 

複数のアクセルルートを確保する設計とす

る。 

外
部
人
為
事
象 

飛来物 

（航空機落下） 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷の防止)に基づ

く設計とする。 

複数のアクセルルートを確保する設計とす

る。 

ダムの崩落 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

電磁的障害 道路面が直接影響をうけることはないことから，アクセスルートへの影響はない。 

故意による 

大型航空機の衝突 

その他のテロリズム 

速やかな消火活動等を実施する。（「添付書類十 5.2 大規模な自然災害又は故意による大型航空機の

衝突その他のテロリズムへの対応における事項」。） 

溢水 

アクセスルートでの被ばくを考慮した放射線防護

具を着用する。 

地震による屋外タンクからの溢水に対して

は，道路上への自然流下も考慮した上で，通

行への影響を受けない箇所にアクセスルート

を確保する設計とする。 

火災 

地震時に通行が阻害されないように，通行可能な

通路幅が確保できない常置品は，予め移設・撤去

等の実施及び火災の発生防止対策を実施する。 

 

地震発生時における火災の発生防止策（可燃

物収納器の固縛による転倒防止）及び火災の

拡大防止策（大量の可燃物を内包する変圧器

の防油堤の設置）については，「火災防護計

画」に定める。 

夜間及び停電時 停電時及び夜間時の確実な運搬や移動のため可搬照明装置を配備する。 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 備考

共通 － ・複数のアクセスルートを確保する設計とする。   

屋内 Ａ

○屋内アクセスルートの確保 

・津波（敷地に遡上する津波を含む。），その他の自然現象に

よる影響（風（台風）及び竜巻による飛来物，凍結，降

水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象及び森林火

災）及び外部人為事象（飛来物（航空機落下），爆発，近

隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶の衝突）に対しては，

外部からの衝撃による損傷の防止が図られた建屋内に確保

する設計とする。 

アクセスルート

説明資料 

 

屋外 Ｂ

○屋外アクセスルートの確保 

・地震による影響（周辺構造物の倒壊，周辺斜面の崩壊及び

道路面のすべり），その他自然現象による影響（風（台

風）及び竜巻による飛来物，積雪，火山の影響）を想定

し，複数のアクセスルートの中から，早期に復旧可能なア

クセスル一トを確保するため，障害物を除去可能なホイー

ルローダを 1 セット 2 台使用する。ホイールロ一ダの保有

数は，1 セット 2 台，故障時及び保守点検による待機除外

時の予備として 3 台の合計 5 台を分散して保管する設計と

する。また，降水及び地震による屋外タンクからの溢水に

対しては，道路上への自然流下も考慮した上で，通行への

影響を受けない箇所にアクセスルートを確保する設計とす

る。 

・津波の影響については，敷地に遡上する津波による遡上高

さに対して十分余裕を見た高さに高所のアクセスルートを

確保する設計とする。 

・高潮に対しては，通行への影響を受けない敷地高さにアク

セスルートを確保する設計とする。 

・地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路面のすべりで崩

壊土砂が広範囲に到達することを想定した上で，ホイール

ローダによる崩壊箇所の復旧または別ルートの通行を行う

ことで，通行性を確保できる設計とする。また，地震時に

使用を想定するルートに不等沈下等に伴う段差の発生が想

定される箇所においては，段差緩和対策等を行う設計とす

る。 

 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す。 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第7号 

 可搬型重大事故防止設備の共通要因故障について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故防止設備の共通要因故障

防止に関する健全性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等又は常設重大事故

防止設備と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

うに，共通要因の特性を踏まえ，可能な限り多様性及び独立性を有し，位

置的分散を図ることを考慮して適切な措置を講じた設計とする。 

   共通要因としては，環境条件，自然現象，外部人為事象，故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズム，溢水，火災及びサポート系の故障を

考慮する。 

   自然現象については，地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），洪

水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，

生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮する。 

   自然現象による荷重の組合せについては，地震，津波（敷地に遡上する

津波を含む。），風（台風），積雪及び火山の影響による組合せを考慮す

る。 

   外部人為事象については，飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，

近隣工場等の火災，有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮する。 

   故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムについては，可搬型重

大事故等対処設備による対策を講じることとする。 

   建屋等及び地中の配管トレンチについては，地震，津波（敷地に遡上す
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る津波を含む。），火災及び外部からの衝撃による損傷を防止できる設計

とする。 

   サポート系の故障については，系統又は機器に供給される電力，空気，

油，冷却水，水源を考慮する。 

   重大事故緩和設備についても，共通要因の特性を踏まえ，可能な限り多

様性を有し，位置的分散を図ることを考慮する。 

   環境条件に対しては，重大事故等時の温度，放射線，荷重その他の使用

条件において，可搬型重大事故等対処設備がその機能を確実に発揮できる

設計とする。重大事故等時の環境条件における健全性については，

「2.3.3 環境条件等」に記載する。風（台風）及び竜巻のうち風荷重，

凍結，降水，積雪，火山の影響並びに電磁的障害に対して可搬型重大事故

等対処設備は，環境条件にて考慮し機能が損なわれない設計とする。 

   地震に対して屋内の可搬型重大事故等対処設備は，「2.1.1 発電用原

子炉施設の位置」に基づく地盤上に設置された建屋内に保管する。屋外の

可搬型重大事故等対処設備は，転倒しないことを確認する，又は必要によ

り固縛等の処置をするとともに，地震により生じる敷地下斜面のすべり，

液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設構造

物の損壊等の影響を受けない複数の保管場所に分散して保管する設計とす

る。 

   地震及び津波（敷地に遡上する津波を含む。）に対して可搬型重大事故

等対処設備は，「2.1.2 耐震設計の基本方針」，「2.1.3 耐津波設計の

基本方針」にて考慮された設計とする。 

   火災に対して可搬型重大事故等対処設備は，「2.2 火災による損傷の

防止」に基づく火災防護を行う。 

   溢水に対して可搬型重大事故等対処設備は，想定される溢水水位に対し
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て機能を喪失しない位置に保管する。 

   地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水及び火災に対して可

搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設重大事故等

対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，設計基準事故対処設

備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り，複数箇

所に分散して保管する。 

   風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス及び船舶の衝突に対しては，外部からの衝撃による損傷

の防止が図られた建屋等内に保管するか，又は設計基準事故対処設備等及

び常設重大事故等対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，設

計基準事故対処設備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分

散を図り複数箇所に分散して保管する。クラゲ等の海生生物の影響を受け

るおそれのある屋外の可搬型重大事故等対処設備は，複数の取水箇所を選

定できる設計とする。 

   高潮に対して可搬型重大事故等対処設備は，高潮の影響を受けない敷地

高さに保管する。 

   飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機の衝突その他のテロリ

ズムに対して屋内の可搬型重大事故等対処設備は，可能な限り設計基準事

故対処設備等の配置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

   屋外の可搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設

重大事故等対処設備が設置されている建屋等並びに屋外の設計基準事故対

処設備等又は常設重大事故等対処設備のそれぞれから 100m の離隔距離を

確保した上で，複数箇所に分散して保管する設計とする。 

   なお，自然現象のうち洪水及び地滑りについては，立地的要因により設
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計上考慮する必要はない。また，外部人為事象のうちダムの崩壊について

は，立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

   サポート系の故障に対しては，可搬型重大事故等対処設備は，設計基準

事故対処設備等又は常設重大事故等対処設備と異なる駆動源又は冷却源を

用いる設計とするか，駆動源又は冷却源が同じ場合は別の手段による対応

が可能な設計とする。また，可搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故

対処設備等又は常設重大事故等対処設備と可能な限り異なる水源をもつ設

計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 環境条件，自然現象，外部人為事象，故意による大型航空機の衝突

その他のテロリズム，溢水，火災 

   ② サポート系の故障:系統又は機器に供給される電源，油，空気，冷

却水，水源 

  ｂ．類型化 

   ① 環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災については，屋内

設備と屋外設備に分類する。 

   ② サポート系による要因については，設備ごとに考慮する。 
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※１ 可搬型重大事故緩和設備についても，可能な限り多様性を有し，位置的分散を図る設計とす

る。 

※２ 可搬型重大事故防止設備のうち重大事故等時においても使用する設計基準事故対処設備等は，

共通要因による機能喪失を想定しないことから，多様性，位置的分散の対象外とする。 

  

 

可搬型重大事故防止設備

設計基準事故対処設備 

又は 

常設重大事故防止設備 

重大事故等対処設備 共通要因故障対象設備 

 

可搬型重大 

事故防止設 

備の共通要 

因故障防止 

(※１) 

① 

・環境条件 

・自然現象 

・外部人為事象

・故意による大

型航空機の衝

突その他のテ

リズム 

・溢水 

・火災 

屋外

位置的分散を考慮すべきＤＢ設備等がない(※２) 

Ａａ

Ａｂ

対象外 

②サポート系 

考慮事項

屋内

Ａｂ１ 海生生物から影響あり 

異なる駆動源又は冷却源 

別の手段

異なる水源

多様性を考慮すべきＤＢ設備等がない（※２） 

対象外 

Ｂａ 

Ｂｂ 

Ｂｃ 
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2. 設計方針について 

【要求事項:重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によって，設

計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷却機能若し

くは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事故に至るおそれが

ある事故に対処するために必要な機能と同時にその機能が損なわれ

るおそれがないよう，適切な措置を講じたものであること】 

 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ① 環境条件，地震，津波，その他自然現象，外部人為事象，故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズム，溢水，火災 

項目 
ＤＢ設備等 常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条(安全施設)に

基づく設計とする。

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

地盤 

第 3 条(設計基準対象

施設の地盤)に基づく

地盤上に設置する。

第 38 条(重大事故等対処設備の地盤)

に基づく地盤上に設置する。 

地震により生ずる

敷地下斜面のすべ

り，液状化及び揺

すり込みによる不

等沈下，地盤支持

力の不足，地中埋

設構造物の損壊等

の影響により，必

要な機能を喪失し

ない位置に保管す

る。 

第 38 条(重大事

故等対処設備の

地盤)に基づき設

置された建屋内

に保管する設計

とする。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条(地震による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 39 条(地震による損傷防止)に基づ

く設計とする。 

第 39 条(地震による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

津波 

第 5 条(津波による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基

づく設計とする。(高台及び水密区

画) 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基

づく設計とする。(高台及び水密区

画) 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

洪水 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

風(台風) 

竜巻 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 － 

第 6 条（外部から

の衝撃による損

傷の防止）に基

づき設計された

建屋内に設置す

る。 

－ 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 
位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 
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項目 
ＤＢ設備等 常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

自
然
現
象 

凍結 

降水 

積雪 

環境条件にて考慮する 

落雷 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

常設代替高圧電源

装置は，避雷設備

又は接地設備によ

り防護する設計と

する。 

第 6 条（外部から

の衝撃による損

傷の防止）に基

づき設計された

建屋内に設置す

る。 

－ 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 
位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

火山の影響 環境条件にて考慮する。 

生物学的事象 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

ネズミ等の小動

物，又はクラゲ

等の海生生物に

対して，侵入防

止対策により重

大事故等に対処

するために必要

な機能が損なわ

れるおそれのな

い設計とする 

第 6 条（外部か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に設置

する。 

クラゲ等の海生

生物からの影響

を受けるおそれ

のある設備は，

複数の取水箇所

を選定できる設

計とする。 

第 6 条（外側

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に保管す

る 設 計 と す

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

高潮 
影響を受けない敷地高さに設置する（非常用取水設備は除

く）。 

影響を受けない敷地高さに設置す

る。 

外
部
火
災 

森林火災 

爆発 

近隣工場等

の火災 

有毒ガス 

船舶の衝突 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

－ 

第 6 条(外部か

らの衝撃による

損傷の防止)に

基づく設計とす

る。 

－ 

第 6 条(外部か

らの衝撃によ

る損傷の防止)

に基づく設計

とする。 

外
部
人
為
事
象 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)  

飛来物 

（航空機落下） 

第 6 条(外部からの衝

撃による損傷の防止)

に 基 づ く 設 計 と す

る。 

－ 

※１ 

ＤＢ等設備及び

常設ＳＡ設備が

設置されている

建屋並びに建屋

外のＤＢ設備等

又は常設ＳＡ設

備のそれぞれか

ら 100ｍ以上の離

隔距離を確保す

る。 

※２ 

可能な限り 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)※１ 

位置的分散(3 項)※２ 

ダムの崩落 立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

電磁的障害 環境条件にて考慮する。 

 

 

 

 

 

159



共 2-83 

項目 
ＤＢ設備等 常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

故意による 

大型航空機の衝突 

その他のテロリズム 

－ － 

※１ 

ＤＢ等設備及び

常設ＳＡ設備が

設置されている

建屋並びに建屋

外のＤＢ設備等

又は常設ＳＡ設

備のそれぞれか

ら 100ｍ以上の離

隔距離を確保す

る。 

※２ 

可能な限り 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項)※１ 

位置的分散(3 項)※２ 

溢水 

第 9 条(溢水による損

傷の防止等)に基づく

設計とする。 

想定される溢水水位に対して機能を

喪失しない位置に設置する。 

想定される溢水水位に対して機能を

喪失しない位置に設置する。 

位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 

火災 

第 8 条(火災による損

傷の防止)に基づく設

計とする。 

第 41 条(火災による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

第 41 条(火災による損傷の防止)に基

づく設計とする。 

位置的分散(区画又は措置)(2 項) 

位置的分散(区画又は措置)(3 項) 

 

 

 

②サポート系 

共通要因 ポンプ等 発電機 

電源 
・駆動源の多様性[エンジン駆動

(⇔非常用ディーゼル発電機)] 
― 

燃料油 
・燃料の多重性[軽油貯蔵タンク

(⇔軽油貯蔵タンク)] 

・位置的分散[可搬型設備用軽油

タンク(⇔軽油貯蔵タンク)] 

 

・燃料移送の多重性[タンクロー

リー(⇔燃料移送ポンプ)] 

 

空気 

 

― ― 

冷却水 
・冷却方式の多様性[自己冷却(⇔

－)] 

・冷却方式の多様性[空冷(⇔非常

用冷却系海水系)] 

水源 

・異なる水源[代替淡水貯槽，淡

水貯水池，海水(⇔サプレッシ

ョン・プール)] 

― 

※括弧内の設備は，多様性，多重性等の対象となる設計基準対象施設を表す。 
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 (2) 各区分における設計方針については，以下の表にまとめた 

類型化区分 設計方針 関連資料

① 

・環境条件 

・自然現象 

・外部人為

事象 

・故意によ

る 大 型 航

空 機 の 衝

突 そ の 他

の テ ロ リ

ズム 

・溢水 

・火災 

共通（屋内，屋外） ・地震及び津波（敷地に遡上する津波を含む。）に

対して可搬型重大事故等対処設備は，「1.4.2 重

大事故等対処施設の耐震設計」，「1.5.2 重大事

故等対処施設の耐津波設計」にて考慮された設計

とする。 

・火災に対して可搬型重大事故等対処設備は

「1.6.2 重大事故等対処施設の火災防護に関す

る基本方針」に基づく火災防護を行う。 

・溢水に対しては，想定される溢水水位に対して機

能を喪失しない位置に保管する。 

・地震，津波（敷地に遡上する津波を含む。），溢水

及び火災に対して，設計基準事故対処設備等及び

常設重大事故等対処設備と同時に機能を損なうお

それがないように，設計基準事故対処設備等の配

置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散

を図り，複数箇所に分散して保管する。 

・高潮に対して可搬型重大事故等対処設備は，高潮

の影響を受けない敷地高さに保管する。 

配置図 

系統図 

屋内 Ａａ ・地震に対しては，「1.12 原子炉設置変更許可申

請に係る安全設計の方針」に基づく地盤上に設置

された建屋内に保管する。 

・風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火

災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶

の衝突に対しては，外部からの衝撃による損傷の

防止が図られた建屋内に保管する。 

・飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムに対しては，可能な限

り設計基準事故対処設備等の配置も含めて常設重

大事故等対処設備と位置的分散を図り複数箇所に

分散して保管する。 

屋外 Ａｂ ・地震に対しては，転倒しないことを確認する，若

しくは必要により固縛等の処置をするとともに，

地震により生ずる敷地下斜面のすべり，液状化及

び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不

足，地中埋設構造物の損壊等の影響を受けない複

数の保管場所に分散して保管する。 

・風（台風），竜巻，落雷，生物学的事象，森林火

災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び船舶

の衝突に対しては，設計基準事故対処設備等及び

常設重大事故等対処設備と同時に機能を損なうお

それがないように，設計基準事故対処設備等の配

置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散

を図り複数箇所に分散して保管する。 

・飛来物（航空機落下）及び故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムに対しては，設計基準

事故対処設備等及び常設重大事故等対処設備が設

置されている建屋並びに屋外の設計基準事故対処

設備等又は常設重大事故対処設備のそれぞれから

100m の離隔距離を確保した上で，複数箇所に分

散して保管する設計とする。 

 海生生物からの

影響 

Ａｂ１
・複数の取水箇所を選定できる設計とする。 
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類型化区分 設計方針 関連資料

 

位置分散を考慮す

べき対象の設計基

準事故対処設備等

がないもの 

－ ・（対象外） 

系統図 

②サポート

系の故障 

異なる駆動源 

又は冷却源 Ｂａ

・設計基準事故対処設備等又は常設重大事故等対処

 設備と異なる駆動源，冷却源を用いる設計とす

る。 

別の手段 

Ｂｂ

・設計基準事故対処設備等又は常設重大事故等対処

 設備と駆動源，冷却源が同じ場合は別の手段によ

る対応が可能な設計とする。 

異なる水源 
Ｂｃ

・水源についても可能な限り異なる水源をもつ設計

とする。 

多様性を考慮すべ

き対象の設計基準

事故対処設備等が

ないもの 

－ ・（対象外） 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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（参考図） 
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参考図 1 建屋等及び地中の配管トレンチ配置図 
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参考図 2 格納容器圧力逃がし装置格納槽概要図 

 

 

 

 

参考図 3 常設低圧代替注水系ポンプ室概要図 
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参考図 4 緊急用海水ポンプピット概要図 

 

 

 

参考図 5 常設代替高圧電源装置置場概要図 
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共－３ 重大事故等対処設備の環境条件について 
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重大事故等対処設備の環境条件について 

 

重大事故等対処設備は，想定される重大事故等が発生した場合における温度，

放射線，荷重及びその他の使用条件において，その機能が有効に発揮できるよ

う，その措置（使用），保管場所に応じた耐環境性を有する設計とするととも

に，操作が可能な設計とする。 

環境条件として，①重大事故等時における環境温度，環境圧力，湿度による

影響，②屋外の天候による影響，③重大事故時の放射線による影響，④重大事

故等時に海水を通水する系統への影響，⑤電磁波による影響，⑥荷重（重大事

故等が発生した場合における圧力，温度，機械的荷重及び自然現象からの荷

重），⑦周辺機器等からの悪影響を考慮事項とする。 

このうち，②屋外の天候による影響，⑥荷重（自然現象からの荷重）は，国

内外の基準や文献等に基づいて網羅的に抽出した自然現象のうち，発生の可能

性や事象進展速度等の判断理由から設計上考慮すべき想定される自然現象とし

て抽出した洪水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，

生物学的事象，森林火災，高潮の 11 事象に地震，津波を加えた 13 事象から，

第 1 図の環境条件 選定フローに従い選定する。 

フローの結果から，自然現象による環境条件として，②屋外の天候による影

響として「凍結」，「降水」，⑥荷重（自然現象からの荷重）として「地震」，

「津波」，「風（台風）及び竜巻の風荷重」，「積雪」，「火山の影響」を選定する。 
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第 1 図 環境条件 選定フロー 
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共－４ 可搬型重大事故等対処設備の必要数，予備数及び保有数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170



共 4－2 

1. 可搬型重大事故等対処設備の保有数の分類について 

  可搬型重大事故等対処設備の分類を，第43.4-1表に示す。可搬型設備の配

備数については，「2N＋α」，「N＋α」，「N」の設備に分類し，それらを

屋外設備であれば保管場所に，屋内設備であれば建屋内の複数箇所に，分散

配置することにより設備の多重化，多様化を図る。 

 

 (1)「2N＋α」の可搬型重大事故等対処設備 

   原子炉建屋外から水・電力を供給する，可搬型代替交流電源設備（可搬

型代替低圧電源車），可搬型代替直流電源設備（可搬型代替低圧電源車，

可搬型整流器），可搬型代替注水大型ポンプ及び可搬型代替注水中型ポン

プは，必要となる容量を有する設備を2セット及び予備を保有し，重大事

故等時に期待する設備は西側及び南側保管場所にそれぞれ分散配置する。 

 

 (2)「N＋α」の可搬型重大事故等対処設備 

   負荷に直接接続する，非常用窒素供給系高圧窒素ボンベ及び逃がし安全

弁用可搬型蓄電池については，必要となる容量を有する設備を1セット及

び予備を保有し，原子炉建屋内にそれぞれ分散配置する。 

 

 (3)「N」の可搬型重大事故等対処設備 

   上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量を有する設備

1セットに加え，プラントの安全性向上の観点から，設備の信頼度等を考

慮し，予備を確保する。 

   また，「N」の屋外保管設備は，共通要因による機能喪失を考慮し，西

側及び南側保管場所に分散配置する。 
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第43.4-1表 可搬型設備の分類 

区分 設備 

2N＋α 

N＋α 

 

N その他 

 

2. 可搬型重大事故等対処設備の必要数の考え方について 

  必要となる容量は，設置許可基準規則解釈43条5(c)において「当該原子炉

において想定する重大事故等において，炉心損傷防止及び格納容器破損防止

等のために有効に必要な機能を果たすことができる容量」と示されている。

ここで「想定する重大事故等」とは，同解釈43条1において「第37条におい

て想定する事故シーケンスグループ（炉心の著しい損傷後の原子炉格納容器

の機能に期待できるものにあっては，計画された対策が想定するもの。），

想定する格納容器破損モード，使用済燃料貯蔵槽内における想定事故及び想

定する運転停止中事故シーケンスグループ」と示されていることから，重大

事故等対策の有効性評価において想定しているプラント状態を考慮して必要

となる容量を算出する必要がある。 

 

  一方，可搬型重大事故等対処設備は，その特性上，重大事故等発生後早期

可搬型代替注水

大型ポンプ 

可搬型代替低圧

電源車 

可搬型スプレイ 

ノズル 
可搬型整流器

可搬型代替注水

中型ポンプ 

非常用窒素供給系高圧窒素ガスボンベ

非常用逃がし安全弁駆動系高圧窒素ボンベ 

逃がし安全弁用可搬型蓄電池
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に使用することはできないため，重大事故等に対する初期対応は常設設備に

よって行うこととなる。したがって，可搬型重大事故等対処設備は，重大事

故等発生から一定時間経過後に常設設備に加えて使用する場合，もしくは更

なる安全性向上のために常設設備の予備として待機する場合に期待すること

となる。この特性も勘案して必要となる容量を算出する必要がある。 

 

  また，設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）においては，可搬

型重大事故等対処設備の設置を必須のものとして要求する条文と，必須では

ないが当該設備の機能に期待することのできる設備の設置を要求する条文が

存在する。この要求の相違も踏まえて必要となる容量を算出する必要があ

る。 

  可搬型重大事故等対処設備の必要数算出における考慮事項を，第43.4-1図

に示す。 

 

 

 

 

 

第43.4-1図 可搬型重大事故等対処設備の必要数算出における考慮事項 

 

  これらの点に着目して必要となる容量を算出した結果を以下に示す。 

 

 (1) 可搬型代替低圧電源車及び可搬型整流器 

   可搬型代替交流電源設備（可搬型代替低圧電源車）及び可搬型代替直流

電源設備（可搬型代替低圧電源車，可搬型整流器）については，原子炉建

有効性評価に 

おけるプラン 

ト状態 

可搬型設備の 

特性（即応性 

無し） 

設置許可基準 

規則における 

要求の相違 
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屋の外側から電力を供給する可搬型重大事故等対処設備であり，重大事故

の防止及び影響緩和の観点から故障時の影響が大きい重要な設備であるこ

とから，1.(1)に示す「2N＋α」の対象施設と考える。本設備の台数を，

第43.4-5表(1)に示す。 

   重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う代替機能が要求さ

れるのは，外部電源による給電に失敗している状態である。 

   この状態においては，早期の代替交流電源の復旧が必要となる場合があ

ることから，常設代替交流電源設備による給電によって対応する。このた

め，本設備に期待するのは更なる安全性向上のために予備として待機する

場合である。 

 

   一方，設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替

電源設備を要求しているのは，第43.4-2表に示す14条文である。 

 

第43.4-2表 代替電源設備を要求している条文（１／２） 

条文 要求事項 

45条 可搬型代替直流電源設備（可搬型代替交流電源設備（可搬型代替低

圧電源車）及び原子炉建屋付属棟内緊急用直流125V蓄電池等にて構

成される設備） 

46条 可搬型代替直流電源設備（同45条） 

47条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

48条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

49条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

51条 代替電源設備（常設又は可搬型） 
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52条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

53条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

54条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

57条 可搬型代替交流電源設備，可搬型代替直流電源設備（同45条） 
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第43.4-2表 代替電源設備を要求している条文（２／２） 

条文 要求事項 

59条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

60条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

61条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

62条 通信連絡設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

 

   このうち，可搬型代替交流電源設備を必須のものとして要求している条

文は45条，46条，57条である。なお，45条における要求は，人力による原

子炉隔離時冷却系等の起動及び十分な期間の運転継続が容易であるが，こ

こでは容量算定の観点から，当該要求も加味する。 

   この状態での対応は，2台の可搬型代替低圧電源車にて実施可能であ

る。 

   一方，45条，46条及び57条の可搬型代替直流電源設備に期待する場合

は，原子炉隔離時冷却系等から低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注

水継続に移行し，各種計測設備による状態監視を続けている状態である。 

   この状態での対応は，1台の可搬型代替低圧電源車及び4台の可搬型整流

器にて実施可能である。 

 

 

 

 

 

第 43.4-2 図 条文毎の給電対象 

 

 

・主蒸気逃がし安全弁 

・計測設備 

45 条,46 条,57 条(直流) 
 

・計測設備 

57 条（交流） 
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   以上の条文毎の最大必要数から，可搬型代替交流電源設備として可搬型

代替低圧電源車の必要となる容量は2台となる。また、可搬型代替直流電

源設備として可搬型代替低圧電源車の必要となる容量は1台，可搬型整流

器の必要となる容量は4台となる。上述のとおり，本設備は「2N+α」の対

象施設となることから，2セットを準備することが必要であるため，可搬

型代替低圧電源車は，2台×2セット=4台，可搬型整流器は，4台×2セット

=8台が必要となる。 

 

(2) 可搬型代替注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプ 

   可搬型代替注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプについては，

原子炉建屋の外側から水を供給する用途を有する可搬型重大事故等対処設

備であり，重大事故の防止及び影響緩和の観点から故障時の影響が大きい

重要な設備であることから，1.(1)に示す「2N＋α」の対象施設と考え

る。本設備の個数を，第43.4-5表(1)に示す。 

 

   重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能が要求される

のは，原子炉圧力容器への注水及び格納容器スプレイ機能を有する設計基

準対象施設が機能喪失している状態である。 

   原子炉圧力容器への注水及び格納容器スプレイ機能を有する設計基準対

象施設が機能喪失している状態に対しては，早期に代替する機能の確保が

必要であることから，低圧代替注水系（常設）である常設低圧代替注水系

ポンプ等の常設設備によって対応することとなる。ただし，以下の場合に

ついては，本設備による原子炉圧力容器への注水等に期待する。 

 

  ａ．全交流動力電源喪失及び津波浸水による注水機能喪失 
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    全交流動力電源喪失及び津波浸水による注水機能喪失では，原子炉隔

離時冷却系又は高圧代替注水系による原子炉圧力容器への注水を確保す

るものの，事象発生24時間は常設代替高圧電源装置に期待しない条件を

想定することから，可搬型代替注水中型ポンプ1セット2個を使用した高

所東側接続口又は高所西側接続口からの原子炉注水等に期待する。 

 

  ｂ．想定事故１及び想定事故２ 

    想定事故１及び想定事故２では，常設低圧代替注水系ポンプを使用し

た使用済燃料プール注水に期待することもできるが，評価上，可搬型代

替注水中型ポンプ1セット2個を使用した高所東側接続口又は高所西側接

続口からの使用済燃料プールへの注水に期待する。なお，原子炉運転中

に想定事故１又は想定事故２が発生した場合については，常設低圧代替

注水系ポンプ等によって対応するため，本設備に期待するのは更なる安

全性向上のために予備として待機する場合である。 

 

   水源を補給する必要のある事象は，代替淡水貯槽を水源とした常設低圧

代替注水ポンプによる原子炉注水等及び格納容器圧力逃がし装置を使用し

た格納容器ベントを実施する事象であり，西側淡水貯水設備を水源とした

可搬型代替注水中型ポンプ1個を使用した代替淡水貯槽への補給に期待す

る。この場合，可搬型代替注水中型ポンプ1個を使用した高所東側接続口

又は高所西側接続口からの原子炉注水等を行っていないため，ａ．及び

ｂ．で使用を想定する可搬型代替注水中型ポンプを使用することとなる。 
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第 43.4-3 図 重大事故等対策の有効性評価における給水対象 

 

   一方，設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替

注水等設備を要求しているのは，第43.4-3表に示す5条文である。 

 

第43.4-3表 代替注水等設備を要求している条文 

条文 要求事項 

47条 可搬型低圧代替注水設備 

49条 代替格納容器スプレイ冷却設備（常設又は可搬型） 

51条 格納容器下部注水設備（常設又は可搬型） 

54条 使用済燃料プールへの可搬型代替注水設備，可搬型スプレイ設備 

56条 水源からの移送設備（常設又は可搬型） 

 

   このうち，可搬型代替注水等設備を必須のものとして要求している条文

は47条，54条である。 

   47条の可搬型代替注水設備に期待する場合は，ａ．及びｂ．に記載する

可搬型代替注水中型ポンプに期待する場合である。このための必要数は可

搬型代替注水中型ポンプ1セット2個（高所東側接続口又は高所西側接続口

を使用）である。なお，燃料損傷防止・格納容器破損防止が成立しない場

合もあるが，可搬型代替注水大型ポンプを用いた対策も整備する。このた

めの必要数は可搬型代替注水大型ポンプ1セット1個（東側接続口又は西側

 

原子炉圧力容器への注水 

格納容器スプレイ 

格納容器下部注水 

常設設備 
 

原子炉圧力容器への注水 

格納容器スプレイ 

代替淡水貯槽補給 

可搬型代替注水中型ポンプ 
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接続口を使用）である。 

 

   また，54条の可搬型代替注水設備に期待する状態は，崩壊熱等によって

徐々に減少する使用済燃料プール水位を維持するために間欠的に注水を行

っている状態である。このための必要数は可搬型代替注水中型ポンプ2個

（高所東側接続口又は高所西側接続口を使用）又は可搬型代替注水大型ポ

ンプ1セット1個（東側接続口又は西側接続口を使用）である。ここで，可

搬型代替注水設備及び接続口は47条と兼用していることから，47条の必要

数に包含される。 

 

   以上の有効性評価における必要数，及び条文毎の最大必要数から，必要

となる容量は可搬型代替注水中型ポンプが1セット2個，可搬型代替注水大

型ポンプが1セット1個となる。上述のとおり，本設備は「2N+α」の対象

施設となることから，2セットを準備することが必要であるため，可搬型

代替注水中型ポンプが2個×2セット＝4個，可搬型代替注水大型ポンプが1

個×2セット＝2個が必要となる。 

 

 (3) 非常用窒素供給系高圧窒素ガスボンベ 

   非常用窒素供給系高圧窒素ガスボンベについては，負荷に直接接続する

可搬型重大事故等対処設備であり，1.(2)に示す「N＋α」の対象施設と考

える。本設備の台数を，第43.4-5表(2)に示す。 

 

   重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能を要求するの

は，減圧機能を有する逃がし安全弁の作動機能が喪失している状態であ

る。初期対応としてこのような状態になった場合，高圧注水機能が健全で
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あれば早期の対応は不要であるが，高圧注水機能が機能喪失している状態

が重畳した場合においては，早期に機能回復させ，減圧・低圧注水を行う

必要がある。しかしながら，早期機能回復は困難であることから，減圧機

能の多重性・頑健性確保による機能喪失回避が必須である。したがって，

減圧機能の維持において，本設備に期待する。このとき，1セット10個の

非常用窒素供給系高圧窒素ボンベが必要となる。 

 

   一方，設置許可基準規則第三章(重大事故等対処施設)において，代替ボ

ンベ等ガス供給設備を要求しているのは，第43.4-4表に示す2条文であ

る。 

 

第43.4-4表 代替ボンベ等ガス供給設備を要求している条文 

条文 要求事項 

45 条 弁操作用の可搬型代替直流電源設備又は代替ボンベ設備 

46 条 減圧弁操作用の可搬型コンプレッサー又は代替ボンベ設備 

 

   このうち，可搬型の代替ボンベ等ガス供給設備を必須のものとして要求

している条文は46条である。 

   46条の可搬型代替ボンベ設備に期待する場合は，減圧用の逃がし安全弁

操作用のガスが喪失している状態である。上述のとおり，初期対応として

期待する設備ではないことから，条文上要求されているものではあるが，

更なる安全性向上のための予備という位置付けとなる。このための必要数

は1セット10個である。 

 

   以上の有効性評価における必要数及び条文毎の最大必要数から，必要と
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なる容量は10個となる。上述のとおり，本設備は「N+α」の対象施設とな

ることから，1セットを準備することが必要であるため，10個が必要数と

なる。 

 

(4) 逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

   逃がし安全弁用可搬型蓄電池については，負荷に直接接続する可搬型重

大事故等対処設備であり，1.(2)に示す「N＋α」の対象施設と考える。本

設備の台数を，第43.4-5表(2)に示す。 

 

   重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能を要求するの

は，減圧機能を有する主蒸気逃がし安全弁の作動機能が喪失している状態

である。初期対応としてこのような状態になった場合，高圧注水機能が健

全であれば早期の対応は不要であるが，高圧注水機能が機能喪失している

状態が重畳した場合においては早期に機能回復させ，減圧・低圧注水を行

う必要がある。しかしながら，早期機能回復は困難であることから，減圧

機能の多重性・頑健性確保による機能喪失回避が必須である。したがっ

て，減圧機能の維持において，本設備に期待する。このとき，2個の逃が

し安全弁用可搬型蓄電池が必要となる。 

 

   一方，設置許可基準規則第三章(重大事故等対処施設)において，代替ボ

ンベ等ガス供給設備を要求しているのは，第43.4-5表に示す46条のみであ

る。 
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第43.4-5表 代替ボンベ等ガス供給設備を要求している条文 

条文 要求事項 

46 条 減圧弁操作用の可搬型代替直流電源設備 

 

   46条の逃がし安全弁用可搬型蓄電池に期待する場合は，減圧用の主蒸気

逃がし安全弁操作用の直流電源が喪失している状態である。上述のとお

り，初期対応として期待する設備ではないことから，条文上要求されてい

るものではあるが，更なる安全性向上のための予備という位置付けとな

る。このための必要数は2個である。 

   以上の有効性評価における必要数及び条文毎の最大必要数から，必要と

なる容量は 2 個となる。上述のとおり，本設備は「N+α」の対象施設となるこ

とから，1 セットを準備することが必要であるため，2 個が必要数となる。 

 

3. 可搬型重大事故等対処設備の予備数の考え方について 

 (1) 可搬型代替低圧電源車 

   可搬型代替低圧電源車については，2.(1)のとおり，必要となる容量は2

台であり，「2N＋α」の対象施設となることから，合計で4台が必要数と

なる。これに加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の予備を確保

する。 

   本設備は，故障時及び保守点検による待機除外時の予備として合計1台

を確保する。 

   以上から，合計で5台保有する。 

 

(2) 可搬型整流器 

   可搬型整流器については，2.(1)のとおり，必要となる容量は4台であ
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り，「2N＋α」の対象施設となることから，合計で8台が必要数となる。

これに加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の予備を確保する。 

   本設備は，故障時及び保守点検による待機除外時の予備として合計1台

を確保する。 

   以上から，合計で9台保有する。 

 

(3) 可搬型代替注水大型ポンプ及び可搬型代替注水中型ポンプ 

   可搬型代替注水大型ポンプについては，2.(2)のとおり「2N＋α」の対

象施設となることから，必要数である2セット2台に加えて，故障時及び保

守点検による待機除外時の予備を1台確保する。以上から，合計で3台保有

する。 

   可搬型代替注水中型ポンプについては，2.(2)のとおり「2N＋α」の対

象施設となることから，必要数である2セット4台に加えて，故障時及び保

守点検による待機除外時の予備を1台確保する。以上から，合計で5台を保

有する。 

 

 (4) 非常用窒素供給系高圧窒素ガスボンベ 

   非常用窒素供給系高圧窒素ガスボンベについては，2.(4)のとおり，必

要となる容量は10個であり，「N+α」の対象施設となることから，1セッ

トを準備することが要求となるため，10個が必要数となる。 

   この10個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の予備を確保

する。 

   本設備は，高い信頼度を有する設備である。一方で，本設備は原子炉建

屋内に分散して配置することから，予備についても非常用窒素供給系高圧

窒素ガスボンベ設置場所近傍に分散配置することが適切である。したがっ
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て，最大で5本同時に保守点検を実施する運用としたうえで，故障時及び

保守点検による待機除外時の予備として10個確保する。 

   以上から，合計で20個保有する。 

 

(5) 逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

   逃がし安全弁用可搬型蓄電池については，2.(5)のとおり，必要となる

容量は2個であり，「N+α」の対象施設となることから，1セットを準備す

ることが要求となるため，2個が必要数となる。 

   この2個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の予備を確保

する。 

   本設備は，2個以上同時に保守点検することのないように運用すること

としたうえで，故障時及び保守点検による待機除外時の予備として1個確

保する。 

   以上から，合計で3個保有する。 

 

4. その他の可搬型重大事故等対処設備の台数について 

  その他の設備については，原子炉建屋の外側から水・電力を供給するもの

ではなく，かつ負荷に直接接続する可搬型直流電源設備でもないことから，

1.(3)に示す「N」の対象施設と考える。本設備の台数及び必要となる容量

を，第43.4-5表(3)に示す。 

  本設備は「N」の対象施設となることから，設置許可基準規則43条3項1号

に定められる「十分に余裕のある容量を有する」ための予備台数を確保す

る。 

  また，ホイールローダの配備数を，表43.4-6表に示す。 
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第 43.4-6 表 主要可搬型設備 

(1) 「2N＋α」の屋外に保管する可搬型設備（1／2） 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 
保管場所 予備機

置場 
備考 

西側 南側 

可搬型代替注水 

大型ポンプ 
3 台 

1 台 

（2N=2）
1 台※2 1 台 1 台 1 台 

・点検時の待機除外及び

故障時バックアップ 1台

・原子炉注水等及び水源

補給用 

可搬型代替注水 

中型ポンプ 
5 台 

2 台 

（2N=4）
1 台 2 台 2 台 1 台 

・点検時の待機除外及び

故障時バックアップ 1台

・原子炉注水等及び水源

補給用 

ホース 

3,000m：200A（1 組）

2 組 

＋ 

130m

1 組 

（2N=2）

130m 

（65m 

×2組）

1 組 

＋65m 

1 組 

＋65m 
0 組 

・必要数（1 組）は水源ま

たは，可搬型代替注水

大型ポンプ設置箇所と

送水先を結ぶ最大ホー

ス敷設長さを基に設定 

・原子炉注水等及び水源

補給用 

・1N 当たり専用コンテナ

3 基（コンテナ 1 基当た

り約 1,000m を収納）に

保管 

・1組ごとに 5m，10m，50m

のホースを 1本ずつ配備

（上記コンテナ内に配

備） 

・ホース人力敷設用カゴ

台車を 7 台配備 

ホース 

30m：250A（1 組） 

2 組 

＋ 

20m 

1 組 

（2N=2）

10m 

（5m 

×2本）

1 組 

＋5m 

1 組 

＋5m 
0 組 

・必要数（1 組）は，可搬

型代替注水大型ポンプ

設置箇所と水源間の距

離を基に設定 

・水中ポンプ用 

・200A ホースコンテナに

1 組ずつ保管 

・1 組ごとに 5m のホース

を 1 本ずつ配備（上記

コンテナ内に配備） 

※1：各設備の数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

※2：可搬型代替注水大型ポンプ（原子炉注水等及び水源補給用）・（放水用）は同型設備であり，原

子炉注水等及び水源補給用の予備 1 台と，放水用の予備 1 台の計 2 台は共用可能とする。 
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 (1) 「2N＋α」の屋外に保管する可搬型設備（2／2） 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 
保管場所 予備機

置場 
備考 

西側 南側 

可搬型代替 

低圧電源車 
5 台 

2 台 

（2N=4）
1 台 2 台 2 台 1 台 

・必要数（2 台）の 2 セッ

トで 4 台・点検時の待

機除外及び故障時バッ

クアップ 1 台 

ケーブル 

1 組：360m 

6 組 

＋

180m

3 組 

（2N=6）

180m 

（30m 

×6組）

3 組 

＋90m 

3 組 

＋90m 
0 組 

・必要数（3 組）の 2 セッ

トで 6 組 

・1 組あたり 30m の予備ケ

ーブルを 1 本，必要数と

一緒に配備 

・電源車設置箇所と接続

箇所を繋ぐケーブル敷

設長さよりケーブルの

必要数を設定 

可搬型整流器 9 台 
4 台 

（2N=8）
1 台 5 台 4 台 0 台 

・必要数（4 台）の 2 セッ

トで 8 台 

・点検時の待機除外及び

故障時バックアップ 1

台 

※1：各設備の数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

 

(2) 「2N＋α」の屋内に保管する可搬型設備 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 
原子炉建屋 

備考 
西側 東側 

可搬型 

スプレイノズル 
7 台 

3 台 

（2N=6）
1 台 3 台 4 台 

・必要数（3 台）の 2 セットで

6 台 

・故障時バックアップ 1 台 

ホース 

65A：20m／本 
65 本

63 本 

（27 本

＋36

本） 

2 本 

1 階 ・故障時バックアップ 2 本 

・西側及び東側保管場所に予備

ホースを 1 本ずつ配備 

・外部ホース接続箇所～（建屋

西側にホースを敷設）～放水

箇所よりホースの必要数を設

定（27 本） 

・外部ホース接続箇所～（建屋

東側にホースを敷設）～放水

箇所よりホースの必要数を設

定（36 本） 

・1 階と 5 階のホースの分配量

は，建屋内のホースを敷設す

る階層ごとの距離を考慮して

設定 

18 本 9 本 

5 階 

10 本 28 本 

※1：各設備の数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 
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 (3) 「N＋α」の可搬型設備 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 原子炉建屋 備考 

非常用窒素供給系 

高圧窒素ガスボンベ 
20 本 10 本 10 本 

20 本 

（5 本ずつ分散）

・点検時の待機除外及び故障時バッ

クアップ 10 本 

逃がし安全弁用 

可搬型蓄電池 
3 個 2 個 1 個 3 個 ・故障時バックアップ 1 個 

非常用逃がし安全弁 

駆動系高圧窒素ボンベ
12 本 6 本 6 本 

12 本 

（3 本ずつ分散）

・点検時の待機除外及び故障時バッ

クアップ 6 本 

 

(4) 「N」の屋外に保管する可搬型設備（1／2） 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 
保管場所 予備機 

置場 
備考 

西側 南側 

可搬型代替注水 

大型ポンプ（放水用）
2 台 1 台 1 台※2 1 台 1 台 0 台 

・各保管場所に必要数

を配備 

ホース（放水用） 

2,400m：300A（1 組） 

2 組 

＋ 

110m

1 組 

2,510m 

（2,400m

×1 組 

＋55m 

×2 組 

1 組 

＋55m 

2,455m

（1 組

＋55m）

0 組 

・必要数（1 組）は，

可搬型代替注水大型

ポンプ設置箇所と送

水先を結ぶ最大ホー

ス敷設長さを基に設

定 

・1N 当たり専用コン

テナ 4 基（コンテナ

1 基当たり約 600m

を収納）に保管 

・1 組ごとに 5m，50m

のホースを 1 本ずつ

配備（上記コンテナ

内に配備） 

ホース 

30m：250A（1 組） 

4 組 

＋20m
2 組 

80m 

（30m 

×2 組＋

5m 

×4 本）

2 組 

＋10m 

70m 

（2 組

＋10m）

0 組 

・必要数（1 組）は，

可搬型代替注水大型

ポンプ設置箇所と水

源間の距離を基に設

定 

・水中ポンプ用 

・300A ホースコンテ

ナに 1 組ずつ保管 

・1 組ごとに 5m のホ

ースを 1 本ずつ配備

（上記コンテナ内に

配備） 

※1：各設備の数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

※2：可搬型代替注水大型ポンプ（原子炉注水等及び水源補給用）・（放水用）は同型設備であり，原

子炉注水等及び水源補給用の予備 1 台と，放水用の予備 1 台の計 2 台は共用可能とする。 
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 (4) 「N」の屋外に保管する可搬型設備（2／2） 

名 称 
配備

数※１ 必要数 予備 
保管場所 予備機 

置場 
備考 

西側 南側 

放水砲 2 台 1 台 1 台 1 台 1 台 0 台 
・各保管場所に必要

数を配備 

タンクローリ 5 台 2 台 3 台 2 台 2 台 1 台 

・各保管場所に必要

数を配備 

・点検時の待機除外

及び故障時バック

アップ 3 台 

汚濁防止膜 

1 組：約 78m 分 
2 組 1 組 1 組 1 組 1 組 0 組 

・各保管場所に必要

数を配備 

・汚濁防止膜設置箇

所 12 ヶ所分 

小型船舶 2 隻 1 隻 1 隻 1 隻 1 隻 0 隻 
・各保管場所に必要

数を配備 

ホイールローダ 5 台 2 台 3 台 2 台 2 台 1 台 

・各保管場所に必要

数を配備 

・点検時の待機除外

及び故障時バック

アップ 3 台 

可搬型窒素供給装置 4 台 2 台 2 台 2 台 2 台 0 台 
・各保管場所に必要

数を配備 

可搬型窒素供給装置 

用電源車 
2 台 1 台 1 台 1 台 1 台 0 台 

・各保管場所に必要

数を配備 

泡混合器 2 台 1 台 1 台 1 台 1 台 0 台 
・各保管場所に必要

数を配備 

泡消火薬剤容器 

（大型ポンプ用） 

 1 組：5,000L 

2 組 1 組 1 組 1 組 1 組 0 組 
・各保管場所に必要

数を配備 

※1：各設備の数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 
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共－５ 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について 
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 可搬型重大事故等対処設備と常設設備との接続口の接続方式及び設置場所を以下に示す。 

第 43.5-1 表 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について（1／3） 

No 接続口／設置場所 接続口の使用用途 接続設備 接続方式 備考 

1 低圧代替注水系 

《原子炉建屋東側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・原子炉建屋壁面 

・低圧代替注水系（可搬型）【47条】

・代替格納容器スプレイ冷却系 

 （可搬型）【49条】 

・代替燃料プール注水系（可搬型） 

 【54条】 

・格納容器下部注水系（可搬型） 

 【51条】 

・格納容器頂部注水系（可搬型） 

 【53条】
※
 

可搬型代替注水大型

ポンプ 

フランジ接続 それぞれの機能に必要な

容量が確保可能な設計と

する。また，低圧代替注

水と代替格納容器スプレ

イ冷却系は同時使用可能

な設計とする。 
2 低圧代替注水系 

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

  カルバート（立坑部） 

3 低圧代替注水系 

《高所東側接続口》 

 ・T.P.＋11m 

 ・常設代替高圧電源装置 

  置場壁面 

・低圧代替注水系（可搬型）【47条】

・代替格納容器スプレイ冷却系 

 （可搬型）【49条】 

・代替燃料プール注水系（可搬型） 

 【54条】 

・格納容器下部注水系（可搬型） 

 【51条】 

・格納容器頂部注水系（可搬型） 

 【53条】
※
 

可搬型代替注水中型

ポンプ 

4 低圧代替注水系 

《高所西側接続口》 

 ・T.P.＋11m 

 ・常設代替高圧電源装置 

  置場内部 
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第 43.5-1 表 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について（2／3） 

No 接続口／設置場所 接続口の使用用途 接続設備 接続方式 備考 

5 代替残留熱除去系海水系 

《原子炉建屋東側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・原子炉建屋壁面 

・代替残留熱除去系海水系【48条】
※
 

可搬型代替注水大型

ポンプ 

フランジ接続 残留熱除去系の二次側に

海水を供給する。 

6 代替残留熱除去系海水系 

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

  カルバート（立坑部） 

7 代替燃料プール冷却系 

《原子炉建屋東側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・原子炉建屋壁面 
・代替燃料プール冷却系（可搬型） 

 【54条】
※
 

代替燃料プール冷却系の

二次側に海水を供給す

る。 

8 代替燃料プール冷却系 

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

 カルバート（立坑部） 

9 代替窒素ガス供給系（格納容器）

《原子炉建屋東側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・原子炉建屋壁面 

・代替窒素ガス供給系（格納容器 

 （Ｄ／Ｗ））【50条】 

・代替窒素ガス供給系（格納容器 

 （Ｓ／Ｃ））【50条】 

可搬型窒素供給装置 格納容器に窒素を供給す

る。 

10 代替窒素ガス供給系（格納容器）

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

  カルバート（立坑部） 

・代替窒素ガス供給系（格納容器 

 （Ｄ／Ｗ））【50条】 

・代替窒素ガス供給系（格納容器 

 （Ｓ／Ｃ））【50条】 

※：自主対策設備

共
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第 43.5-1 表 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について（3／3） 

No 接続口／設置場所 接続口の使用用途 接続設備 接続方式 備考 

11 代替窒素ガス供給系（格納容器圧

力逃がし装置） 

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

  カルバート（立坑部） 

・代替窒素ガス供給系（格納容器 

 圧力逃がし装置）【50条】 

可搬型窒素供給装置 フランジ接続 格納容器圧力逃がし装置

配管に窒素を供給する。

12 可搬型代替低圧電源車接続盤 

《原子炉建屋東側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・原子炉建屋内部 

・可搬型代替交流電源設備【57条】 

・可搬型代替直流電源設備【57条】 

可搬型代替低圧電源車

 

可搬型整流器 

コネクタ接続 

 

ボルト・ネジ

接続 

可搬型整流器を使用する

ことで，交流電源負荷と

直流電源負荷へ同時に給

電可能な設計とする。 

13 可搬型代替低圧電源車接続盤 

《原子炉建屋西側接続口》 

 ・T.P.＋8m 

 ・常設代替高圧電源装置用 

  カルバート（立坑部） 

※：自主対策設備 
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第 43.5-1 図 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続口の配置 
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共 6－1 

 

 

 

 

 

 

 

 

共－６ 重大事故等対処設備の外部事象に対する防護方針について 
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重大事故等対処設備の外部事象に対する防護方針について 

 

1. 概要 

重大事故等対処設備については，通常待機時・機能要求時に適切な設計条

件を与える必要がある。重大事故等対処設備の保管時の外部事象に対する耐

性を確保するにあたっては，共通要因故障（設置許可基準規則第43条2－三，

第43条3－七），接続箇所（同第43条3－二），保管場所（同第43条3－五），

アクセスルート（同第43条3－六）の各観点で，発電所敷地又はその周辺で

想定される自然現象（地震及び津波を除く。）及び発電所敷地又はその周辺

で想定される原子炉施設の安全性を損なわせる原因となるおそれがある事象

であって人為によるものを考慮する。なお，機能要求時の外部事象は，環境

条件において考慮する。 

 

2. 重大事故等対処設備に対し設計上考慮する外部事象 

重大事故等対処設備の多様性，位置的分散等の設計に際し考慮する外部事

象は，設置許可基準規則第6条での検討を踏まえ抽出する。 

発電所敷地又はその周辺で想定される自然現象（地震及び津波を除く。）

については，国内外の基準や文献等に基づいて網羅的に抽出した自然現象の

うち，発生の可能性や事象進展速度等の判断理由から設計上考慮すべき想定

される自然現象として選定した洪水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，

落雷，火山の影響，生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮する。 

また，発電所敷地又はその周辺において想定される原子炉施設の安全性を

損なわせる原因となるおそれがある事象であって人為によるもの（故意によ

るものを除く。）（以下「外部人為事象」という。）についても，国内外の

基準や文献等に基づいて網羅的に抽出した人為事象のうち，発生の可能性や
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事象進展速度等の判断理由から設計上考慮すべき想定される人為事象として

選定した飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，近隣工場等の火災，有

毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害を考慮する。 

以上に加えて，重大事故等対処設備による対応が期待される，故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズムを考慮する。 

 

3. 重大事故等対処設備に対し設計上考慮する外部事象に対する評価 

風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，

森林火災，爆発，近隣工場等の火災に対する評価結果を第１表に示す。 

また，洪水，高潮，飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，船舶の衝突，電

磁的障害及び故意による大型航空機の衝突その他テロリズムに対する評価を

以下に示す。 

(1) 洪水 

敷地の地形及び表流水の状況から判断して，洪水による被害が生じるこ

とはない。 

(2) 高潮 

高潮の影響が及ばない敷地高さに設置・保管する設計とする。 

(3) 飛来物（航空機落下） 

屋外の可搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設

渋滞事故等対処設備が設置されている建屋並びに屋外の設計基準事故対処

設備等又は常設重大事故等対処設備のそれぞれから100mの離隔距離を確保

した上で，複数箇所に分散して保管する設計とする。 

(4) ダムの崩壊 

ダムの崩壊により発電所に影響を及ぼすような河川はない。 

 (5) 船舶の衝突 
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船舶の衝突の影響を受けない敷地高さに設置・保管する設計とする。 

(6) 電磁的障害 

環境条件として考慮し，電磁波によりその機能が損なわれるおそれのあ

る設備については，ラインフィルタや絶縁回路を設置することによるサー

ジ・ノイズの侵入を防止する。鋼製筐体や金属シールド付ケーブルの適用

等，電磁波の侵入を防止する処置を講じた設計とする。 

(7) 故意による大型航空機の衝突その他テロリズム 

屋外の可搬型重大事故等対処設備は，設計基準事故対処設備等及び常設

渋滞事故等対処設備が設置されている建屋並びに屋外の設計基準事故対処

設備等又は常設重大事故等対処設備のそれぞれから100mの離隔距離を確保

した上で，複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

4. 重大事故等対処設備の外部事象に対する防護方針 

第四十三条の要求を踏まえ，外部事象によって設計基準事故対処設備の安

全機能と重大事故等対処設備が同時にその機能が損なわれることがないこと

を確認するとともに，重大事故等対処設備の機能が喪失した場合においても，

位置的分散又は頑健性のある外殻となる建屋による防護に期待できるといっ

た観点から，代替手段により必要な機能を維持できることを確認する。 

  重大事故等対処設備の機能維持は，以下の方針に従い評価を実施する。 

 (1) 重大事故等防止設備は，外部事象によって設計基準設備の安全機能と同

時にその機能が損なわれるおそれのないこと 

 (2) 重大事故等対処設備であって，重大事故防止設備でない設備は，代替設

備もしくは安全上支障のない期間内での復旧により機能維持可能であるこ

と 

 (3) 外部事象が発生した場合においても，重大事故等対処設備によりプラン
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ト安全性に関する主要な機能（未臨界移行機能，燃料冷却機能，格納容器

除熱機能，使用済燃料プール注水機能）が維持できること（各外部事象に

より重大事故等対処設備と設計基準設備が同時に損なわれることはないが，

安全上支障のない期間内での復旧等により機能維持可能であることを確認

する） 

  外部事象による重大事故等対処施設への評価フローを第１図に示す。 
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第１図 共通要因故障に対する評価フロー 

 

＊1：各外部事象により重大事故等対処設備と設計基準事故対処設備が同時に損なわれることは 

   ないが,安全上支障ない期間内での復旧等により機能維持可能であることを確認する。 

外部事象に対し

機能維持可能 

Y Y 

代替もしくは安全

上支障のない期間

内での復旧により

機能維持可能であ

ることを確認 

重大事故等対処設備 

評価完了 

(影響ないことを確認) 

対策 

対策 

対応する DB 設備が 

同一の外部事象に対して 

機能維持可能 

外部事象に対し

機能維持可能 

外部事象に対し

機能維持可能 

代替もしくは安全

上支障のない期間

内での復旧により

機能維持可能であ

ることを確認 

重大事故等対処設備での 

未臨界移行，燃料冷却，格納容器除熱， 

SFP注水が可能＊１ 

Y 

Y 

N 

N 

N N 

N 

Y 

防止設備 緩和設備 防止でも緩和 

でもない設備 

200



第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

自然現象による影響

評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方針 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法 評価 防護方法

第37条 (重大事故等の
拡大の防止等)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第38条 (重大事故等対
処設施設の地盤)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第39条 (地震による損
傷の防止)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第40条 (津波による損
傷の防止)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第41条 (火災による損
傷の防止)

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第42条 (特定重大事故
等対処施設)

― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

第43条 (重大事故等対
処設備)

防止でも緩和でもな
い設備

西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

ATWS緩和設備（代替制御棒
挿入機能）

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

ATWS緩和設備（代替制御棒
挿入機能）手動スイッチ

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

制御棒，制御棒駆動機構，
制御棒駆動機構系水圧制御

ユニット
防止

R/B
PCV
RPV

ATWS緩和設備（代替原子炉
再循環ボンプトリップ機

能）
防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉再循環ボンプ遮断器
手動スイッチ

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

低速度用電源装置遮断器手
動スイッチ

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

ほう酸水注入ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

ほう酸水注入系配管・弁等 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

ほう酸水貯蔵タンク 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

常設高圧代替注水系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

高圧代替注水系（蒸気系）
配管・弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

高圧代替注水系（注水系）
配管・弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉隔離時冷却系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉隔離時冷却系（蒸気
系）配管・弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉隔離時冷却系（注水
系）配管・弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

高圧炉心スプレイ系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

高圧炉心スプレイ系配管・
弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備・緩和設備 PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

逃がし安全弁（自動減圧機
能）

防止設備 PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

逃がし安全弁（逃がし弁機
能）

防止設備 PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

自動減圧機能用アキュム
レータ

防止設備 PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

主蒸気系配管・クエンチャ 防止設備 PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

非常用窒素供給系窒素ボン
ベ

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用窒素供給系配管・弁
等

防止設備 R/B，PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用逃がし安全弁駆動系
高圧窒素ボンベ

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用逃がし安全弁駆動系
配管・弁等

防止設備 R/B，PCV ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

→57条に記載

→57条に記載

第46条 (原子炉冷却材
圧力バウンダリを減圧

するための設備)

非常用窒素
供給系

→申請範囲外

ホイールローダ

逃がし安全弁用可搬型蓄電池

近隣工場等の火災森林火災

―

―

―

―

―

特定重大事故等対処施設

→56条に記載

→44条に記載

過渡時自動減圧機能

自動減圧系の起動阻止スイッチ

原子炉隔離
時冷却系

逃がし安全弁（安全弁機能）

ほう酸水注
入系

代替制御棒
挿入機能

原子炉再循
環ポンプ停

止

逃がし安全
弁

有毒ガス設置許可基準 重大事故等対処設備 分類 設備設置箇所 風(台風) 竜巻 凍結 降水 積雪 落雷 火山の影響 生物学的事象 爆発

外部人為事象による影響

第44条 (緊急停止失敗
時に発電用原子炉を未
臨界にするための設

備)

第45条 (原子炉冷却材
圧力バウンダリ高圧時
に発電用原子炉を冷却

するための設備)

ほう酸水注入系

サプレッション・プール

常設代替直流電源設備

可搬型代替直流電源設備

高圧代替注
水系

高圧炉心ス
プレイ系

非常用逃が
し安全弁駆

動系

共6－7
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

常設低圧代替注水系ポンプ 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

低圧代替注水系配管・弁等 防止設備・緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型代替注水中型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

低圧代替注水系配管・弁等 防止設備･緩和設備

屋外R/B廻り
地下格納槽内

常設代替高圧電
源装置置場廻り

○ 固縛，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 適切に除灰，屋内 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，屋内 〇 影響なし ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし

西側淡水貯水設備 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替循環冷却系ポンプ 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

代替循環冷却系配管・弁等 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

残留熱除去系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系配管・弁等 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

残留熱除去系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系配管・弁等 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

低圧炉心スプレイ系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

低圧炉心スプレイ系配管・
弁等

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

残留熱除去系海水ポンプ 防止設備
屋外
R/B

○ 影響なし ○ 竜巻防護設備，建屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 避雷設備，建屋内 ○ 影響なし ○
開口部閉止
除塵装置

○ 防火帯内，建屋内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

残留熱除去系海水ストレー
ナ

防止設備 屋外 ○ 影響なし ○ 竜巻防護設備，建屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 避雷設備，建屋内 ○ 影響なし ○
開口部閉止
除塵装置

○ 防火帯内，建屋内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

残留熱除去系海水系配管・
弁等

防止設備
屋外
R/B

○ 影響なし ○ 竜巻防護設備，建屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 避雷設備，建屋内 ○ 影響なし ○
開口部閉止
除塵装置

○ 防火帯内，建屋内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

［緊急用海水ポンプ，残留
熱除去系熱交換器，配管

等］
防止設備･緩和設備

地下格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

緊急用海水ストレーナ 防止設備･緩和設備 地下格納槽 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

緊急用海水系配管・弁等 防止設備･緩和設備
地下格納槽

R/B
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替循環冷却系ポンプ 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

代替循環冷却系配管・弁等 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

第48条 (最終ヒートシ
ンクへ熱を輪送するた

めの設備)

格納容器圧力圧力逃がし装置

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）

非常用取水設備

耐圧強化ベント系［配管・弁等］

代替循環冷
却系

インターフェイスシステムＬＯＣＡ隔
離弁［高圧炉心スプレイ系注入弁，原
子炉隔離時冷却系原子炉注入弁，低圧
炉心スプレイ系注入弁，残留熱除去系

注入弁］

第47条 (原子炉冷却材
圧力バウンダリ低圧時
に発電用原子炉を冷却

するための設備)

残留熱除去系海水系

非常用取水設備

緊急用海水系

→その他設備に記載

→48条に記載

→48条に記載

代替循環冷
却系

残留熱除去
系（低圧注

水系）

残留熱除去
系（原子炉
停止時冷却

系）

低圧炉心ス
プレイ系

→56条に記載

→56条に記載

→56条に記載

→56条に記載

→56条に記載

低圧代替注
水系(常設)

→56条に記載

→56条に記載

低圧代替注
水系(可搬

型)

→その他設備に記載

→50条に記載

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却
系）

残留熱除去系（サプレッション・プー
ル冷却系）

残留熱除去
系海水系

緊急用海水
系

→47条に記載

→49条に記載

→49条に記載
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

常設低圧代替注水系ポンプ 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替格納容器スプレイ冷却
系配管・弁等

防止設備・緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型代替注水中型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

代替格納容器スプレイ冷却
系配管・弁等

防止設備･緩和設備

屋外R/B廻り
地下格納槽内

常設代替高圧電
源装置置場廻り

○ 固縛，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 適切に除灰，屋内 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，屋内 〇 影響なし ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし

西側淡水貯水設備 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

残留熱除去系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系配管・弁等 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

残留熱除去系ポンプ 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系配管・弁等 防止設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

フィルタ装置、配管・弁，
格納容器等（屋内設備）

防止設備･緩和設備
R/B

フィルタ装置格
納槽

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

圧力開放板，配管等
（屋外設備）

防止設備･緩和設備 屋外R/B廻り ○
建屋内，代替設備(代
替循環冷却)

○
建屋内，代替設備(代
替循環冷却)

○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 建屋遮へいの範囲内 ○ 影響なし ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

[フィルタ装置出口放射線
モニタ（高レンジ・低レン
ジ），フィルタ装置入口水

素濃度計]

防止設備･緩和設備
R/B

フィルタ装置格
納槽

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

[フィルタ装置出口放射線
モニタ（高レンジ）]

防止設備･緩和設備 屋外R/B廻り ○
代替設備（主要パラ
メータの他チャンネ

ル）
○

代替設備（主要パラ
メータの他チャンネ

ル）
○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

可搬型窒素供給装置 緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

代替循環冷却系ポンプ 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

残留熱除去系熱交換器 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

代替循環冷却系配管・弁等 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

常設低圧代替注水系ポンプ 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

コリウムシールド 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

格納容器下部注水系配管・
弁等

緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型代替注水中型ポンプ 緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型代替注水大型ポンプ 緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

コリウムシールド 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

格納容器下部注水系配管・
弁等

緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

西側淡水貯水設備 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

第50条 (原子炉格納容
器の過圧破損を防止す

るための設備)

格納容器圧
力逃がし装

置

第49条 (原子炉格納容
器内の冷却等のための

設備)

第51条 (原子炉格納容
器下部の溶融炉心を冷
却するための設備)

→その他設備に記載非常用取水設備

→48条に記載

→48条に記載

緊急用海水系

残留熱除去系海水系

→56条に記載

代替格納容
器スプレイ
冷却系(常

設)

→56条に記載

代替格納容
器スプレイ
冷却系(可

搬型)

→56条に記載

→56条に記載

代替循環冷
却系

→56条に記載

非常用取水設備

残留熱除去
系

（格納容器
スプレイ冷

却系）

残留熱除去
系

（サプレッ
ション・

プール冷却
系）

→56条に記載

→56条に記載

→その他設備に記載

緊急用海水系 →48条に記載

残留熱除去系海水系 →48条に記載

格納容器下
部注水系
（常設）

→56条に記載
（緩和設備）

格納容器下
部注水系

（可搬型）

→56条に記載
（緩和設備）
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス処理系排風機 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス処理系フィルタ
ユニット

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス処理系配管・弁
（建屋内）

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス処理系排気筒
（屋外配管含む）

緩和設備 屋外 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

非常用ガス再循環系排風機 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス再循環系フィル
タユニット

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

非常用ガス再循環系配管・
弁

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○
外殻となる建屋が開口
する場合には同機能は

不要
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○
外殻となる建屋が開口
する場合には同機能は

不要
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○
外殻となる建屋が開口
する場合には同機能は

不要
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

可搬型代替注水中型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

代替燃料プール注水系配
管・弁等

防止設備･緩和設備

屋外R/B廻り
地下格納槽内

常設代替高圧電
源装置置場廻り

R/B

○ 固縛，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 適切に除灰，屋内 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，屋内 〇 影響なし ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし

西側淡水貯水設備 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

常設低圧代替注水系ポンプ 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール注水系配
管・弁等

防止設備・緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

常設低圧代替注水系ポンプ 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

常設スプレイヘッダ 防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール注水系配
管・弁等

防止設備・緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

常設スプレイヘッダ 防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール注水系配
管・弁等

防止設備･緩和設備
屋外R/B廻り
地下格納槽内

R/B
○ 固縛，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 適切に除灰，屋内 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，屋内 〇 影響なし ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型スプレイノズル 防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール注水系配
管・弁等

防止設備･緩和設備
屋外R/B廻り
地下格納槽内

R/B
○ 固縛，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪，屋内 ○ 分散配置，屋内 ○ 適切に除灰，屋内 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，屋内 〇 影響なし ○ 分散配置，屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯槽 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

代替循環冷却系

原子炉隔離時冷却系

格納容器内の水素濃度監視設備
[格納容器内水素濃度（SA），格納容器

内酸素濃度（SA）]

第54条 (使用済燃料貯
蔵槽の冷却のための設
備)

静的触媒式水素再結合器

静的触媒式水素再結合器動作監視装置

原子炉建屋水素濃度

第52条 (水素爆発によ
る原子炉格納容器の破
損を防止するための設

備)

格納容器圧力逃がし装置

第53条 (水素爆発によ
る原子炉建屋等の損傷
を防止するための設
備)

→45条に記載
（緩和設備）

→45条に記載
（緩和設備）

→44条に記載
（緩和設備）

→47条に記載
（緩和設備）

→47条に記載
（緩和設備）

代替燃料
プール注水
系（常設ス
プレイヘッ

ダ）

格納容器内の不活性化
［可搬型窒素供給装置］

原子炉建屋
ガス処理系

代替燃料
プール注水
系（注水ラ

イン）

代替燃料
プール注水
系（注水ラ

イン）

低圧代替注水系（可搬型）

→55条に記載
可搬型代替注水大型ポンプ（放水

用），放水砲

→56条に記載

代替燃料
プール注水
系（常設ス
プレイヘッ

ダ）

→56条に記載

代替燃料
プール注水
系（可搬型
スプレイノ

ズル）

→56条に記載

→50条に記載
（緩和設備）

→50条に記載
（緩和設備）

→56条に記載

→56条に記載

→56条に記載

→56条に記載
（緩和設備）

高圧代替注水系

ほう酸水注入系

低圧代替注水系（常設）
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

代替燃料プール冷却系ポン
プ

防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール冷却系熱交
換器

防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替燃料プール冷却系配
管・弁等

防止設備・緩和設備 R/B ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○
建屋内

○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 影響なし ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 影響なし ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 影響なし ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

西側淡水貯水設備 防止設備･緩和設備
常設代替高圧電
源装置置場（地

下）
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

代替淡水貯蔵槽 防止設備･緩和設備
常設低圧代替注

水系格納槽
○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

サプレッション・プール 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

ほう酸水貯蔵タンク 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

可搬型代替注水中型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

可搬型代替注水大型ポンプ 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

ホース 防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 影響なし ○ 適切に除灰 ○ 影響なし ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

非常用取水設備
［貯留堰，取水路，取水

ピット，SA用海水ピット取
水塔，海水引込み管，SA用

海水ピット］

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

可搬型設備用軽油タンク，
タンクローリ

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

防止設備･緩和設備
常設代替高圧電

源装置置場
○ 津波防護壁 ○ 代替設備(非常用D/G) ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 避雷設備 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 〇 地下 ○ 地下 ○ 影響なし

(設計基準対象施設) R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

(設計基準対象施設) R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

(設計基準対象施設) R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

（設計基準拡張） R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建星内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建星内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備
常設代替高圧電
源置場（地下）

○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 〇 地下 ○ 地下 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備

常設代替高圧電
源装置置場（地

下）
R/B

○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 〇 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建星内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建星内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建星内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 〇 地下 ○ 地下 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備

西側保管場所
（地下）

南側保管場所
（地下）

○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 〇 地下 ○ 地下 ○ 影響なし

Ｍ／Ｃ　２Ｃ

Ｍ／Ｃ　２Ｄ

軽油貯蔵タンク

可搬型設備用軽油タンク

直流125V蓄電池HPCS

±24V中性子モニタ用蓄電池2A

±24V中性子モニタ用蓄電池2B

緊急用直流125V蓄電池

緊急用海水系

第57条 (電源設備)

汚濁防止膜

泡消火薬剤容器

代替燃料
プール冷却

系

→48条に記載

残留熱除去系海水系 →48条に記載

非常用取水設備 →その他設備に記載

可搬型整流器
（可搬型代替低圧電源車）

代替所内電気設備（緊急用遮断器，緊
急用Ｍ／Ｃ，緊急用動力変圧器，緊急
用Ｐ／Ｃ，緊急用ＭＣＣ，緊急用電源
切替盤，緊急用操作盤，可搬型代替低

圧電源車接続盤）

常設代替高圧電源装置

常設代替高圧電源装置用燃料移送ポン
プ

非常用ディーゼル発電機

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

Ｍ／Ｃ　ＨＰＣＳ

第55条 (工場等外への
放射性物質の拡散を抑
制するための設備)

可搬型代替注水大型ポンプ（放水用）

放水砲

第56条 (重大事故等の
収束に必要となる水の
供給設備)

使用燃料プール水位・温度（SA広
域），使用燃料プール温度（SA）

使用済燃料プールエリア放射線モニタ
（高レンジ・低レンジ）

使用済燃料プール監視カメラ（使用済
燃料プール監視カメラ用空冷装置含

む）

→その他設備に記載

重大事故等
収束のため

の水源

水の供給

→57条の記載

泡混合器

直流125V蓄電池２Ａ

直流125V蓄電池２Ｂ

可搬型代替低圧電源車
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

防止設備
常設代替高圧電
源装置置場（地

下）
○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 ○ 地下 〇 地下 ○ 地下 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備
西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内，熱影響対策 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

防止設備・緩和設備 屋外R/B廻り ○
代替設備（主要パラ
メータの他チャンネ

ル）
○

代替設備（主要パラ
メータの他チャンネ

ル）
○ 影響なし ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 影響なし ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

緩和設備
R/B

緊急時対策所
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備・緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 屋外R/B廻り ○ 影響なし ○
竜巻防護壁，代替設備
（ブローアウトパネ

ル）
○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 避雷設備 ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

西側保管場所
南側保管場所

○ 固縛 ○ 分散配置，固縛 ○ 暖気運転 ○ 影響なし ○ 適切に除雪 ○ 分散配置 ○ 適切に除灰 ○ 開口部閉止 ○ 防火帯内 〇 分散配置 ○ 分散配置 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○
影響なし

(居住性評価)

緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止設備･緩和設備 緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

携行型有線通話装置
無線連絡設備（携帯型）

防止設備･緩和設備
R/B

緊急時対策所
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○

建屋内(専用線を用い
ており，落雷の影響を

受けない)
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

第59条 (原子炉制御
室)

中央制御室遮蔽

中央制御室換気系

中央制御室待避室遮蔽

中央制御室待避室空気ボンベユニット

差圧計

第58条 (計装設備)

重大事故等発生時の計装(SA時計装一
式)

[使用済燃料プールの監視]

[発電所内の通信連絡]

[温度、圧力、水位、注水量の計測・監
視]

［必要な情報の把握］

○建屋内○建屋内○建屋内○建屋内

[原子炉圧力容器の温度･圧力･水位]

[原子炉圧力容器･原子炉格納容器への
注水量]

[原子炉格納容器内の温度･圧力･水位･
水素濃度･酸素濃度･放射線量率]

[未臨界の維持又は監視]

[最終ヒートシンクの確保]

[格納容器バイパスの監視]

[水源の確保]

[原子炉建屋内の水素濃度]

緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タン
ク

緊急時対策所用発電機給油ポンプ

安全パラメータ表示システム（SPDS）

データ表示装置（待避室）

酸素濃度計

二酸化炭素濃度計

燃料移送ポンプ

タンクローリ

緊急時対策所エリアモニタ

可搬型気象観測設備

第61条 (緊急時対策
所)

緊急時対策所遮蔽

緊急時対策所換気設備

第60条 (監視測定設
備)

原子炉建屋ガス処理系

ブローアウトパネル閉止装置

緊急時対策所差圧計

発電所内の
信連絡

酸素濃度計

二酸化炭素濃度計

緊急時対策所用発電機

緊急時対策所加圧設備

可搬型モニタリング・ポスト

可搬型放射能測定装置[可搬型ダスト･
よう素サンプラ,ＮａＩシンチレーショ
ンサーベイ・メータ,β線サーベイメー
タ,ＺｎＳシンチレーションサーベイ・

メータ]

電離箱サーベイ・メータ

小型船舶

可搬型照明（ＳＡ）

衛星連絡設備（可搬型）（待避室）

影響なし建屋内 ○○建屋内建屋内 〇○建屋内

重大事故等発生時の計測
[最終ヒートシンクの確保]

○建屋内○建屋内

PCV
R/B

フィルタ装置格
納槽

常設低圧代替注
水系格納槽

常設代替高圧電
源装置置場（地

下）
屋外

防止設備･緩和設備 ○建屋内○
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第1表　外部事象に対する重大事等に対処するための機能を有する設備の影響評価

安全パラメータ表示システ
ム（SPDS）

緩和設備
R/B

緊急時対策所
○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

発電所内外
通信

衛星電話設備（固定型）
衛星電話設備（携帯型）

防止でも緩和でもな
い設備

R/B
緊急時対策所

○

建屋内設備は影響な
し。屋外設備は風荷重
に対して影響のないこ
とを確認する。飛来物
による損傷を考慮した
場合でも,分散配置さ
れた代替設備(無線

系，衛星系)により機
能維持可能

○

建屋内設備は影響な
し。屋外設備は予備品
(無線系,衛星系)との
取替えにより機能維特

可能

○

建屋内設備は影響な
し。屋外設備は予備品
(無線系,衛星系)との
取替えにより機能維特

可能

○

影響なし
(屋外設備についても,
水没等の可能性が無い
ため機能維持可能)

○

影響なし
(屋外設備についても,
雪が積もりにくい形状
であるとともに,適切
に除雪するなどの対応
により機能維持可能)

○
分散配置された代替設
備(無線系,衛星系)に
より機能維持可能

○

影響なし
(屋外設備についても,
灰が積もりにくい形状
であるとともに,適切
に除灰するなどの対応
により機能維持可能)

○

影響なし
(屋外設備についても,
灰が積もりにくい形状
であるとともに,適切
に除灰するなどの対応
により機能維持可能)

○

影響なし
(屋外設備についても,
灰が積もりにくい形状
であるとともに,適切
に除灰するなどの対応
により機能維持可能)

〇

建屋内設備は影響な
し。屋外設備は予備品
(無線系,衛星系)との
取替えにより機能維特

可能

○

建屋内設備は影響な
し。屋外設備は予備品
(無線系,衛星系)との
取替えにより機能維特

可能

○ 影響なし

発電所所外
通信

統合原子力防災ネットワー
クに接続する通信連絡設

備,データ伝送設備

防止でも緩和でもな
い設備

緊急時対策所 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 〇 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉圧力容器 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 屋内 ○ 屋内 ○ 影響なし

原子炉格納容器 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

使用済燃料プール 防止設備･緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

原子炉建屋原子炉棟 緩和設備 R/B ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 建屋内 ○ 影響なし

貯留堰 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

取水路 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

取水ピット 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

SA用海水ピット取水塔 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

海水引込み管 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

SA用海水ピット 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

緊急用海水取水管 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

緊急用海水ピット 防止設備･緩和設備 屋外（地下） ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし ○ 影響なし

○：各外部事象に対し安全機能を維持できる
　　又は各外部事象による損傷を考慮した場合でも，対応するDB設備が各外部事象に対し安全機能を維持できる（防止設備）
　　又は各外部事象による損傷を考慮して，代替設備による機能維持や安全上支障のない期間での修復等の対応が可能（緩和設備，防止でも緩和でもない設備）
―：他の項目にて整理
R/B：原子炉建屋，PCV：原子炉格納容器，RPV：原子炉圧力容器

その他の設備

第62条 (通信連絡を行
うために必要な設備)

重大事故等
に対処する
ための流
路，注水
先，注入

先，排出元
等

非常用取水
設備

通信連絡
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共 7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

共－７ 重大事故等対処設備の内部火災に対する防護方針について 
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共 7-2 

重大事故等対処設備の内部火災に対する防護方針について 

 

1. 概要 

  「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関す

る規則」(以下「設置許可基準規則」という。)第四十三条第2項第3号にて，

常設重大事故防止設備は，共通要因によって当該設備に対応する設計基準事

故対処設備の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないことを要

求している。また，同規則第四十三条第3項第7号にて，可搬式重大事故防止

設備は，共通要因によって設計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯

蔵槽の冷却機能若しくは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事故に至

るおそれがある事故に対処するために必要な機能と同時にその機能が損なわ

れることがないことを要求している。 

  東海第二発電所の重大事故防止設備が，単一の火災によっても上記の要求

に適合していることを以下に示す。また，これを踏まえて，内部火災が発生

した場合の重大事故等対処設備に対する基本的な防護方針を以下に示す。 
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共 7-3 

2.基本事項 

【要求事項】 

実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規

則 

（重大事故等対処設備) 

 第四十三条 

 ２ 重大事故等対処設備のうち常設のもの(重大事故等対処設備のうち可

搬型のもの(以下「可搬型重大事故等対処設備」という。)と接続するも

のにあっては、当該可搬型重大事故等対処設備と接続するために必要な

発電用原子炉施設内の常設の配管、弁、ケーブルその他の機器を含む。

以下「常設重大事故等対処設備」という。)は、前項に定めるもののほ

か、次に掲げるものでなければならない。 

  三 常設重大事故防止設備は、共通要因によって設計基準事故対処設備

の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよう、適切な

措置を講じたものであること。 

 ３ 可搬型重大事故等対処設備に関しては、第一項に定めるもののほか

に、次に掲げるものでなければならない。 

  七 重大事故防止設備のうち可搬型のものは、共通要因によって、設計

基準事故対処設備の安全機能、使用済燃料貯蔵槽の冷却機能若しくは

注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事故に至るおそれがある事

故に対処するために必要な機能と同時にその機能が損なわれるおそれ

がないよう、適切な措置を講じたものであること。 
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2.1 基本的な防護方針の整理 

  重大事故等対処施設に対する火災防護としては，設置許可基準規則第四十

一条に従い，火災により重大事故等に対処するために必要な機能を損なうお

それがないよう，火災の発生防止対策及び火災感知・消火対策を実施する。 

  一方，設置許可基準規則第四十三条第2項第三号を火災の観点からみる

と，常設重大事故防止設備は，単一の火災によって当該設備の機能と設計基

準事故対処設備の安全機能とが同時喪失しないことを要求している。また，

設置許可基準規則第四十三条第3項第七号を火災の観点からみると，可搬型

重大事故防止設備は，単一の火災によって当該設備の機能と設計基準事故対

処設備の安全機能とが同時喪失しないこと，及び当該設備の機能と使用済燃

料貯蔵槽の冷却機能若しくは注水機能とが同時喪失しないこと，さらには当

該設備の機能と常設重大事故防止機能の重大事故対処に必要な機能とが同時

喪失しないことを要求している。 

  これらを踏まえ，内部火災が発生した場合の重大事故等対処設備に対する

基本的な防護方針を以下に整理する。この際，運転員等による各種対応操作

※1に関しても，火災による影響を考慮の上，期待することとする。 

 

   方針Ⅰ【独立性】 

    ：重大事故防止設備は，内部火災によって対応する設計基準対象施設

の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれのないこと。 

   方針Ⅱ【修復性】 

    ：重大事故等対処設備であって重大事故防止設備でない設備は，修復

性等も考慮の上，できる限り内部火災に対する頑健性を確保するこ

と。 

   方針Ⅲ【重大事故等対処設備のみによる安全性確保】 
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    ：内部火災が発生した場合においても，設計基準対象施設の機能に期

待せずに重大事故等対処設備によりプラントの安全性に関する主要

な機能※2が損なわれるおそれのないこと。 

 

    ※1:火災の影響により電動弁の遠隔操作機能が喪失した場合に，現場

の環境状況を考慮の上，運転員等が現場ヘアクセスし，消火活動

後，手動にて弁操作を実施する等。 

    ※2:「未臨界移行」，「燃料冷却」，「格納容器除熱」及び「使用済

燃料プール注水」機能とする。 
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2.2 方針への適合性確認の流れ 

  2.1に示した防護方針への適合性の確認においては，まず，設置許可基準

規則第三十七条以降の各条文に該当する重大事故等対処施設を抽出し，それ

らを「防止設備」，「緩和設備」及び「防止でも緩和でもない設備」に分類

する。これらの分類を行った上で，方針Ⅰ及びⅡへの適合性を確認する一次

評価と，方針Ⅲへの適合性を確認する二次評価の二つの段階にて確認する。 

 

 (1) 方針Ⅰへの適合性の確認(一次評価) 

   方針Ⅰへの適合について確認すべき対象は「防止設備」に分類された設

備であり，以下のような流れでその適合性を確認する。 

  ①：各条文の「防止設備」が，単一の火災による影響でその安全機能を維

持できるか。 

  ②：①にて維持できない場合は，単一の火災で当該防止設備に対応する設

計基準対象施設の安全機能が同時に喪失していないか。 

  ③：②にて同時に喪失していた場合は，各種対応を実施する。 

 

 (2) 方針Ⅱへの適合性の確認(一次評価) 

   方針Ⅱへの適合について確認すべき対象は「緩和設備」及び「防止でも

緩和でもない設備」に分類された設備であり，以下のような流れでその適

合性を確認する。 

  ①：各条文の「緩和設備」及び「防止でも緩和でもない設備」が，単一の

火災による影響でその安全機能を維持できるか。 

  ②：①にて維持できない場合は，修復性等を考慮したできる限りの頑健性

を確保する。 
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 (3) 方針Ⅲへの適合性の確認(二次評価) 

   方針Ⅲへの適合性については，以下のような流れで確認する。 

  ①：火災による影響を考慮した上で，設計基準対象施設の機能に期待せ

ず，重大事故等対処設備によって「未臨界移行」，「燃料冷却」，

「格納容器除熱」及び「使用済燃料プール注水」機能が維持できる

か。 

  ②：①にて維持できない場合は，各種対応を実施する。 
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3. 火災による重大事故対処設備の独立性・修復性 

3.1 重大事故防止設備の火災による設計基準事故対処設備等への影響(独立

性) 

  設置許可基準規則第四十三条第2項第三号を火災の観点からみると,常設重

大事故防止設備は,単一の火災によって当該設備の機能と設計基準事故対処

設備の安全機能とが同時喪失しないことを要求している。また,設置許可基

準規則第四十三条第3項第七号を火災の観点からみると,可搬型重大事故防止

設備は,単一の火災によって当該設備の機能と設計基準事故対処設備の安全

機能とが同時喪失しないこと,及び当該設備の機能と使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能若しくは注水機能とが同時喪失しないこと,さらには当該設備の機能

と常設重大事故防止機能の重大事故対処に必要な機能とが同時喪失しないこ

とを要求している。 

  このため,まずは単一の火災によって可搬型重大事故防止設備の機能と設

計基準事故対処設備の安全機能が同時に喪失しないこと,当該設備の機能と

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能若しくは注水機能が同時に喪失しないこと,及

び当該設備の機能と常設重大事故防止設備の重大事故対処に必要な機能が同

時に機能喪失しないことを確認する。 

  次に,単一の火災によって常設重大事故防止設備の機能と設計基準事故対

処設備の安全機能が同時に喪失しないことを示す。 

  また,消火設備についてもそれぞれ分散して設置していることを示す。 

 

  なお,上記の確認は,重大事故防止設備の各機能について,火災によって当

該設備の機能と,当該設備が代替する機能を有する設計基準事故対処設備の

安全機能が同時に喪失しないことを確認することによって,任意の単一火災

によって,重大事故防止設備の機能と設計基準事故対処設備の安全機能が同
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時に喪失しないことを示す。 
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3.1.1 可搬型重大事故防止設備の火災による設計基準事故対処設備等への影

響 

  重大事故防止設備のうち可搬型のものを第1表に示す。 

 

第1表 可搬型重大事故防止設備(1/3) 

可搬型重大事故防止設備 関連 

条文 

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

逃がし安全弁機能回復 

（代替直流電源供給） 
逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

46 

125V系蓄電池Ａ系 

125V系蓄電池Ｂ系 

非常用窒素供給系による窒

素確保 

※ 自動減圧機能付き逃が

し安全弁のみ 

非常用窒素供給系高圧窒素ボンベ 
（自動減圧機能用アキュ

ムレータ） 

非常用逃がし安全弁駆動系

による原子炉の減圧 

非常用逃がし安全弁駆動系高圧窒素

ボンベ 

（自動減圧機能用アキュ

ムレータ） 

低圧代替注水系(可搬型)に

よる原子炉注水 

可搬型代替注水中型ポンプ 
47 

残留熱除去系(低圧注水

系) 

低圧炉心スプレイ系 可搬型代替注水大型ポンプ 

代替格納容器スプレイ冷却

系（可搬型）による原子炉

格納容器内の冷却 

可搬型代替注水中型ポンプ 
49 

残留熱除去系(格納容器ス

プレイ冷却系) 可搬型代替注水大型ポンプ 

格納容器圧力逃がし装置に

よる原子炉格納容器内の減

圧及び除熱 

第二弁操作室空気ボンベユニット

（空気ボンベ） 
50 ― 

可搬型窒素供給装置 

可搬型窒素供給装置用電源車 

可搬型代替注水中型ポンプ

又は可搬型代替注水大型ポ

ンプによる代替燃料プール

注水系(注水ライン)を使用

した使用済燃料プール注水 

可搬型代替注水中型ポンプ 

54 

残留熱除去系(使用済燃料

プール水の冷却及び補給)

燃料プール冷却浄化系 可搬型代替注水大型ポンプ 

可搬型代替注水大型ポンプ

による代替燃料プール注水

系（常設スプレイヘッダ）

を使用した使用済燃料プー

ル注水及びスプレイ 

可搬型代替注水大型ポンプ 燃料プール冷却浄化系 

可搬型代替注水大型ポンプ

による代替燃料プール注水

系（可搬型スプレイノズ

ル）を使用した使用済燃料

プール注水及びスプレイ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料プール冷却浄化系 可搬型スプレイノズル 

ホース［流路］ 

水の供給 

可搬型代替注水大型ポンプ 

56 ― 

ホース［流路］ 
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第1表 可搬型重大事故防止設備(2/3) 

可搬型重大事故防止設備 関連 

条文 

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

可搬型代替交流電源設備に

よる非常用所内電気設備へ

の給電 

可搬型代替低圧電源車 

57 

２Ｃ・２Ｄ 

非常用ディーゼル発電機

可搬型設備用軽油タンク～タンクロ

ーリ流路［燃料流路］ 

タンクローリ～可搬型代替低圧電源

車流路［燃料流路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（西側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（東側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替直流電源設備に

よる非常用所内電気設備へ

の給電 

可搬型代替低圧電源車 

２Ｃ・２Ｄ 

非常用ディーゼル発電機

可搬型整流器 

可搬型設備用軽油タンク～タンクロ

ーリ流路［燃料流路］ 

タンクローリ～可搬型代替低圧電源

車流路［燃料流路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（西側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西

側）～可搬型整流器電路［交流電

路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源

車接続盤（西側）電路［直流電路］

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（東側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東

側）～可搬型整流器電路［交流電

路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源

車接続盤（東側）電路［直流電路］

可搬型代替交流電源設備に

よる代替所内電気設備への

給電 

可搬型代替低圧電源車 

非常用所内電気設備 

可搬型設備用軽油タンク～タンクロ

ーリ流路［燃料流路］ 

タンクローリ～可搬型代替低圧電源

車流路［燃料流路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（西側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（東側）電路［交

流電路］ 
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第1表 可搬型重大事故防止設備(3/3) 

可搬型重大事故防止設備 関連 

条文 

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

可搬型代替直流電源設備に

よる代替所内電気設備への

給電 

可搬型代替低圧電源車 

 非常用所内電気設備 

可搬型整流器 

可搬型設備用軽油タンク～タンクロ

ーリ流路［燃料流路］ 

タンクローリ～可搬型代替低圧電源

車流路［燃料流路］ 

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（西側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西

側）～可搬型整流器電路［交流電

路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源

車接続盤（西側）電路［直流電路］

可搬型代替低圧電源車～可搬型代替

低圧電源車接続盤（東側）電路［交

流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東

側）～可搬型整流器電路［交流電

路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源

車接続盤（東側）電路［直流電路］

圧力，水位，注水量の計

測・監視 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器内の温度，圧力，水

位及び流量（注水量）計測用） 
58 各計器 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器内の圧力，水位及び

流量（注水量）計測用） 

発電所内の通信連絡 

携行型有線通話装置 

62 

送受話器（ページング）

電力保安通信用電話設備

（固定電話機，ＰＨＳ端

末及びＦＡＸ） 

無線連絡設備（携帯型） 

衛星電話設備（携帯型） 
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  第1表の設備のうち，可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型代替注水大型ポ

ンプ，可搬型スプレイノズル，ホース[流路]，可搬型代替低圧電源車， 可

搬型設備用軽油タンク，可搬型整流器，タンクローリ，可搬型窒素供給装

置，可搬型窒素供給装置用電源車，交流電路，直流電路は，原子炉建屋，常

設代替交流電源設備等とは距離的に離れた場所に配備することとしており，

これらの設備に火災が発生しても，各重大事故防止設備が代替する機能を有

する設計基準事故対象設備，使用済燃料貯蔵プールの冷却機能若しくは注水

機能，又は常設重大事故防止設備に影響を及ぼすおそれはない。すなわち，

2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 

  第二弁操作室空気ボンベユニットについては，不燃性材料で構成された過

圧防止の安全弁を設ける等，火災により影響を受けることは考えにくい。す

なわち，2.2.(1)①において，安全機能が喪失しないと判断する。 

  非常用窒素供給系高圧窒素ボンベは原子炉建屋

に，非常用逃がし安全弁駆動系高圧窒素ボンベは原子炉建屋

に，逃がし安全弁用可搬型蓄電池は に，それぞれ分散して設置す

る。一方，当該ボンベが代替する機能を有する設計基準事故対処設備である

自動減圧系の圧縮空気供給機能(駆動用窒素源)は格納容器内に設置されてい

る。したがって，火災によって非常用窒素供給系高圧窒素ボンベ及び非常用

逃がし安全弁駆動系高圧窒素ボンベと圧縮空気供給機能(駆動用窒素源)が同

時に機能喪失することはない。また，逃がし安全弁用可搬型蓄電池が代替す

る機能を有する設計基準事故対処設備である125V系蓄電池Ａ系・Ｂ系は原子

炉建屋 に設置されている。したがって，火災によって逃

がし安全弁用可搬型蓄電池と125V系蓄電池Ａ系・Ｂ系が同時に機能喪失する

ことはない。また，消火設備についてもそれぞれ分散して設置する。すなわ

ち，2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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(第1-1～1-5図) 

  

 携行型有線通話装置は中央制御室及び緊急時対策所内に設置することとして

いるが，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施設である送受話器

（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末及びＦ

ＡＸ）はサービス建屋及び事務本館に設置しており，位置的分散が図られて

いることから，火災によって発電所内の通信連絡機能が喪失することはな

い。 

  また，無線連絡設備（携帯型），衛星電話設備（携帯型）については，緊

急時対策所内に保管することとしているが，当該設備が代替する機能を有す

る設計基準対象施設である送受話器（ページング），電力保安通信用電話設

備（固定電話機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ）はサービス建屋及び事務本館に設

置しており，位置的分散が図られていることから，火災によって発電所内の

通信連絡機能が喪失することはない。 

  すなわち，2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 

 (第2-1～2-4図) 

  以上より，単一の火災によって，可搬型重大事故防止設備は，当該設備が

代替する機能を有する設計基準対象施設の安全機能と同時にその機能が損な

われるおそれはない。 

  また，当該設備の機能と使用済燃料貯蔵プールの冷却機能若しくは注水機

能も同時に喪失しない。さらに，当該設備の機能と常設重大事故防止設備の

重大事故対処に必要な機能についても同時に機能喪失しない。 
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共 7-15 

 

 

 

 

第 1-1 図 第二弁操作室空気ボンベユニットの配置 
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共 7-16 

 

 

第1-2図 非常用窒素供給系高圧窒素ボンベとアキュムレータの配置 
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共 7-17 

 

 

第 1-3 図 非常用窒素供給系高圧窒素ボンベの配置 
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共 7-18 

 

第 1-4 図 逃がし安全弁用可搬型蓄電池の配置 
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共 7-19 

 

 

図 1-5 125V 系蓄電池Ａ系・Ｂ系の配置 
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共 7-20 

 

 

第2-1図 携行型有線通話装置の配置 
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共 7-21 

第2-2図 送受話器（ページング）の配置 

 

第2-3図 電力保安通信用電話設備の配置 
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共 7-22 

 

第2-4図 衛星電話設備（携帯型）の配置 
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共 7-23 

3.1.2 常設重大事故防止設備の火災による設計基準事故対処設備への影響 

 

  重大事故防止設備のうち常設のものを第2-1表に示す。 

 

第2-1表 常設重大事故防止設備(1/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

代替制御棒挿入機能によ

る制御棒緊急挿入 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入

機能） 

44 

原子炉緊急停止系 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入

機能）手動スイッチ 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット

制御棒駆動系配管・弁［流路］ 

原子炉再循環ポンプ停止

による原子炉出力制御 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循

環ポンプトリップ機能） 原子炉緊急停止系 

制御棒 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユ

ニット 

原子炉再循環ポンプ遮断器手動スイ

ッチ 

低速度用電源装置遮断器手動スイッ

チ 

ほう酸水注入系 

ほう酸水注入ポンプ 原子炉緊急停止系 

制御棒 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユ

ニット 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系配管・弁［流路］ 

自動減圧系の起動阻止ス

イッチによる原子炉出力

急上昇防止 

自動減圧系の起動阻止スイッチ ― 

高圧代替注水系による原

子炉注水 

常設高圧代替注水系ポンプ 

45 
高圧炉心スプレイ系, 

原子炉隔離時冷却系 

高圧代替注水系タービン止め弁 

高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁

［流路］  

主蒸気系配管・弁［流路］  

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配

管・弁［流路］ 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁

［流路］ 

高圧炉心スプレイ系配管・弁・スト

レーナ［流路］ 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配

管・弁・ストレーナ［流路］ 
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第2-1表 常設重大事故防止設備(2/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

原子炉隔離時冷却系によ

る原子炉注水 

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

45 

(原子炉隔離時冷却系) 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配

管・弁［流路］ 

主蒸気系配管・弁［流路］ 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配

管・弁・ストレーナ［流路］ 

高圧炉心スプレイ系によ

る原子炉注水 

高圧炉心スプレイ系ポンプ 
(高圧炉心スプレイ系) 

原子炉隔離時冷却系 高圧炉心スプレイ系配管・弁・スト

レーナ・スパージャ［流路］ 

逃がし安全弁 逃がし安全弁（安全弁機能） (逃がし安全弁) 

逃がし安全弁 

逃がし安全弁（自動減圧機能） 

46 

(逃がし安全弁) 

逃がし安全弁（逃がし弁機能） 

［捜査対象弁］ 
(逃がし安全弁) 

自動減圧機能用アキュムレータ (アキュムレータ) 

主蒸気系配管・クエンチャ［流

路］ 
(逃がし安全弁排気管) 

原子炉減圧の自動化 

※ 自動減圧機能付き逃

がし安全弁のみ 

過渡時自動減圧機能 自動減圧系 

逃がし安全弁機能回復 

(代替窒素供給) 

 自動減圧機能付き逃が

し安全弁のみ※ 

自動減圧機能用アキュムレータ［流

路］ 
(アキュムレータ) 

非常用窒素供給系配管・弁［流路］

非常用逃がし安全弁駆動

系による原子炉の減圧 

非常用逃がし安全弁駆動系配管・弁

［流路］ 

（自動減圧機能用アキュムレ

ータ） 

インターフェイスシステ

ムＬＯＣＡ隔離弁 

高圧炉心スプレイ系注入弁 
（高圧炉心スプレイ系注入

弁） 

原子炉各理事冷却系原子炉注入弁 
（原子炉隔離時冷却系原子炉

注入弁） 

低圧炉心スプレイ系注入弁 
（低圧炉心スプレイ系注入

弁） 

残留熱除去系Ａ系注入弁 （残留熱除去系Ａ系注入弁）

残留熱除去系Ｂ系注入弁 （残留熱除去系Ｂ系注入弁）

残留熱除去系Ｃ系注入弁 （残留熱除去系Ｃ系注入弁）
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第 2-1 表 常設重大事故防止設備(3/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

低圧代替注水系(常設)に

よる原子炉注水 

常設低圧代替注水系ポンプ 

47 

留熱除去系(低圧注水系) 

低圧炉心スプレイ系 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系Ｃ系配管・弁［流路］

低圧代替注水系(可搬型)

による原子炉注水 

低圧代替注水系配管・弁・スパージ

ャ［流路］ 

低圧炉心スプレイ配管・弁・スパー

ジャ［流路］ 

残留熱除去系配管・弁・スパージャ

［流路］ 

代替循環冷却系による残

存溶融炉心の冷却 

代替循環冷却系ポンプ 

残留熱除去系（低圧注水系）

低圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系熱交換器 

代替循環冷却系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系配管・弁・ストレーナ

［流路］ 

残留熱除去系（低圧注水

系）による原子炉注水 

残留熱除去系ポンプ 

（残留熱除去系（低圧注水

系）） 

低圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系配管・弁・ストレーナ

［流路］ 

再循環系配管・弁［流路］ 

低圧炉心スプレイ系によ

る原子炉注水 

低圧炉心スプレイ系ポンプ 
残留熱除去系(低圧注水系)

（低圧炉心スプレイ系） 低圧炉心スプレイ系配管・弁・スト

レーナ・スパージャ［流路］ 

残留熱除去系（原子炉停

止時冷却系）による原子

炉除熱 

残留熱除去系ポンプ 

（残留熱除去系（原子炉停止

時冷却系）） 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系配管・弁［流路］ 

再循環系配管・弁［流路］ 
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第 2-1 表 常設重大事故防止設備(4/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

耐圧強化ベント系による

原子炉格納容器内の減圧

及び除熱 

第一弁（Ｓ／Ｃ側） 

48 

残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系） 

第一弁（Ｄ／Ｗ側） 

耐圧強化ベント系一次隔離弁 

耐圧強化ベント系二次隔離弁 

遠隔人力操作機構 

不活性ガス系配管・弁［流路］ 

耐圧強化ベント系配管・弁［流路］

原子炉建屋ガス処理系配管・弁［流

路］ 

残留熱除去系海水系によ

る除熱 

※ 水源は海水を使用 

残留熱除去系海水ポンプ 

（残留熱除去系） 

残留熱除去系海水ストレーナ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系海水系配管・弁［流

路］ 

緊急用海水系による除熱

緊急用海水ポンプ 

残留熱除去系 

緊急用海水ストレーナ 

残留熱除去系熱交換器 

緊急用海水系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系海水系配管・弁［流

路］ 

非常用取水設備 

貯留堰 （貯留堰） 

取水路 （取水路） 

ＳＡ用海水ピット ― 

海水引込み管 ― 

ＳＡ用海水ピット取水塔 ― 

緊急用海水ポンプピット ― 

緊急用海水取水管 ― 

代替循環冷却系による原

子炉格納容器内の除熱 

代替循環冷却系ポンプ 

49 

― 

残留熱除去系熱交換器 

代替循環冷却系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系配管・弁・ストレー

ナ・スプレイヘッダ［流路］ 

原子炉格納容器［注水先］ 

代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）による原子

炉格納容器内の冷却 

常設低圧代替注水系ポンプ 

残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系） 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

代替格納容器スプレイ冷却系配管・

弁［流路］ 

残留熱除去系Ｂ系配管・弁・スプレ

イヘッダ［流路］ 

原子炉格納容器［注水先］ 

代替格納容器スプレイ冷

却系（可搬型）による原

子炉格納容器内の冷却 

可搬型代替注水大型ポンプ 

残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系） 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

代替格納容器スプレイ冷却系配管・

弁［流路］ 

残留熱除去系配管・弁・スプレイヘ

ッダ［流路］ 

原子炉格納容器［注水先］ 
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第 2-1 表 常設重大事故防止設備(5/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却系）による

格納容器内の除熱 

残留熱除去系ポンプ 

49 

（残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却系）） 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系配管・弁・ストレー

ナ・スプレイヘッダ［流路］ 

原子炉格納容器［注水先］ 

残留熱除去系（サプレッ

ション・プール冷却系）

によるサプレッション・

プール水の除熱 

残留熱除去系ポンプ 

（残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール冷却系）） 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系配管・弁・ストレーナ

［流路］ 

格納容器圧力逃がし装置

による原子炉格納容器内

の減圧及び除熱 

フィルタ装置 

50 

― 

第一弁（Ｓ／Ｃ側） ― 

第一弁（Ｄ／Ｗ側） ― 

第二弁 ― 

第二弁バイパス弁 ― 

遠隔人力操作機構 ― 

圧力開放板 ― 

フィルタ装置遮蔽 ― 

配管遮蔽 ― 

不活性ガス系配管・弁［流路］ ― 

耐圧強化ベント系配管・弁［流路］ ― 

格納容器圧力逃がし装置配管・弁

［流路］ 
― 

原子炉格納容器［流路］ ― 

真空破壊弁［流路］ ― 

可搬型代替注水大型ポン

プによる代替燃料プール

注水系（注水ライン）を

使用した使用済燃料プー

ル注水 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

54 

残留熱除去系（使用済燃料プ

ール水の冷却及び補給） 

燃料プール冷却浄化系 

代替燃料プール注水系配管・弁［流

路］ 

常設低圧代替注水系ポン

プによる代替燃料プール

注水系（注水ライン）を

使用した使用済燃料プー

ル注水 

常設低圧代替注水系ポンプ 

残留熱除去系（使用済燃料プ

ール水の冷却及び補給） 

燃料プール冷却浄化系 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

代替燃料プール注水系配管・弁［流

路］ 

常設低圧代替注水系ポン

プによる代替燃料プール

注水系（常設スプレイヘ

ッダ）を使用した使用済

燃料プール注水及びスプ

レイ 

常設低圧代替注水系ポンプ 

燃料プール冷却浄化系 

常設スプレイヘッダ 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

代替燃料プール注水系配管・弁［流

路］ 

可搬型代替注水大型ポン

プによる代替燃料プール

注水系（常設スプレイヘ

ッダ）を使用した使用済

燃料プール注水及びスプ

レイ 

常設スプレイヘッダ 

燃料プール冷却浄化系 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

代替燃料プール注水系配管・弁［流

路］ 
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第2-1表 常設重大事故防止設備(6/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

代替燃料プール冷却

系による使用済燃料

プール冷却 

代替燃料プール冷却系ポンプ 

54 

燃料プール冷却浄化系 

代替燃料プール冷却系熱交換器 

代替燃料プール注水系配管・弁［流路］

燃料プール冷却浄化系配管・弁［流路］

スキマーサージタンク［流路］ 

緊急用海水ポンプ 

残留熱除去系海水系 
緊急用海水ストレーナ［流路］ 

緊急用海水系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系海水系配管・弁［流路］ 

使用済燃料プールの

状態監視 

使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広

域） 

使用済燃料プール水位 

燃料プール冷却浄化系 

使用済燃料プール温度（ＳＡ） 
ポンプ入口温度 

使用済燃料プール温度 

使用済燃料プールエリア放射線モニタ

（高レンジ・低レンジ） 

燃料取替フロア燃料プールエ

リア放射線モニタ 

原子炉建屋換気系燃料取替床

排気ダクト放射線モニタ 

原子炉建屋換気系排気ダクト

放射線モニタ 

使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃

料プール監視カメラ用空冷装置を含む）
― 

重大事故等収束のた

めの水源 

※ 水源としては海

水も使用可能 

代替淡水貯槽 

56 

（サプレッション・プール）
サプレッション・プール 

使用済燃料プール （使用済燃料プール） 

非常用交流電源設備

による非常用所内電

気設備への給電 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 

57 

（２Ｃ・２Ｄ 非常用ディー

ゼル発電機，高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機） 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機用海水ポ

ンプ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機用海水ポ

ンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機用

海水ポンプ 

軽油貯蔵タンク～２Ｃ非常用ディーゼル

発電機 燃料移送ポンプ流路［燃料流

路］ 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ～２Ｃ ディーゼル発電機 燃

料油デイタンク流路［燃料流路］ 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 燃料油

デイタンク～２Ｃ 非常用ディーゼル発

電機流路［燃料流路］ 

軽油貯蔵タンク～２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 燃料移送ポンプ流路［燃料流

路］ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ～２Ｄ ディーゼル発電機 燃

料油デイタンク流路［燃料流路］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

非常用交流電源設備

による非常用所内電

気設備への給電 

（続き） 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料油

デイタンク～２Ｄ 非常用ディーゼル発

電機流路［燃料流路］ 

57 

（２Ｃ・２Ｄ 非常用ディー

ゼル発電機，高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機） 

軽油貯蔵タンク～高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機 燃料移送ポンプ流路

［燃料流路］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

燃料移送ポンプ～高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機 燃料油デイタンク流路

［燃料流路］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

燃料油デイタンク～高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機流路［燃料流路］ 

２Ｃ 非常用ディー絶発電機用海水ポン

プ～２Ｃ 非常用ディーゼル発電機［海

水流路］ 

２Ｄ 非常用ディー絶発電機用海水ポン

プ～２Ｄ 非常用ディーゼル発電機［海

水流路］ 

高圧炉心スプレイ系ディー絶発電機用海

水ポンプ～高圧炉心スプレイ系ディー絶

発電機流路［海水流路］ 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機～Ｍ／Ｃ

２Ｃ電路［交流電路］ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機～Ｍ／Ｃ

２Ｄ電路［交流電路］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電路［交流電路］ 

常設代替交流電源設

備による非常用所内

電気設備への給電 

常設代替高圧電源装置 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 

軽油貯蔵タンク～常設代替高圧電源装置

燃料移送ポンプ流路［燃料流路］ 

常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ～

常設代替高圧電源装置流路［燃料流路］

常設代替高圧電源装置～緊急用断路器電

路［燃料流路］ 

常設代替高圧電源装置～緊急用断路器電

路［燃料流路］ 

緊急用断路器～緊急用Ｍ／Ｃ電路［交流

電路］ 

緊急用Ｍ／Ｃ～Ｍ／Ｃ ２Ｃ電路［交流

電路］ 

緊急用Ｍ／Ｃ～Ｍ／Ｃ ２Ｄ電路［交流

電路］ 

可搬型代替交流電源

設備による非常用所

内電気設備への給電

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電路［交流電路］ 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電路［交流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電路［交流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電路［交流電路］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

所内常設直流電源設

備による給電 

125V蓄電池 Ａ系 

57 

125V系蓄電池 Ａ系 

125V系蓄電池 Ｂ系 

125V系蓄電池 ＨＰＣＳ系 

中性子モニタ用蓄電池 Ａ系

中性子モニタ用蓄電池 Ｂ系

125V蓄電池 Ｂ系 

125V系蓄電池 ＨＰＣＳ系 

中性子モニタ用蓄電池 Ａ系 

中性子モニタ用蓄電池 Ｂ系 

125V系蓄電池 Ａ系～直流125V主母線盤

２Ａ電路［直流電路］ 

125V系蓄電池 Ｂ系～直流125V主母線盤

２Ｂ電路［直流電路］ 

125V系蓄電池 ＨＰＣＳ系～直流125V主

母線盤 ＨＰＣＳ系電路［直流電路］ 

中性子モニタ用蓄電池 Ａ系～直流±

24V 中性子モニタ用分電盤２Ａ電路

［直流電路］ 

中性子モニタ用蓄電池 Ｂ系～直流±

24V 中性子モニタ用分電盤２Ｂ電路

［直流電路］ 

可搬型代替直流電源

設備による非常用所

内電気設備への給電

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

可搬型整流器電路［交流電路］ 

125V系蓄電池 Ａ系 

125V系蓄電池 Ｂ系 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源車接

続盤（西側）電路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤電

路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

可搬型整流器電路［交流電路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源車接

続盤（東側）電路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤電

路［直流電路］ 

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤～

直流125V主母線盤 ２Ａ電路［直流電

路］ 

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤～

直流125V主母線盤 ２Ｂ電路［直流電

路］ 

常設代替交流電源設

備による代替所内電

気設備への給電 

常設代替高圧電源装置 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 

緊急用Ｍ／Ｃ 

軽油貯蔵タンク～常設代替高圧電源装置

燃料移送ポンプ［燃料流路］ 

常設代替高圧電源装置～緊急用断路器電

路［交流電路］ 

緊急用断路器～緊急用Ｍ／Ｃ電路［交流

電路］ 

緊急用Ｍ／Ｃ～緊急用動力変圧器電路

［交流電路］ 

緊急用動力変圧器～緊急用Ｐ／Ｃ電路

［交流電路］ 

緊急用Ｐ／Ｃ～緊急用ＭＣＣ電路［交流

電路］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

常設代替交流電源設

備による代替所内電

気設備への給電 

（続き） 

緊急用ＭＣＣ～緊急用直流125V充電器電

路［交流電路］ 

57 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 

緊急用ＭＣＣ～緊急用電源切替盤電路

［交流電路］ 

緊急用直流125V系充電器～緊急用直流

125V主母線盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用直流

125VＭＣＣ電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用125V計

装分電盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125VＭＣＣ～緊急用電源切替

盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V計装分電盤～緊急用電源

切替盤電路［直流電路］ 

可搬型代替交流電源

設備による代替所内

電気設備への給電 

緊急用Ｐ／Ｃ 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

緊急用Ｐ／Ｃ電路［交流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

緊急用Ｐ／Ｃ電路［交流電路］ 

緊急用Ｐ／Ｃ～緊急用ＭＣＣ電路［交流

電路］ 

緊急用ＭＣＣ～緊急用直流125V充電器電

路［交流電路］ 

緊急用ＭＣＣ～緊急用電源切替盤電路

［交流電路］ 

緊急用直流125V充電器～緊急用直流125V

主母線盤電路［交流電路］ 

緊急用125V主母線盤～緊急用直流125VＭ

ＣＣ電路［直流電路］ 

緊急用125V主母線盤～緊急用直流125V計

装分電盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125VＭＣＣ～緊急用電源切替

盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V計装分電盤～緊急用電源

切替盤電路［直流電路］ 

常設代替直流電源設

備による代替所内電

気設備への給電 

緊急用125V系蓄電池 

125V系蓄電池 Ａ系 

125V系蓄電池 Ｂ系 

緊急用直流125V主母線盤 

緊急用125V系蓄電池～緊急用直流125V主

母線盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用直流

125VＭＣＣ電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用直流

125V計装分電盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125VＭＣＣ～緊急用電源切替

盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V計装分電盤～緊急用電源

切替盤電路［直流電路］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

可搬型代替直流電源

設備による代替所内

電気設備への給電 

緊急用直流125V主母線盤 

57 

125V系蓄電池 Ａ系 

125V系蓄電池 Ｂ系 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

可搬型整流器電路［交流電路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源車接

続盤（西側）電路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（西側）～

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤電

路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

可搬型整流器電路［交流電路］ 

可搬型整流器～可搬型代替低圧電源車接

続盤（東側）電路［直流電路］ 

可搬型代替低圧電源車接続盤（東側）～

可搬型代替直流電源設備用電源切替盤電

路［直流電路］ 

可搬型代替直流設備用電源切替盤～緊急

用直流125V主母線盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用直流

125VＭＣＣ電路［直流電路］ 

緊急用直流125V主母線盤～緊急用直流

125V計装分電盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125VＭＣＣ～緊急用電源切替

盤電路［直流電路］ 

緊急用直流125V計装分電盤～緊急用電源

切替盤電路［直流電路］ 

可搬型設備用軽油タ

ンクから各機器への

給油 

可搬型設備用軽油タンク 軽油貯蔵タンク 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 燃料移送ポンプ 可搬型代替低圧電源車［燃料給油先］ 

軽油貯蔵タンクから

常設代替高圧電源装

置への給電 

軽油貯蔵タンクから

常設代替高圧電源装

置への給電 

軽油貯蔵タンク 

軽油貯蔵タンク 

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 燃料移送ポンプ 

常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ 

軽油貯蔵タンク～常設代替高圧電源装置

燃料移送ポンプ流路［燃料流路］ 

常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ～

常設代替高圧電源装置流路［燃料流路］

常設代替高圧電源装置［燃料補給先］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

軽油貯蔵タンクから

２Ｃ・２Ｄ 非常用

ディーゼル発電機及

び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機

への給油 

軽油貯蔵タンク 

57 

（軽油貯蔵タンク，２Ｃ・２

Ｄ 非常用ディーゼル発電機

燃料移送ポンプ） 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ 

高圧炉心スプレイ系シー絶発電機 燃料

移送ポンプ 

軽油貯蔵タンク～２Ｃ 非常用ディーゼ

ル発電機 燃料移送ポンプ流路［燃料流

路］ 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ～２Ｃ 非常用ディーゼル発電

機 燃料油デイタンク流路［燃料流路］

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機 燃料油

デイタンク～２Ｃ 非常用ディーゼル発

電機流路［燃料流路］ 

軽油貯蔵タンク～２Ｄ 非常用ディーゼ

ル発電機 燃料移送ポンプ流路［燃料流

路］ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移

送ポンプ～２Ｄ 非常用ディーゼル発電

機 燃料油デイタンク流路［燃料流路］

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料油

デイタンク～２Ｄ 非常用ディーゼル発

電機流路［燃料流路］ 

軽油貯蔵タンク～高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機 燃料移送ポンプ流路

［燃料流路］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

燃料移送ポンプ～高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機 燃料油デイタンク流路

［燃料流路］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

燃料油デイタンク～高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機流路［燃料流路］ 

２Ｃ 非常用ディーゼル発電機［燃料給

油先］ 

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機［燃料補

給先］ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

［燃料補給先］ 
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常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設※1 系統機能 主要設備 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度 

58 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

残留熱除去系熱交換器入口温度

原子炉圧力容器内の圧力

原子炉圧力 

 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉圧力容器温度 

原子炉圧力(ＳＡ) 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉圧力 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉圧力容器温度 

原子炉圧力容器内の水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

高圧代替注水系系統流量 

低圧代替注水系原子炉注水流量

代替循環冷却系原子炉注水流量

原子炉隔離時冷却系系統流量

高圧炉心スプレイ系系統流量

残留熱除去系系統流量 

低圧炉心スプレイ系系統流量

原子炉圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

高圧代替注水系系統流量 

低圧代替注水系原子炉注水流量

代替循環冷却系原子炉注水流量

原子炉隔離時冷却系系統流量

高圧炉心スプレイ系系統流量

残留熱除去系系統流量 

低圧炉心スプレイ系系統流量

原子炉圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

※1:主要設備の計測が困難となった場合の代替監視パラメータ 
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第2-1表 常設重大事故防止設備(13/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設※1 系統機能 主要設備 

原子炉圧力容器への注水

量 

高圧代替注水系系統流量 

58 

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

低圧代替注水系原子炉注水流量 

代替淡水貯槽水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

代替循環冷却系原子炉注水流量 

主要パラメータの他チャンネル

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉隔離時冷却系系統流量 

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

高圧炉心スプレイ系系統流量 

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

残留熱除去系系統流量 

主要パラメータの他チャンネル

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

低圧炉心スプレイ系系統流量 

サプレッション・プール水位

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉格納容器への注水

量 

低圧代替注水系格納容器スプレイ

流量 

代替淡水貯槽水位 

西側淡水貯水設備水位 

サプレッション・プール水位

※1:主要設備の計測が困難となった場合の代替監視パラメータ 
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第 2-1 表 常設重大事故防止設備(14/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設※1 系統機能 主要設備 

原子炉格納容器内の温度

ドライウェル雰囲気温度 

58 

主要パラメータの他チャンネル

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

サプレッション・チェンバ雰囲気

温度 

主要パラメータの他チャンネル

サプレッション・プール水温度

サプレッション・チェンバ圧力

サプレッション・プール水温度 

主要パラメータの他チャンネル

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

原子炉格納容器内の圧力

ドライウェル圧力 
サプレッション・チェンバ圧力

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ圧力 

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

サプレッション・プール水温度

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位 

低圧代替注水系原子炉注水流量

低圧代替注水系格納容器スプレ

イ流量 

低圧代替注水系格納容器下部注

水流量 

代替淡水貯槽水位 
西側淡水貯水設備水位 

ドライウェル圧力 

プレッション・チェンバ圧力代

原子炉格納容器内の水素

濃度 
格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

格納容器雰囲気放射線モニタ

（Ｄ／Ｗ） 

格納容器雰囲気放射線モニタ

（Ｓ／Ｃ） 

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

原子炉格納容器内の放射

線量率 

格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ

／Ｗ） 

主要パラメータの他チャンネル

格納容器雰囲気放射線モニタ

（Ｓ／Ｃ） 

格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ

／Ｃ） 

主要パラメータの他チャンネル

格納容器雰囲気放射線モニタ

（Ｄ／Ｗ） 

未臨界の監視 

起動領域計装 
主要パラメータの他チャンネル

平均出力領域計装 

平均出力領域計装 
主要パラメータの他チャンネル

起動領域計装 

最終ヒートシンクの確保

（格納容器圧力逃がし装

置） 

フィルタ装置水位 

フィルタ装置圧力 

フィルタ装置スクラビング水温度

フィルタ装置出口放射線モニタ

（高レンジ・低レンジ） 

フィルタ装置入口水素濃度 

主要パラメータの他チャンネル

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

最終ヒートシンクの確保

（耐圧強化ベント系） 
耐圧強化ベント系放射線モニタ 

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

ドライウェル圧力 

サプレッション・チェンバ圧力

※1:主要設備の計測が困難となった場合の代替監視パラメータ  
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第 2-1 表 常設重大事故防止設備(15/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設※1 系統機能 主要設備 

最終ヒートシンクの確保

（代替循環冷却系） 

サプレッション・プール水温度 

代替循環冷却系ポンプ入口温度 

代替循環冷却系原子炉注水流量 

代替循環冷却系格納容器スプレイ

流量 

58 

主要パラメータの他チャンネル

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

最終ヒートシンクの確保

（残留熱除去系） 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

残留熱除去系熱交換器出口温度 

残留熱除去系系統流量 

残留熱除去系海水系系統流量 

緊急用海水系流量（残留熱除去系

熱交換器） 

緊急用海水系流量（残留熱除去系

補機） 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉圧力容器温度 

ドライウェル雰囲気温度 

サプレッション・チェンバ雰囲

気温度 

サプレッション・プール水温度

格納容器バイパスの監視

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

主要パラメータの他チャンネル

ドライウェル雰囲気温度 

ドライウェル圧力 

ドライウェル雰囲気温度 

ドライウェル圧力 

主要パラメータの他チャンネル

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

水源の確認（１／２） 

サプレション・プール水位 

高圧代替注水系系統流量 

代替循環冷却系原子炉注水流量

原子炉隔離時冷却系系統流量

高圧炉心スプレイ系系統流量

残留熱除去系系統流量 

低圧炉心スプレイ系系統流量

常設高圧代替注入系ポンプ吐出

圧力 

代替循環冷却系ポンプ吐出圧力

原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出

圧力 

高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出

圧力 

残留熱除去系ポンプ吐出圧力

低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出

圧力 

代替淡水貯槽水位 

低圧代替注水系原子炉注水流量

低圧代替注水系格納容器スプレ

イ流量 

低圧代替注水系格納容器下部注

水流量 

常設低圧代替注入系ポンプ吐出

圧力 

※1:主要設備の計測が困難となった場合の代替監視パラメータ  
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第2-1表 常設重大事故防止設備(16/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設※1 系統機能 主要設備 

水源の確認（２／２） 西側淡水貯水設備水位 

58 

低圧代替注水系原子炉注水流量

低圧代替注水系格納容器スプレ

イ流量 

低圧代替注水系格納容器下部注

水流量 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

サプレッション・プール水位

使用済燃料プールの監視

使用済燃料プール水位・温度（Ｓ

Ａ広域） 

使用済燃料プール温度（ＳＡ）

使用済燃料プールエリア放射線

モニタ（高レンジ・低レンジ）

使用済燃料プール監視カメラ

使用済燃料プール温度（ＳＡ） 使用済燃料プール水位・温度

（ＳＡ広域） 

使用済燃料プールエリア放射線

モニタ（高レンジ・低レンジ）

使用済燃料プール監視カメラ

使用済燃料プールエリア放射線モ

ニタ（高レンジ・低レンジ） 

使用済燃料プール水位・温度

（ＳＡ広域） 

使用済燃料プール温度（ＳＡ）

使用済燃料プール監視カメラ

使用済燃料プール監視カメラ（使

用済燃料プール監視カメラ用空冷

装置を含む） 

使用済燃料プール水位・温度

（ＳＡ広域） 

使用済燃料プール温度（ＳＡ）

使用済燃料プールエリア放射線

モニタ（高レンジ・低レンジ）

その他 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 ― 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 ― 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 ― 

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 ― 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 ― 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 ― 

緊急用Ｐ／Ｃ電圧 ― 

直流125V主母線盤 ２Ａ電圧 ― 

直流125V主母線盤 ２Ｂ電圧 ― 

直流125V主母線盤 ＨＰＣＳ電圧 ― 

中性子モニタ用蓄電池 Ａ系電圧 ― 

中性子モニタ用蓄電池 Ｂ系電圧 ― 

緊急用直流125V主母線盤電圧 ― 

ほう酸水注入ポンプ吐出圧力 ― 

非常用窒素供給系供給圧力 ― 

非常用窒素供給系高圧窒素ボンベ

圧力 

― 

非常用逃がし安全弁駆動系供給圧

力 

 

非常用逃がし安全弁駆動系窒素ボ

ンベ圧力 
― 

※1:主要設備の計測が困難となった場合の代替監視パラメータ 
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第2-1表 常設重大事故防止設備(17/17) 

常設重大事故防止設備 
関連条文

代替する機能を有する 

設計基準対象施設 系統機能 主要設備 

中央制御室換気系及び原

子炉建屋ガス処理系によ

る居住性の確保 

中央制御室遮蔽 

59 

(中央制御室遮蔽) 

中央制御室換気系空気調和機ファン

（中央制御室換気系） 

中央制御室換気系フィルタ系ファン

中央制御室換気系給排気隔離弁 

中央制御室換気系排煙装置隔離弁 

中央制御室換気系フィルタユニット

中央制御室換気系ダクト・ダンパ

［流路］ 

緊急時対策所用発電機に

よる給電 

緊急時対策所用発電機 

61 外― 

緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タ

ンク 

緊急時対策所用発電機給油ポンプ 

緊急時対策所用Ｍ／Ｃ 

緊急時対策所用Ｍ／Ｃ電圧計 

緊急時対策所用発電機燃料移送配

管・弁 

緊急時対策所用発電機～緊急時対

策所用Ｍ／Ｃ電路 

発電所内の通信連絡 

衛星電話設備(固定型) 

62 

送受話器（ページング） 

電力保安通信用電話設備（固

定電話機，ＰＨＳ端末及びＦ

ＡＸ） 

専用接続箱～専用接続箱電路［伝送

路］ 

衛星電話設備（屋外アンテナ）［伝

送路］ 

衛星制御装置［伝送路］ 

衛星電話設備（固定型）～衛星電話

設備（屋外アンテナ）電路［伝送

路］ 
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  第2-1表の設備のうち，配管，手動弁，逆止弁，スパージャ，スプレイヘ

ッダ,ストレーナ，クエンチャ，アキュムレータ，熱交換器，発火性・引火

性物質を内包しないタンク，代替淡水貯槽，サプレッション・プール，スキ

マーサージタンク，非常用取水設備，原子炉圧力容器，格納容器，使用済燃

料貯蔵プール，遮蔽は金属等の不燃性材料で構築されていること，内部の液

体の漏えいを防止するためのパッキンが装着されている場合でもパッキン類

のシート面は機器内の液体と接触しており大幅な温度上昇は考えにくいこと

から，火災発生のおそれはない。また，逃がし安全弁・真空破壊弁について

は，原子炉運転中は窒素封入された原子炉格納容器内に設置されていること

から，火災発生のおそれはない。すなわち，2.2.(1)①において安全機能が

喪失しないと判断する。 

  上記以外の常設重大事故防止設備について，当該設備の機能と，当該設備

が代替する機能を有する設計基準対象施設の安全機能が火災によって同時に

喪失しないことを以下に示す。 
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 (1) 代替制御棒挿入機能，代替原子炉再循環ポンプトリップ機能，ほう酸水

注入系[44条] 

   代替制御棒挿入機能，代替原子炉再循環ポンプトリップ機能及びほう酸

水注入系は重大事故時に原子炉の緊急停止機能及び未臨界維持機能を代替

するための常設設備である。また，代替制御棒挿入機能が代替する機能を

有する設計基準対象施設は「原子炉緊急停止系」であり，代替原子炉再循

環ポンプトリップ機能及びほう酸水注入系が代替する機能を有する設計基

準対象施設は「原子炉緊急停止系」，「制御棒」及び「制御棒駆動水圧系

水圧制御ユニット」である。 

   原子炉緊急停止系の機器等のうち，制御棒，制御棒案内管，制御棒駆動

機構，制御棒カップリング，制御棒駆動機構カップリング，制御棒駆動機

構ラッチ機構，制御棒駆動機構ハウジングについては，原子炉圧力容器内

又は原子炉格納容器内に設置されており，不燃性材料で構成されているこ

とから，火災により本機能に影響が及ぶおそれはない。 

   また，制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットについては，フェイルセーフ

設計となっており，火災によって電磁弁のケーブルが損傷した場合，ある

いはスクラム弁・スクラムパイロット弁のダイヤフラム等が機能喪失した

場合も，スクラム弁が「開」動作しスクラムすることから，火災により本

機能に影響が及ぶおそれはない。さらに，万一火災によってケーブルが損

傷し，すべての電磁弁が無励磁とならない場合においても，電磁弁の電源

をOFFとすることによってスクラム弁を「開」動作しスクラムさせること

ができる。 

   一方，ほう酸水注入系については原子炉建屋原子炉棟5階に設置されて

おり，未臨界維持機能として同等の機能を有している制御棒駆動機構(水

圧制御ユニットは原子炉建屋原子炉棟3階に設置，制御棒駆動機構は原子
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炉格納容器内に設置)と位置的分散を図り，火災に対する影響軽減対策を

実施している。 

(第3－1，2図) 

加えて，火災の発生防止対策として難燃ケーブルの使用，過電流による

過熱防止対策を講じる設計とする。また，感知・消火対策として，異なる

2種類の感知器，局所固定式ガス消火設備及び消防法に基づく消火設備を

設置する設計とする。 

   以上より，原子炉の緊急停止機能，未臨界維持機能は火災によって影響

を受けないことから，代替制御棒挿入機能，代替原子炉再循環ポンプトリ

ップ機能，ほう酸水注入系のいずれかに単一の火災が発生した場合でも，

原子炉の緊急停止機能及び未臨界維持機能すなわち，原子炉緊急停止系と

代替制御棒挿入機能，代替原子炉再循環ポンプトリップ機能，ほう酸水注

入系は，同時にすべて喪失することなく確保できる。すなわち，2.2.(1)

①②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第3－1図 水圧制御ユニット，ほう酸水注入系の概要図 
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第3－2図 ほう酸水注水系と水圧制御ユニットの配置 
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 (2) 高圧代替注水系[45条] 

   高圧代替注水系は重大事故時に炉心に高圧注水するための常設設備であ

り，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施設は「高圧炉心スプ

レイ系」及び「原子炉隔離時冷却系」である。 

   高圧代替注水系，高圧炉心スプレイ系，原子炉隔離時冷却系とも，火災

の発生防止対策として難燃ケーブルの使用，過電流による過熱防止対策等

を講じる設計とする。また，感知・消火対策として異なる2種類の感知器

及び煙の充満により消火困難となる場所に固定式ガス消火設備を設置する

設計とする。さらに，高圧代替注水系，原子炉隔離時冷却系と高圧炉心ス

プレイ系は異なる区分の火災区域に設置されている。加えて，高圧代替注

水系と高圧炉心スプレイ系はそれぞれ異なる流路を使用する。 

(第4－1，4－2図) 

   以上より，単一の火災によって高圧代替注水系と原子炉隔離時冷却系，

高圧炉心スプレイ系の安全機能は，同時に喪失することなく確保できる設

計とする。すなわち，2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと

判断する。 
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第4－1図 高圧代替注水系，原子炉隔離時冷却系，高圧炉心スプレイ系の 

系統概略図 
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第4－2図 高圧代替注水系，高圧炉心スプレイ注水系，原子炉隔離時冷却系の

配置 
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 (3) 過渡時自動減圧機能[46条] 

   過渡時自動減圧機能は重大事故等時に原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧するための常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基準

対象施設は「自動減圧系」である。 

   過渡時自動減圧機能，自動減圧系については，火災の発生防止対策とし

て難燃ケーブルの使用，過電流による過熱防止対策等を講じる設計とする。

また，感知・消火対策として，複数の感知器及び煙の充満により消火困難

となる場所に固定式ガス消火設備を設置する設計とする。 

さらに，過渡時自動減圧機能の論理回路は，自動減圧系の論理回路とは

別に設けるとともに，多重化，位置的分散（区分Ⅰ，Ⅱ）を図る設計とす

る。検出器（原子炉水位異常低下（レベル1），残留熱除去系ポンプ吐出

圧力確立及び低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力確立）からの入力信号に

ついては共有しているが，自動減圧系と隔離装置を用いて信号を分離し，

自動減圧系への悪影響を与えない設計とする。また，論理回路からの作動

用電磁弁制御信号についても共用しているが，自動減圧系と隔離装置を用

いて分離し，自動減圧系への悪影響を与えない設計とする。 

 (第5－1～5－4図) 

   以上より，単一の火災によって代替自動減圧機能と自動減圧系の安全機

能は，同時に喪失することなく確保できる設計とする。また，消火設備に

ついてもそれぞれ分散して設置する。すなわち，2.2.(1)②において安全

機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第5－1図 自動減圧系と過渡時自動減圧系の論理回路概要図 
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第5－2図 過渡時自動減圧系の伝送器の配置 
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第5－3図 過渡時自動減圧系の伝送器の配置 
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第5－4図 過渡時自動減圧系・自動減圧系の中央制御室における配置 
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 (4) 低圧代替注水系（常設）[47条] 

   低圧代替注水系（常設）は重大事故時に炉心に低圧注水するための常設

設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施設は「残留

熱除去系（低圧注水系）」及び「低圧炉心スプレイ系」である。 

(第6－1図) 

   低圧代替注水系（常設）の主要設備を第2-2表に示す。 

 

第2-2表 低圧代替注水系（常設）の主要設備について 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準対象施設 

― ・低圧代替注水系（常設） 

・低圧炉心スプレイ系 

・残留熱除去系（低圧注水

系） 

ポンプ ・常設低圧代替注水系ポンプ 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ 

・残留熱除去系ポンプ（低圧

注水系） 

電動弁 

（状態表示を含む）

・ 残留熱除去系Ｃ系注入弁 

・低圧代替注水系（Ａ）隔離弁 

・低圧代替注水系流量調整弁 

・低圧炉心スプレイ系注入弁 

・残留熱除去系Ａ系注入弁 

・残留熱除去系Ｂ系注入弁 

・残留熱除去系Ｃ系注入弁 

監視計器 

・低圧代替注水系原子炉注水流量

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出

圧力 

・原子炉水位（広帯域・燃料域）

・原子炉水位（SA広帯域・SA燃料

域） 

・原子炉圧力 

・原子炉圧力（SA） 

・代替淡水貯槽水位 

・残留熱除去系系統流量 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧

力 

 

   低圧代替注水系（常設）のポンプ（常設低圧代替注水系ポンプ）につい

ては，地下式の常設低圧代替注水系格納槽に設置し，残留熱除去系のポン
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プ（残留熱除去系ポンプ）については，原子炉建屋原子炉棟に設置するこ

とにより位置的分散を図る。 

   低圧代替注水系（常設）は，第6－2図のとおり屋外に設置する常設代替

交流電源設備から代替所内電源設備を経由し，低圧炉心スプレイ系及び残

留熱除去系（低圧注水系）は，第6－2図のとおり原子炉建屋附属棟地下１

階に設置する非常用ディーゼル発電機から非常用所内電気設備を経由して

電源を受電できる設計とすることで，常設代替高圧原電設備と非常用ディ

ーゼル発電機，代替所内電気設備と非常用所内電気設備とは，それぞれ位

置的分散を図る。また，低圧代替注水系（常設）使用時の機器への電路と

低圧炉心スプレイ系及び残留熱除去系（低圧注水系）使用時の機器への電

路とは，米国電気電子工学学会(IEEE)規格384(1992年版)の分離距離を確

保することにより独立性を有する設計とする。 

(第6－2～6－4図) 

以上より，単一の火災によって低圧代替注水系（常設）と残留熱除去系

（低圧注水系）の安全機能は，同時に喪失することなく確保できる設計と

する。また，消火設備についてもそれぞれ分散して設置している。すなわ

ち，2.2(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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共 7-56 

 

第6－2図 低圧代替注水系（常設），残留熱除去系（低圧注水系）及び 

低圧炉心スプレイ系の配置  

263
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第6－3図 電源構成図（交流電源）(1/2) 

  

264
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第6－4図 電源構成図（交流電源）(2/2) 
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 (5) 緊急用海水系[48 条] 

   緊急用海水系は重大事故時に最終ヒートシンクへ熱を輸送するための重

大事故防止設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施

設は「残留熱除去系海水系」である。 

（第7－1図） 

   緊急用海水系の主要設備を第2-3表に示す。 

 

第2-3表 緊急用海水系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準対象施設 

― ・緊急用海水系 ・残留熱除去系海水系 

ポンプ ・緊急用海水ポンプ ・残留熱除去系海水ポンプ 

熱交換器 ・残留熱除去系熱交換器 ・残留熱除去系熱交換器 

 

   緊急用海水系のうち，配管・手動弁，残留熱除去系熱交換器については，

不燃性材料で構築されていることから，火災発生のおそれはない。すなわ

ち，2.2.(1)①において安全機能が喪失しないと判断する。 

   緊急用海水ポンプについては，地下式の緊急用海水ポンプピットに設置

し，残留熱除去系海水ポンプについては，屋外開放の海水ポンプ室に２区

分に分離して設置することにより位置的分散を図る。 

   また，緊急用海水系は，緊急用海水ポンプ，配管・弁及び残留熱除去熱

交換器で構成し，地下埋設の格納槽に設置する設計とすることから，残留

熱除去系海水系の機器の電路へ影響を及ぼさない設計とする。 

（第7－2～7－4図） 
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共 7-60 

   以上より，単一の火災によって緊急用海水系と残留熱除去系海水系の安

全機能は，同時に喪失することなく確保できる設計とする。すなわち，

2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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 機器名称  機器名称 

① 緊急用海水ポンプ(Ａ) ⑦ 緊急用海水系代替ＦＰＣ系隔離弁 

② 緊急用海水ポンプ(Ｂ) ⑧ 緊急用海水系代替ＦＰＣ系出口弁（Ａ）系 

③ 緊急用海水系ＲＨＲ（Ａ）系熱交換器隔離弁 ⑨ 緊急用海水系代替ＦＰＣ系出口弁（Ｂ）系 

④ 緊急用海水系ＲＨＲ（Ｂ）系熱交換器隔離弁 ⑩ 残留熱除去系－緊急用海水系系統分離弁（Ａ）系 

⑤ 緊急用海水系ＲＨＲ（Ａ）系補機隔離弁 ⑪ 残留熱除去系－緊急用海水系系統分離弁（Ｂ）系 

⑥ 緊急用海水系ＲＨＲ（Ｂ）系補機隔離弁   

 

第7-1図 緊急用海水系系統概要図 
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第7－2図 残留熱除去系海水系の配置 
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第 7－3 図 電源構成図（交流電源）（1／2） 
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第7－4図 電源構成図（交流電源）（2／2） 
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 (6) 耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置[48条] 

   耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置は重大事故時に原子炉格納

容器内を冷却するための常設設備であり，当該設備が代替する機能を有す

る設計基準対象施設は「残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）」であ

る。 

(第8－1，8－2図) 

   耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置の主要設備を第2-4表に示

す。 

 

第2-4表 耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置の主要設備について 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準対象施設 

・耐圧強化ベント系 

・格納容器圧力逃がし装置 

・耐圧強化ベント系 

・フィルタ装置 

・残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系） 

電動弁 

(状態表示を含む） 
― 

・残留熱除去系格納容器 

冷却流量調整弁 

・残留熱除去系格納容器 

冷却ライン隔離弁 

・残留熱除去系サプレッション

・チェンバスプレイ注入弁 

監視計器 

・耐圧強化ベント系放射線モニ

タ 

・フィルタ装置圧力 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置スクラビング水

温度 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・フィルタ装置出口放射線モニ

タ（高レンジ・低レンジ） 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰

囲気温度 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧

力 

・残留熱除去系系統流量 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力
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   耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置，残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却系）とも，火災の発生防止対策として難燃ケーブルの使用，

過電流による過熱防止対策を講じる設計とする。また，感知・消火対策と

して異なる2種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる場所には固

定式ガス消火設備を設置する設計とする。 

耐圧強化ベント系，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）は原子炉

建屋原子炉棟に設置，格納容器圧力逃がし装置は原子炉建屋外に設置する

ことにより，位置的分散を図るとともに，格納容器圧力逃がし装置のケー

ブルは電線管に布設し，他の系統のケーブルと分離する。 

(第8－3～8－6図) 

   耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置の電動弁及び電磁弁は，常

設代替交流電源設備から代替所内電気設備を経由し電源を受電する。一方，

電源が喪失した場合を想定し，動作原理の異なる多様性を有した駆動方式

である人力にて開閉操作が可能な設計とする。 

   耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし装置のドレンポンプ及び監視計

器は，屋外に設置する常設代替交流電源設備から代替所内電気設備を経由

し，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）は，第16図のとおり原子炉

建屋原子炉棟地下１階に設置する非常用ディーゼル発電機から非常用所内

電気設備を経由して電力を受電できる設計とすることで，常設代替交流電

源設備と非常用ディーゼル発電機，代替所内電気設備と非常用所内電気設

備とは，それぞれ位置的分散を図る。また，耐圧強化ベント系，格納容器

圧力逃がし装置使用時の機器への電路と格納容器スプレイ冷却系使用時の

機器への電路とは，米国電気電子工学学会(IEEE)規格384(1992年版)の分

離距離を確保することにより独立性を有する設計とする。 

(第8－7，8－8図) 
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   以上より，単一の火災によって耐圧強化ベント系，格納容器圧力逃がし

装置，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）の安全機能は，同時に喪

失することなく確保できる設計とする。また，消火設備についてもそれぞ

れ分散して設置する設計とする。すなわち，2.2.(1)②において安全機能

が同時に喪失しないと判断する。  
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 機器名称  機器名称 

① 第一弁(Ｓ／Ｃ側) ⑦ 換気空調系一次隔離弁 

 ② 第一弁(Ｄ／Ｗ側) ⑧ 換気空調系二次隔離弁 

③ 二次隔離弁 ⑨ 原子炉建屋ガス処理系一次隔離弁 

④ 二次隔離弁バイパス弁 ⑩ 原子炉建屋ガス処理系二次隔離弁 

⑤ 耐圧強化ベント系一次隔離弁 ⑪ 非常用ガス処理系フィルタ装置出口隔離弁Ａ 

⑥ 耐圧強化ベント系二次隔離弁 ⑫ 非常用ガス処理系フィルタ装置出口隔離弁Ｂ 

 

第8-1図 耐圧強化ベント系 系統概要図 
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第8-2図 格納容器圧力逃がし装置 系統概要図 
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共 7-70 

 

第8－3図 残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却系),耐圧強化ベント系の配置 

（1／4） 
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共 7-71 

 

 

第 8－4 図 残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却系),耐圧強化ベント系の配置 

（2／4） 
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共 7-72 

 

第 8－5 図 残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却系),耐圧強化ベント系の配置 

（3／4） 
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共 7-73 

 

 

第8－6図 残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却系),耐圧強化ベント系の配置 

（4／4） 
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共 7-74 

 

 

 

第 8－7 図 電源構成図（交流電源）（1／2） 
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共 7-75 

 

第8－8図 電源構成図（交流電源）（2／2） 
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共 7-76 

 (7) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）[49条] 

   代替格納容器スプレイ冷却系（常設）は重大事故時に原子炉格納容器内

を冷却するための常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計

基準対象施設は「残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）」である。 

(第9－1図) 

   代替格納容器スプレイ冷却系（常設）の主要設備を第2-5表に示す。 

 

第2-5表 代替格納容器スプレイ冷却系の主要設備について 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準対象施設 

― 
・代替格納容器スプレイ冷却系

（常設） 

・残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系） 

ポンプ ・常設低圧代替注水系ポンプ ・残留熱除去系ポンプ 

電動弁 

（状態表示を含む） 

・残留熱除去系Ａ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ａ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ｂ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ｂ系格納容器ス

プレイ弁 

・代替格納容器スプレイ冷却系

隔離弁Ａ 

・残留熱除去系Ａ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ａ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ａ系テストライ

ン弁 

・残留熱除去系Ｂ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ｂ系格納容器ス

プレイ弁 

・残留熱除去系Ａ系テストライ

ン弁 

監視計器 

・低圧代替注水系格納容器スプ

レイ流量 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐

出圧力 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰

囲気温度 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧

力 

・代替淡水貯槽水位 

・残留熱除去系系統流量 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力
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共 7-77 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設），残留熱除去系（格納容器スプレ

イ冷却系）とも，火災の発生防止対策として難燃ケーブルの使用，過電流

による過熱防止対策を講じている。また，感知・消火対策として異なる2

種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる場所に固定式ガス消火設

備を設置している。さらに，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）のポン

プは地下に埋設された常設低圧代替注水系格納槽内に設置し，残留熱除去

系（格納容器スプレイ冷却系）のポンプは原子炉建屋原子炉棟に設置する

ことで，位置的分散を図る。 

(第9－2図) 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）は，第9－3図のとおり屋外に設置

する常設代替交流電源設備から代替所内電気設備を経由し，残留熱除去系

（格納容器スプレイ冷却系）は，第9－3図のとおり原子炉建屋附属棟地下

１階に設置する非常用ディーゼル発電機から非常用所内電気設備を経由し

て電源を受電できる設計とすることで，常設代替交流電源設備と非常用デ

ィーゼル発電機，代替所内電気設備と非常用所内電気設備とは，それぞれ

位置的分散を図る。また，代替格納容器スプレイ冷却系使用時の機器への

電路と残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）使用時の機器への電路と

は，米国電気電子工学学会(IEEE)規格384(1992年版)の分離距離を確保す

ることにより，独立性を有する設計とする。 

(第9－3，9－4図) 

以上より，単一の火災によって代替格納容器スプレイ冷却系（常設），

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）の安全機能は，同時に喪失する

ことなく確保できる設計とする。すなわち，2.2.(1)②において安全機能

が同時に喪失しないと判断する。 
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共 7-79 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9－2 図 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）， 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）の配置 
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共 7-80 

 

 

第 9-3 図 電源構成図（交流電源）（1／2） 
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共 7-81 

 

第9-4図 電源構成図（交流電源）（2／2） 
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 (8) 代替燃料プール注水系及び代替燃料プール冷却系[54条] 

   代替燃料プール注水系及び代替燃料プール冷却系は重大事故時に使用済

燃料プールを冷却するための重大事故防止設備であり，当該設備を代替す

る機能を有する設計基準対象施設は「残留熱除去系（使用済燃料プール水

の冷却及び補給）」及び「燃料プール冷却浄化系」である。 

（第10－1～10－3図） 

   代替燃料プール注水系の常設のもののうち，常設低圧代替注水系ポン

プ・配管・手動弁・常設スプレイヘッダについては，不燃性材料で構築さ

れていることから，火災発生のおそれはない。すなわち，2.2.(1)①にお

いて安全機能が喪失しないと判断する。 

   代替燃料プール冷却系の常設のもののうち，代替燃料プール冷却系ポン

プ・代替燃料プール冷却系熱交換器・配管・手動弁・ストレーナ・スキマ

ーサージタンクについては，不燃性材料で構築されていることから，火災

発生のおそれはない。すなわち，2.2.(1)①において安全機能が喪失しな

いと判断する。 

代替燃料プール注水系及び代替燃料プール冷却系，残留熱除去系並びに

燃料プール冷却浄化系とも，火災の発生防止対策として難燃ケーブルの使

用，過電流による過熱防止対策等を講じる設計とする。また，感知・消火

対策として異なる2種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる場所

に固定式ガス消火設備を設置する。 

   さらに，代替燃料プール注水系及び代替燃料プール冷却系と，残留熱除

去系及び燃料プール冷却浄化系は原子炉建屋原子炉棟内のそれぞれ異なる

区画に配置し位置的分散を図る。 

（第10－4～10－6図） 

   以上より，単一の火災によって代替燃料プール注水系及び代替燃料プー
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ル冷却系と，残留熱除去系及び燃料プール冷却浄化系の安全機能は，同時

に喪失することなく確保できる設計とする。すなわち，2.2.(1)②におい

て安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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共 7-84 

 

第10－1図 代替燃料プール注水系（注水ライン）の系統概略図（1/3） 

 

 

第10－2図 代替燃料プール注水系（常設スプレイヘッダ）の系統概略図

（2/3）  
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共 7-85 

 

第 10－3 図 代替燃料プール冷却系と残留熱除去系及び燃料プール冷却浄化系

の系統概略図（3/3） 
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共 7-86 

 

 

 

 

第 10－4 図 代替燃料プール冷却系の配置 
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共 7-87 

 

 

第 10－5 図 残留熱除去系の配置 
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共 7-88 

 

 

 

 

第 10－6 図 代替燃料プール冷却系と燃料プール冷却浄化系の配置 
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共 7-89 

 (9) 使用済燃料プールの監視設備[54条] 

   使用済燃料プールの監視設備(使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)，

使用済燃料プール温度(ＳＡ)，使用済燃料プールエリア放射線モニタ(高

レンジ・低レンジ)，使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監

視カメラ用空冷装置を含む）)は重大事故時に使用済燃料プールの冷却等

を監視するため常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基

準対象施設は「使用済燃料プール水位」，「燃料プール冷却浄化系ポンプ

入口温度」，「使用済燃料プール温度」，「燃料取替フロア燃料プールエ

リア放射線モニタ」，「原子炉建屋換気系燃料取替床排気ダクト放射線モ

ニタ」，「原子炉建屋換気系排気ダクト放射線モニタ」である。 

   使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)，使用済燃料プール温度(Ｓ

Ａ)，使用済燃料プールエリア放射線モニタ(高レンジ・低レンジ)は，火

災の発生防止対策として難燃ケーブルの使用等の対策等を講じる設計とす

る。また，感知・消火対策として当該計器を設置する原子炉建屋オペレー

ティングフロアについては異なる2種類の感知器を設置するとともに，消

防法に基づく消火設備を設置する設計とする。さらに，これらの計器のケ

ーブルは電線管に布設することによって他の系統のケーブルと分離する。

加えて，使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)，使用済燃料プール温度

(ＳＡ)，使用済燃料プールエリア放射線モニタ(高レンジ・低レンジ)の電

源(緊急用直流125V蓄電池)は常設高圧電源装置置場に設置し，これらの設

備が代替する設計基準対象施設である使用済燃料プール水位 ，燃料プー

ル冷却浄化系ポンプ入口温度，使用済燃料プール温度，燃料取替フロア燃

料プールエリア放射線モニタ，原子炉建屋換気系燃料取替床排気ダクト放

射線モニタ，原子炉建屋換気系排気ダクト放射線モニタの電源は原子炉建

屋(計装用電源母線等)に設置することで，位置的分散を図る。 
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(第11－1～11－6図) 

   また，各監視パラメータは第 2-6 表の通り位置的分散を図る。 

 

第2-6表 各監視パラメータ 位置的分散一覧表 

監視パラメータ 評価 

水位 
・使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)と使用済燃料プール水位とは約6m

の離隔距離。 

温度 

・使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)と使用済燃料プール水温(ＳＡ)，

燃料プール冷却浄化系ポンプ入口温度，使用済燃料プール温度，とは約6mの

離隔距離。 

放射線 

・「使用済燃料プールエリア放射線モニタ(高レンジ・低レンジ)」，「燃料

取替フロア燃料プールエリア放射線モニタ」，「原子炉建屋換気系燃料取替

床排気ダクト放射線モニタ」の設置場所が原子炉建屋地上6階に対して，

「原子炉建屋換気系排気ダクト放射線モニタ」は原子炉建屋地上3階に設

置。 

 

   使用済燃料プール監視カメラについては，同じ機能を有する重大事故等

対処設備である使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域），使用済燃料プ

ール温度（ＳＡ），使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低

レンジ）と可能な限り異なる階層に設置することによる位置的分散を図り，

同時に機能を損なわれない設計とする。 

   以上より，単一の火災によって使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)

と使用済燃料プール水位，使用済燃料プール水位・温度(ＳＡ広域)と使用

済燃料プール温度(ＳＡ)，燃料プール冷却浄化系ポンプ入口温度及び使用

済燃料プール温度，使用済燃料プールエリア放射線モニタ(高レンジ・低

レンジ)と燃料取替フロア燃料プールエリア放射線モニタ，原子炉建屋換

気系燃料取替床排気ダクト放射線モニタ及び原子炉建屋換気系排気ダクト

放射線モニタとは，それぞれ同時に喪失することなく確保できる設計とす

る。また，消火設備についてもそれぞれ分散して設置する設計としている。

すなわち，2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第11－1図 使用済燃料プール監視設備の全体系統図 
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①使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 
②使用済燃料プール温度（ＳＡ） 
③使用済燃料プールエリア放射線モニタ 

（高レンジ・低レンジ） 
④使用済燃料プール監視カメラ 
⑤使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置 

④ 

③ 

② 
① 

⑤ 
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第 11－2 図 使用済燃料プール水位・温度計・放射線モニタ検出器の配置
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第 11－3 図 燃料プール冷却浄化系ポンプ入口温度検出器の配置 

  

300



 

共 7-94 

 

第11－4図  電源構成図（交流電源）（1／3） 
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共 7-95 

 

 

第11－5図  電源構成図（交流電源）（2／3） 
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第11－6図 電源構成図（直流電源）（3／3） 
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(10) 常設代替交流電源[57条] 

   常設代替交流電源設備（常設代替高圧電源装置）は，重大事故時に交流

電源を供給するための常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する

設計基準対象施設は「２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機」である。 

   常設代替高圧電源装置及び非常用ディーゼル発電機については，火災の

発生防止対策として難燃ケーブル等の使用，過電流による過熱防止対策等

を講じる。また，感知・消火対策として，異なる2種類の感知器を設置，

及び非常用ディーゼル発電機室には固定式ガス消火設備を設置する。さら

に，常設代替高圧電源装置は常設代替高圧電源装置置場に，２Ｃ・２Ｄ 

非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機は原子

炉建屋付属棟内のディーゼル発電機室に設置することにより，位置的分散

を図る。加えて，緊急用Ｍ／Ｃ，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機に接続するＭ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄには遮断器及び

保護継電器を設置し，電気的にも分離を図る。 

   軽油貯蔵タンクについては地下設置型として2系統あるが，外部火災影

響評価において，1系統の軽油貯蔵タンクで火災が発生しても他方の軽油

貯蔵タンクでは火災が発生せず，単一の火災によって同時に機能喪失しな

いことが確認されている。 

（第12－1～12－3図） 

 

   以上より，単一の火災によって常設代替交流電源，２Ｃ・２Ｄ 非常用

ディーゼル発電機の安全機能は同時に喪失することなく確保できる設計と

する。また，消火設備についてもそれぞれ分散して設置する。すなわち，

2.2.（1）②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。
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第12－1図 非常用ディーゼル発電機の配置(1／2) 
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共 7-99 

第12－2図 常設代替交流電源設備，非常用ディーゼル発電機の配置(2／2) 
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共 7-100 

 

 

 

第12－3図 交流電源系統図 
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共 7-101 

(11) 所内常設直流電源設備及び常設代替直流電源設備[57 条] 

   125V系蓄電池 Ａ系・Ｂ系・ＨＰＣＳ系，中性子モニタ用蓄電池 Ａ

系・Ｂ系及び緊急用125V系蓄電池は重大事故時に直流電源を供給するため

の常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施設は

「２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機」及び「高圧炉心スプレイ系ディ

ーゼル発電機」である。 

   125V系蓄電池 Ａ系・Ｂ系・ＨＰＣＳ系，中性子モニタ用蓄電池 Ａ

系・Ｂ系，緊急用125V系蓄電池については，火災の発生防止対策として難

燃ケーブル等の使用，過電流による過熱防止対策等を講じる。また，感

知・消火対策として，異なる2種類の感知器，及び煙の充満により消火困

難となる場所に固定式ガス消火設備を設置する。さらに，125V系蓄電池 

Ａ系・Ｂ系・ＨＰＣＳ系，中性子モニタ用蓄電池 Ａ系・Ｂ系及び２Ｃ・

２Ｄ 非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

は原子炉建屋付属棟内のそれぞれ異なる区画に設置することにより，位置

的分散を図る。また，緊急用125V蓄電池は原子炉建屋廃棄物処理棟に設置

することにより，位置的分散を図る。加えて，125V系蓄電池 Ａ系・Ｂ系

ＨＰＣＳ系，中性子モニタ用蓄電池 Ａ系・Ｂ系及び緊急用125V系蓄電池

には遮断器を設置し，電気的にも分離を図る。 

（第13－1～13－3図） 

  

   以上より，単一の火災によって125V系蓄電池 Ａ系・Ｂ系・ＨＰＣＳ

系，中性子モニタ用蓄電池 Ａ系・Ｂ系及び緊急用125V系蓄電池の安全機

能は，同時に喪失することなく確保できる設計とする。また，消火設備に

ついてもそれぞれ分散させて設置する。すなわち，2.2（1）②において安

全機能が同時に喪失しないと判断する。  

308
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第13－1図 125V系蓄電池２Ａ・２Ｂ・ＨＰＣＳ系及び中性子モニタ用蓄電池  

Ａ系・Ｂ系及び緊急用125V系蓄電池の配置  
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第13－2図 直流電源系統図（１／２）  
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第 13－3 図 直流電源系統図（２／２）  
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共 7-105 

(12) 代替所内電気設備，燃料給油設備[57 条] 

   代替所内電気設備（緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流125V主母

線盤），燃料給油設備（軽油貯蔵タンク，常設代替高圧電源装置燃料移送

ポンプ，２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移送ポンプ，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機 燃料移送ポンプ，可搬型設備用軽油タン

ク，タンクローリ）は重大事故時に交流電源及び直流電源を供給するため

の常設設備であり，当該設備が代替する機能を有する設計基準対象施設は

「非常用所内電気設備」,「２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機」及び

「高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機」である。軽油貯蔵タンク，２

Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機は設計基準対象施設と共用としている。 

   代替所内電気設備（緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流125V主母

線盤），燃料給油設備（２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機 燃料移送

ポンプ，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機），非常用所内電気設備，

２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機については，火災の発生防止対策として難燃ケーブル等の使用，過

電流による過熱防止対策等を講じ，燃料給油設備（軽油貯蔵タンク，可搬

型設備用軽油タンク，タンクローリ）については火災の発生防止対策とし

て主要な構造材に不燃性材料を使用する。また，感知・消火対策として，

異なる2種類の感知器，及び煙の充満により消火困難となる場所に固定式

ガス消火設備を設置する。さらに，緊急用Ｍ／Ｃ及び緊急用Ｐ／Ｃについ

ては屋内（常設代替高圧電源装置置場）に，非常用所内電気設備のうちＭ

／Ｃ ２Ｃ・２Ｄ及びＰ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄについては，原子炉建屋付属棟

内に設置することにより，位置的分散を図る。 

緊急用直流125V主母線盤については原子炉建屋廃棄物処理棟内に，非常
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共 7-106 

用所内電気設備のうち直流125V主母線盤 ２Ａ・２Ｂについては，原子炉

建屋付属棟内に設置することにより，位置的分散を図る。 

   一方，緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流125V主母線盤，非常用

所内電気設備については遮断器又は配線用遮断器を設置し、電気的にも分

離を図る。 

   軽油貯蔵タンクについては横置円筒型地下タンクとして２系統とするが，

外部火災影響評価において，１系統の軽油貯蔵タンクで火災が発生しても

他方の軽油貯蔵タンクでは火災が発生せず，単一の火災によって同時に機

能喪失しないことが確認されている。 

（第14－1～14－4図） 

   

   以上より，単一の火災によって緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直

流125V主母線盤，非常用所内電気設備の安全機能は，同時に喪失すること

なく確保できる設計とする。また，消火設備についてもそれぞれ分散して

設置している。すなわち，2.2.（1）②において安全機能が同時に喪失し

ないと判断する。 
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第 14－1 図 代替所内電気設備（緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流 

       125V 主母線盤）及び非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ ２Ｃ・２ 

Ｄ，Ｐ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄ及び直流 125V 主母線盤 ２Ａ・２Ｂ） 

の配置（１／３） 
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第 14－2 図 代替所内電気設備（緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流 

       125V 主母線盤）及び非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ ２Ｃ・２ 

Ｄ，Ｐ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄ及び直流 125V 主母線盤 ２Ａ・２Ｂ） 

の配置（２／３） 
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第 14－3 図 代替所内電気設備（緊急用Ｍ／Ｃ，緊急用Ｐ／Ｃ，緊急用直流 

       125V 主母線盤）及び非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ ２Ｃ・２ 

Ｄ，Ｐ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄ及び直流 125V 主母線盤 ２Ａ・２Ｂ） 

の配置（３／３） 
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第 14－4 図 交流電源系統図 
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共 7-111 

(13) 計装設備[58条] 

   重大事故等対処設備のうち計装設備は重大事故時に原子炉圧力容器,原

子炉格納容器の状態,最終ヒートシンクによる冷却状態等を把握するため

の常設設備であり,これらの設備による計測が困難となった場合の代替監

視パラメータについては,第2-7表に記載のとおりである。 

   重大事故等対処設備のうち,計装設備は,火災の発生防止対策として難燃

ケーブルの使用等の対策等を講じている。また,感知・消火対策として異

なる2種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる場所に固定式ガス

消火設備を設置している。さらに,各計器のケーブルは電線管に布設して

おり,他の系統のケーブルと分離しているとともに,重大事故等対処設備の

計装設備の検出器・伝送器等は,当該設備の計測が困難となった場合の代

替パラメータの検出器・伝送器とは位置的に分散して設置している。 

（第2-7表,第15-1～13図,第16-1～2図） 

   以上より,単一の火災によって重大事故等対処設備の計装設備と設計基

準対象施設の計装設備の安全機能は同時に喪失することなく確保できる。

すなわち,2.2(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第2-7表 重大事故防止設備パラメータ一覧 

パラメータ名称 設置場所 

ドライウェル雰囲気温度 原子炉格納容器内 

サプレッション・チェンバ雰囲気温度 原子炉格納容器内 

サプレッション・プール水温度 原子炉格納容器内 

起動領域計装 原子炉格納容器内 

平均出力領域計装 原子炉格納容器内 

原子炉圧力 原子炉建屋原子炉棟3階 

原子炉圧力（ＳＡ） 原子炉建屋原子炉棟3階 

原子炉水位（広帯域・燃料域） 原子炉建屋原子炉棟2階，3階 

原子炉水位（ＳＡ広帯域・ＳＡ燃料域） 原子炉建屋原子炉棟2階，3階 

高圧代替注水系系統流量 原子炉建屋原子炉棟地下2階 

低圧代替注水系原子炉注水流量 原子炉建屋原子炉棟3階 

代替循環冷却系原子炉注水流量 原子炉建屋原子炉棟2階 

低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 原子炉建屋原子炉棟地下1階,3階 

低圧代替注水系格納容器下部注水流量 原子炉建屋原子炉棟3階 

ドライウェル圧力 原子炉建屋原子炉棟4階 

サプレッション・チェンバ圧力 原子炉建屋原子炉棟1階 

サプレッション・プール水位 原子炉建屋原子炉棟地下2階 

格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ） 原子炉建屋原子炉棟3階 

格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ） 原子炉建屋原子炉棟地下1階 

常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 原子炉建屋原子炉棟地下1階 

代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 原子炉建屋原子炉棟地下2階 

常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 常設低圧代替注水系格納槽 

代替淡水貯槽水位 常設低圧代替注水系格納槽 

使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 原子炉建屋原子炉棟6階 

使用済燃料プール温度（ＳＡ） 原子炉建屋原子炉棟6階 

使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高

レンジ・低レンジ） 
原子炉建屋原子炉棟6階 
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第 15－1 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（1／13）
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共 7-114 

第 15－2 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（2／13）
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第 15－3 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（3／13）

322
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第 15－4 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（4／13）
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第 15－5 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（5／13）
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第 15－6 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（6／13）
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共 7-119 

 

第 15－7 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（7／13）

326



 

共 7-120 

 

第 15－8 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（8／13）
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共 7-121 

 

第 15－9 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（9／13）
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共 7-122 

 

第 15－10 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（10／13）
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共 7-123 

 

第 15－11 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（11／13）
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共 7-124 

 

第 15－12 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（12／13）
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共 7-125 

 

第 15－12 図 重大事故等時の計装と事故時監視計器の配置（13／13） 

  

332



 

共 7-126 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 16－1 図 重大事故等発生時の計装と事故時監視計器の電源の 

概略系統図（1／2）  
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第 16－2 図 重大事故等発生時の計装と事故時監視計器の電源の 

概略系統図（2／2） 
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(14) 中央制御室換気系[59条] 

   中央制御室換気系は，同一機能を有する2系統のフィルタユニット，空

気調和機等に対して，火災防護に係る審査基準に基づき発生防止対策とし

て，過電流による過熱防止対策，主要な構造材への不燃性材料の使用等の

対策を講じていることから，これらの機器から火災が発生するおそれは小

さい。また，感知・消火対策として異なる2種類の感知器及び固定式消火

設備を設置する設計とすることから，これらの機器を設置する場所で火災

が発生しても影響がおよぶおそれは小さい。 

   さらに，フィルタユニット，空気調和機等については，一方の区分で火

災が発生した場合でも，火災を感知し消火するまでもう一方の区分に影響

をおよぼさないように，フィルタユニット，空気調和機等を3時間以上の

耐火性能を有する隔壁等で分離する設計とする。隔壁については，Ｓs機

能維持を図るものとし，干渉物等により設置不可能な部分を除き対象とな

る設備を最大限分離するように設置する設計とする。 

   一方，中央制御室換気系のケーブルについては，当該火災区域内で異な

る区分ごとに電線管に敷設しており，他の区分のケーブルと分離している。

また，電動弁については，駆動部の潤滑油（グリス）等は金属に覆われて

いることから，発火した場合においても，他の構築物，系統または機器に

おいて火災を生じさせるおそれは小さいが，万が一，火災により電動駆動

機能が喪失した場合は，当該弁を手動操作することにより中央制御室換気

系の機能が維持することが可能である。 

   なお，静的機器の一部（ダクト）は単一設計としているが，ダクトにつ

いては不燃性材料で構成されており，中央制御室内の空気が通気するもの

で発火する要素がないことから，火災による影響がおよぶおそれはない。 

   したがって，火災により中央制御室換気系の機能が同時に喪失すること
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はないため独立性を有していると考える。すなわち，2.2.(1)①において

安全機能が喪失しないと判断する。 

（第17－1～17－3図） 
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第 17－1 図 中央制御室換気系系統概略図 
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第 17－2 図 中央制御室換気系配置図 

（原子炉建屋付属棟 4 階 空調機械室） 

  

 中央制御室換気系 

 フィルタ系ファン（Ａ） 

 中央制御室換気系 
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 中央制御室換気系 

 空気調和機（Ａ） 

 中央制御室換気系 

 空気調和機（Ｂ）  中央制御室換気系 

 フィルタユニット（Ｂ） 

 中央制御室換気系 

 フィルタ系ファン（Ａ） 
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第 17－3 図 電源構成図（交流電源） 
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(15) 緊急時対策所[61条] 

   緊急時対策所（緊急時対策所遮蔽を含む。）は，原子炉建屋と位置的に

分散して設置することから，当該対策所における単一の火災によっても原

子炉及び使用済燃料プールに影響を及ぼすおそれはない。 

   すなわち，2.2.(1)②において安全機能が喪失しないと判断する。 

（第18図） 
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第18図 緊急時対策所の配置 
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(16)緊急時対策所用発電機，緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク，緊急時

対策所用発電機給油ポンプ[61 条] 

   緊急時対策所用発電機（Ｍ／Ｃ，Ｍ／Ｃ電圧系，125V系蓄電池を含

む。）， 緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク， 緊急時対策所用発電

機給油ポンプについては， 緊急時対策所が原子炉建屋等と位置的に分散

して設置することから，当該設備の単一の火災によっても原子炉及び使用

済燃料プールに影響を及ぼすおそれはない 

   緊急時対策所用発電機は重大事故時に緊急時対策所に交流電源を供給す

るための常設設備であり，当該設備を代替する機能を有する設計基準対象

施設は「緊急時対策所」の常設電源である。 

   緊急時対策所用発電機は緊急時対策所1階に設置し，緊急時対策所の通

常時電源は，東海第二発電所の所内常用高圧母線（2系列）から受電する

ことで，位置的分散を図る。 

（第19図） 

   以上より，単一の火災によって緊急時対策所用発電機と，緊急時対策所

の外部電源は，同時に喪失することなく確保できる設計とする。すなわ

ち，2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第19図 緊急時対策所の単線結線図 
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(17) 発電所内の通信連絡設備[62条] 

   発電所内の通信連絡設備である衛星電話設備（固定型）は重大事故時に

通信連絡を行うための常設設備であり，当該設備を代替する機能を有する

設計基準対象施設は「送受話器（ページング）」，「電力保安通信用電話

設備（固定電話，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ）」である。 

   衛星電話設備（固定型）は，火災の発生防止対策として難燃ケーブルの

使用等の対策を講じる。また，建屋内においては感知・消火対策として異

なる2種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる場所に固定式ガス

消火設備を設置している。さらに，衛星電話設備（固定型）と送受話器

（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話，ＰＨＳ端末及びＦ

ＡＸ）はそれぞれ別の火災区域に設置することで，位置的分散を図る。 

（第33図） 

   以上より，単一の火災によって衛星電話設備(固定型)，送受話器（ペー

ジング），電力保安通信用電話設備（固定電話，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ）

の安全機能は，同時に喪失することなく確保できる設計とする。すなわち，

2.2.(1)②において安全機能が同時に喪失しないと判断する。 
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第20－1図 衛星電話設備(固定型)の配置  
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第20－2図 送受話器（ページング）の配置 

 

 

第20－3図 電力保安通信用電話設備の配置 
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3.2 重大事故防止設備でない重大事故等対処設備の火災による影響(修復性) 

  重大事故防止設備でない重大事故等対処設備には,常設重大事故緩和設備,

常設重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備,可搬型重大事故

緩和設備,可搬型重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備に分

類される。これらの火災による影響について,以下に示す。 
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3.2.1 重大事故防止設備でない常設重大事故等対処設備の火災による影響 

  重大事故防止設備でない常設重大事故等対処設備を第3表に示す。 

 

第3表 重大事故防止設備でない常設重大事故等対処設備(1/3) 

常設重大事故等対処設備 
関連条文 分類 

系統機能 主要設備 

格納容器圧力逃がし装

置による原子炉格納容

器内の減圧及び除熱 

第二弁操作室遮蔽 

50 

緩和 

差圧計 

移送ポンプ 

窒素供給配管・弁［流路］ 

第二弁操作室空気ボンベユニット（配

管・弁） 

移送配管・弁［流路］ 

補給水配管・弁［流路］ 

代替循環冷却系による

原子炉格納容器内の減

圧及び除熱 

代替循環冷却系ポンプ 

緩和 

残留熱除去系熱交換器 

代替循環冷却系配管・弁［流路］ 

残留熱除去系配管・弁・ストレーナ・

スプレイヘッダ［流路］ 

格納容器下部注水系 

（常設）によるペデス

タ ル （ ド ラ イ ウ ェ ル

部）への注水 

常設低圧代替注水系ポンプ 

51 

緩和 
コリウムシールド 

低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

格納容器下部注水系配管・弁［流路］

格納容器下部注水系 

（可搬型）によるペデ

スタル（ドライウェル

部）への注水 

コリウムシールド 

緩和 低圧代替注水系配管・弁［流路］ 

格納容器下部注水系配管・弁［流路］

可搬型窒素供給装置に

よる原子炉格納容器内

の不活性化 

不活性ガス系配管・弁［流路］ 

52 

緩和 

格 納 容 器 内 水 素 濃 度

（ＳＡ）及び格納容器

内酸素濃度（ＳＡ）に

よる原子炉格納容器内

の水素濃度及び酸素濃

度監視 

格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

緩和 

格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 
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第3表 重大事故防止設備でない常設重大事故等対処設備(2/3) 

常設重大事故等対処設備 
関連条文 分類 

系統機能 主要設備 

原子炉建屋ガス処理系に

よる水素排出 

非常用ガス処理系排風機 

53 

緩和 

非常用ガス処理系フィルタユニット 

非常用ガス処理系配管・弁［流路］ 

非常用ガス処理系排気筒［流路］ 

非常用ガス再循環系排風機 

非常用ガス再循環系フィルタユニット

非常用ガス再循環系配管・弁［流路］

静的職場意識水素再結合

器による水素濃度抑制 

静的触媒式水素再結合器 
緩和 

静的触媒式水素再結合器動作監視装置

原子炉建屋原子炉棟内の

水素濃度監視 
原子炉建屋水素濃度 緩和 

原子炉格納容器への注水

量 
低圧代替注水系格納容器下部注水流量

58 緩和 

原子炉格納容器内の温度 格納容器下部水温 

原子炉格納容器内の水位 格納容器下部水位 

原子炉格納容器内の酸素

濃度 
格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉建屋内の水素濃度 原子炉建屋内水素濃度 

発電所内の通信連絡 
安全パラメータ表示システム（ＳＰＤ

Ｓ） 

中央制御室換気系及び原

子炉建屋ガス処理系によ

る居住性の確保 

非常用ガス再循環系排風機 

59 
 

緩和 

非常用ガス再循環系配管・弁・フィル

タユニット［流路］ 

非常用ガス処理系排風機 

非常用ガス処理系配管・弁・フィルタ

ユニット［流路］ 

非常用ガス処理系排気筒［流路］ 
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第3表 重大事故防止設備でない常設重大事故等対処設備(3/3) 

常設重大事故等対処設備 
関連条文 分類 

系統機能 主要設備 

中央制御室待避室に

よる居住性の確保 

中央制御室待避室遮蔽 

59 

緩和 

 中央制御室待避室空気ボンベユニット（配

管・弁） 

差圧計※１ 

防止でも緩和でもない衛星制御装置 

衛星制御装置～衛星電話設備（屋外アンテ

ナ）電路［伝送路］ 

緊急時対策所非常用

換気設備及び緊急時

対策所加圧設備によ

る放射線防護 

緊急時対策所遮蔽 

61 緩和 

緊急対策所非常用送風機 

緊急対策所非常用フィルタ装置 

緊急時対策所給気・排気配管 

緊急時対策所給気・排気隔離弁 

緊急時対策所加圧設備（配管・弁） 

緊急時対策所用差圧計 

発電所内の通信連絡

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）

62 

緩和 

無線通信装置［伝送路］ 

無線通信用アンテナ［伝送路］ 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）

～無線通信用アンテナ電路［伝送路］ 

発電所外の通信連絡

衛星電話設備（固定型） 

緩和 

統合原子力防災ネットワークに接続する通

信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ電

話及びＩＰ－ＦＡＸ） 

衛星電話設備（屋外アンテナ）［伝送路］

衛星制御装置［伝送路］ 

衛星電話設備（固定型）～衛星電話設備

（屋外アンテナ）電路［伝送路］ 

衛星無線通信装置［伝送路］ 

通信機器［伝送路］ 

統合原子力防災ネットワークに接続する通

信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ電

話及びＩＰ－ＦＡＸ）～衛星無線通信装置

電路［伝送路］ 

データ伝送設備 防止でも緩和でもない
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  第3表の設備のうち，遮蔽，配管，手動弁，熱交換器，ストレーナ，スプ

レイヘッダ，コリウムシールドについては，金属等の不燃性材料で構築され

ていること，内部の液体の漏えいを防止するためのパッキンが装着されてい

る場合でもパッキン類のシート面は機器内の液体と接触しており大幅な温度

上昇は考えにくいことから，火災発生のおそれはない。すなわち，2.2.(2)

①において安全機能が喪失しないと判断する。 

 

  上記以外の常設重大事故緩和設備及び常設重大事故等対処設備のうち防止

でも緩和でもないものについては，火災防護に係る審査基準にしたがい，火

災の発生防止対策及び火災の感知・消火対策を実施する。 

  すなわち，これらの設備については，火災防護対策の実施によって，

2.2(2)②における「できる限りの頑健性」を確保する。 

  

351



 

共 7-145 

3.2.2 重大事故防止設備でない可搬型重大事故等対処設備の火災による影響 

  重大事故防止設備でない可搬型重大事故等対処設備を第4表に示す。 
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第4表 重大事故防止設備でない可搬型重大事故等対処設備(1/2) 

可搬型重大事故等対処設備 関連条

文 
分類 

系統機能 主要設備 
アクセスルート確保 ホイルローダ 43 防止でも緩和でもない

格納容器下部注水系（可

搬型）によるペデスタル

（ドライウェル部）への

注水 

可搬型代替注水大型ポンプ 

51 緩和 

ホース［流路］ 

可搬型窒素供給装置によ

る原子炉格納容器内の不

活性化 

可搬型窒素供給装置 
52 緩和 

可搬型窒素供給装置用電源車 

大気への放射性物質の拡

散抑制 

※ 水源は海水を使用 

可搬型代替注水大型ポンプ（放水用）

55 

緩和 放水砲 

ホース[流路] 

海洋への放射性物質の拡

散抑制 
汚濁防止膜 緩和 

航空機燃料火災への泡消

火 

可搬型代替注水大型ポンプ（放水用）

緩和 

放水砲 

泡混合器 

泡消火薬剤容器（大型ポンプ用） 

ホース［流路］ 

必要な情報の把握 データ表示装置 58 緩和 

中央制御室待避室による

居住性の確保 

中央制御室待避室空気ボンベユニット

（空気ボンベ） 

59 

緩和 

衛星電話設備（可搬型）（待避室） 防止でも緩和でもない

データ表示装置（待避室） 防止でも緩和でもない

可搬型照明（ＳＡ）によ

る居住性の確保 可搬型照明（ＳＡ） 防止でも緩和でもない

酸素濃度計及び二酸化炭

素濃度計による居住性の

確保 

酸素濃度計 
防止でも緩和でもない

二酸化炭素濃度計 

汚染の持ち込み防止 可搬型照明（ＳＡ） 防止でも緩和でもない
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第4表 重大事故防止設備でない可搬型重大事故等対処設備(2/2) 

可搬型重大事故等対処設備 関連条

文 
分類 

系統機能 主要設備 
可搬型モニタリング・ポ

ストによる放射線量の測

定及び代替測定 

可搬型モニタリング・ポスト 

60 

防止でも緩和でもない

可搬型放射能測定装置に

よる空気中の放射性物質

の濃度の代替測定 

可搬型ダスト・よう素サンプラ 

防止でも緩和でもない

ＮａＩシンチレーションサーベイ・メ

ータ 

β線サーベイ・メータ 

ＺｎＳシンチレーションサーベイ・メ

ータ 

可搬型放射能測定装置等

による放射性物質の濃度

及び放射線量の測定 

可搬型ダスト・よう素サンプラ 

防止でも緩和でもない

ＮａＩシンチレーションサーベイ・メ

ータ 

β線サーベイ・メータ 

ＺｎＳシンチレーションサーベイ・メ

ータ 

電離箱サーベイ・メータ 

小型船舶 

可搬型気象観測設備によ

る気象観測項目の代替測

定 

可搬型気象観測設備 防止でも緩和でもない

緊急時対策所非常用換気

設備及び緊急時対策所過

圧設備による放射線防護

緊急時対策所加圧設備 

61 

緩和 

緊急時対策所内の酸素濃

度及び二酸化炭素濃度の

測定 

酸素濃度計 
防止でも緩和でもない

二酸化炭素濃度計 

放射線量の測定 緊急時対策所エリアモニタ 防止でも緩和でもない

発電所外の通信連絡 衛星電話設備(携帯型) 62 緩和 
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第4表の設備のうち，ホイルローダ，可搬型窒素供給装置，可搬型窒素供

給装置用電源車，可搬型代替注水大型ポンプ，可搬型代替注水大型ポンプ

（放水用），ホース［流路］，放水砲，汚濁防止膜，泡混合器，泡消火薬剤

容器（大型ポンプ用），小型船舶については，西側，南側保管場所の双方に

保管することから，単一の火災によっても同時にすべての機能を喪失するお

それはない。すなわち，2.2.(2)①において安全機能が喪失しないと判断す

る。 

  上記以外の可搬型重大事故等対処設備については，火災防護計画にしたが

って火災の発生防止対策及び火災の感知・消火対策を実施する。すなわち，

2.2(2)②における「できる限りの頑健性」を確保する。 
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4. 火災による重大事故対処設備の機能維持 

  内部火災が発生した場合,設計基準対象施設の機能に期待せず,重大事故等

対処設備によって「未臨界移行」,「燃料冷却」,「格納容器除熱」及び「使

用済燃料プール注水」機能が維持できるかについて,以下に示す。 

 

4.1 火災による未臨界移行機能の維持について 

  未臨界移行機能を有する設計基準対象施設である原子炉緊急停止系が機能

喪失した場合で,緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための常設

重大事故防止設備である代替制御棒挿入機能又は代替原子炉再循環ポンプ・

トリップ機能によって,原子炉を停止し未臨界を維持することが可能である。 

  ここで,火災によって代替制御棒挿入機能又は代替原子炉再循環ポンプ・

トリップ機能の制御電源がすべて喪失した場合は,ほう酸水注入系によって

原子炉を停止し未臨界を維持することが可能である。また,火災によってほ

う酸水注入系が機能喪失した場合,代替制御棒挿入機能又は代替原子炉再循

環ポンプ・トリップ機能によって原子炉を停止し未臨界を維持することが可

能である。なお,代替制御棒挿入機能又は代替原子炉再循環ポンプ・トリッ

プ機能の制御盤は中央制御室に設置，制御電源は原子炉建屋附属棟に設置し

ているが，ほう酸水注入系は原子炉建屋原子炉棟5階に設置しており，位置

的分散を図っている。 

(第21－1，21－2図) 

  さらに,これら常設重大事故防止設備がすべて機能喪失した場合でも,スク

ラム・パイロット弁継電器用ヒューズを引き抜くことによって原子炉を停止

し未臨界を維持することが可能である。 
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第21－1図 代替制御棒挿入機能制御盤,代替原子炉再循環ポンプ・トリップ機

能制御盤とほう酸水注水系の配置(1/2) 
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第21－2図 代替制御棒挿入機能制御盤,代替原子炉再循環ポンプ・トリップ機

能制御盤とほう酸水注水系の配置(2/2) 

  

358



 

共 7-152 

4.2 火災発生時の燃料冷却機能の維持について 

  燃料冷却機能を有する設計基準対象施設のうち，高圧炉心冷却機能である

高圧炉心スプレイ系，原子炉隔離時冷却系が機能喪失した場合でも，常設高

圧代替注水系ポンプによって，燃料冷却機能を維持することが可能である。 

  ここで，火災によって高圧代替注水系が機能喪失した場合，原子炉を減圧

し低圧で冷却することによって燃料冷却機能を維持する。設計基準対象施設

のうち，原子炉を減圧する機能である自動減圧系，及び低圧炉心冷却機能で

ある残留熱除去系が機能喪失した場合でも，原子炉冷却材バウンダリを減圧

するための常設重大事故防止設備である代替自動減圧機能，及び原子炉冷却

材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための常設重大事故防止

設備である常設低圧代替注水系ポンプによって，燃料冷却機能を維持するこ

とが可能である。 

  ここで，火災によって代替自動減圧機能が喪失した場合，可搬型代替直流

電源設備，及び可搬型重大事故防止設備である非常用窒素供給系高圧窒素ボ

ンベを使用して逃がし安全弁を開操作することにより，原子炉を減圧するこ

とが可能である。また，火災によって常設低圧代替注入系ポンプが機能喪失

した場合，可搬型代替注水大型ポンプ又は可搬型代替注水中型ポンプによっ

て低圧で炉心を冷却する機能を維持できる。以上より，火災によっても燃料

冷却器を維持することが可能である。 

(第22－1～22－4図) 

 

359



 

共 7-153 

 

第 22－1 図 燃料冷却機能の系統概略図 
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第 22－2 図 可搬型代替直流電源設備による逃がし安全弁作動概要図 
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第 22－3 図 非常用窒素供給系概要図 
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第 22－4 図 低圧代替注水系（可搬型）系統概要図 

（代替淡水貯槽～原子炉建屋東側接続口） 
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4.3 火災発生時の格納容器除熱機能の維持について 

  格納容器除熱機能を有する設計基準対象施設である格納容器スプレイ冷却

系が機能喪失した場合，代替循環冷却系により原子炉格納容器内の除熱機能

を維持することが可能である。 

  代替循環冷却統は，サプレッション・プールを水源とし，原子炉建屋原子

炉棟に設置する代替循環冷却系ポンプを用い，残留熱除去系熱交換器で冷却

されたサプレッション・プール水を原子炉格納容器にスプレイする設計とす

る。本系統は，同一の機能を有する2系統を有し，それぞれ別の部屋に設置

し位置的分散を図ることとしており，2系統が同時に喪失することはない。 

（第23－1～23－4図） 

  さらに，最終ヒートシンクへ熱を輸送するための常設重大事故防止設備で

ある格納容器圧力逃がし装置により原子炉格納容器内の除熱機能を維持する

ことが可能である。 

  ここで，火災によって格納容器圧力逃がし装置の電動弁等が機能喪失した

場合，格納容器圧力逃がし装置の遠隔手動弁操作設備を使用することによっ

て格納容器圧力逃がし装置を動作させることが可能であり，格納容器除熱機

能を維持することができる。 

(第24図) 
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第 23－1 図 代替循環冷却系の系統概要図 
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第 23－2 図 代替循環冷却系の配置図 
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第 23－3 図 電源構成図（交流電源）（1／2） 
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第 24－4 図 電源構成図（交流電源）（2／2） 
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第24図 格納容器圧力逃がし装置の系統概略図 
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4.4 火災発生時の使用済燃料プール注水機能の維持について 

  使用済燃料プール注水機能を有する設計基準対象施設である残留熱除去系

(使用済燃料プール水の冷却及び補給)が機能喪失した場合，使用済燃料プー

ルの冷却等のための可搬型重大事故防止設備である可搬型代替注水大型ポン

プによって使用済燃料プール注水機能を維持することが可能である。 

  ここで，可搬型代替注水大型ポンプに火災が発生した場合，当該ポンプは

原子炉建屋東側，原子炉建屋西側にそれぞれ位置的に分散して設置している

ことから，すべての可搬型代替注水大型ポンプが火災によって機能喪失する

ことはなく，使用済燃料プール注水機能を維持することができる。 

(第25－1～25－3図) 
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第24－1図 代替燃料プール注水系（注水ライン）の系統概略図 

 

 

 

第24－2図 代替燃料プール注水系（常設スプレイヘッダ）の系統概略図 

  

371



 

共 7-165 

 

 

 

第 24－3 図 代替燃料プール注水系（可搬型スプレイノズル）の系統概略図 
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共－８ 重大事故等対処設備の内部溢水に対する防護方針について 
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重大事故等対処設備の内部溢水に対する防護方針について 

 

 東海第二発電所における，重大事故等対処設備を対象とした内部溢水につい

ての基本的な防護方針を以下に示す。 

 

1. 溢水防護の基本方針 

1.1 基本的な防護方針の整理 

  内部溢水が発生した場合の重大事故等対処設備に対する基本的な防護方針

を以下に整理する。なお，想定する内部溢水は，設置許可基準規則第九条及

び内部溢水影響評価ガイドにて定められる内部溢水と同等とする。さらに，

運転員等による各種対応操作※1に関しても，溢水による影響を考慮の上，期

待することとする。またスロッシングに伴う溢水の影響に関しては，以下の

方針とは独立に重大事故等対処設備の安全機能を損なわない方針とする。 

 

  方針Ⅰ【独立性】 

   ：重大事故防止設備は，内部溢水によって対応する設計基準対象施設の

安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれのないこと 

 

  方針Ⅱ【修復性】 

   ：重大事故等対処設備であって，重大事故防止設備でない設備は，修復

性等も考慮の上，できる限り内部溢水に対する頑健性を確保すること 

 

  方針Ⅲ【重大事故等対処設備のみによる安全性確保】 

   ：内部溢水が発生した場合においても，設計基準対象施設の機能に期待

せずに，重大事故等対処設備によりプラントの安全性に関する主要な
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機能※2が損なわれるおそれのないこと 

 

   ※1 対応操作例:溢水の影響により一時的に電動弁の遠隔操作機能が喪

失した場合に，現場の環境状況を考慮の上，運転員等が現場ヘア

クセスし，手動にて弁操作を実施する，等 

   ※2 主要な機能:「未臨界移行」，「燃料冷却」，「格納容器除熱」及

び「使用済燃料プール注水」機能とする 

 

1.2 方針への適合性確認の流れ 

  1.1にて示した防護方針への適合性の確認においては，まず，設置許可基

準規則第四十三条～六十二条の各条文に該当する重大事故等対処設備を抽出

し，それらを「防止設備」，「緩和設備」及び「防止でも緩和でもない設

備」に分類する。これらの分類を行った上で，方針Ⅰ及びⅡへの適合性を確

認する一次評価と，方針Ⅲへの適合性を確認する二次評価の，二つの段階に

て確認する。 

 

 (a) 方針Ⅰへの適合性の確認（一次評価） 

   方針Ⅰへの適合について確認すべき対象は，「防止設備」に分類された

設備であり，以下のような流れでその適合性を確認する。 

  ①：各条文の防止設備が，溢水による影響でその安全機能を維持できるか 

  ②：①にて維持できない場合は，同一の溢水により対応する設計基準対象

施設の安全機能が同時に喪失していないか 

  ③：②にて同時に喪失していた場合は，各種対応を実施する 

 

 (b) 方針Ⅱへの適合性の確認(一次評価) 
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共 8-4 

   方針Ⅱへの適合について確認すべき対象は，「緩和設備」及び「防止で

も緩和でもない設備」に分類された設備であり，以下のような流れでその

適合性を確認する。 

  ①：各条文の緩和設備又は防止でも緩和でもない設備が，溢水による影響

でその安全機能を維持できるか 

  ②：①にて維持できない場合は，修復性等を考慮したできる限りの頑健性

を確保する 

 

 (c) 方針Ⅲへの適合性の確認（二次評価） 

   方針Ⅲへの適合性については，以下のような流れでその適合性を確認す

る。 

  ①：溢水による影響を考慮した上で，設計基準対象施設の機能に期待せ

ず，重大事故等対処設備によって「未臨界移行」，「燃料冷却」，「格

納容器除熱」及び「使用済燃料プール注水」機能が維持できるか 

  ②：①にて維持できない場合は，各種対応を実施する 

 

1.3 重大事故等対処設備 

  設置許可基準規則第四十四条～六十二条の各条文に該当する設備，それら

の分類，及び対応する設計基準対象施設を第1.3-1表に整理する。なお本表

には，重大事故等対処設備として有効性評価にてその機能に期待する設備は

全て含まれる。 

 

1.4 方針への適合性確認フロー 

  上記を踏まえ，方針への適合性確認フローを補足第1.4-1図に示す。 
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※
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防
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環
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防
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圧
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動
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時
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能
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安

全
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機
能

回
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搬
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代
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流

電
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し
安

全
弁

機
能

回
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代

替
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供
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4
7
 

低
圧

代
替

注
水

系
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設
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止

 
炉

心
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機

能
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水
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熱
除

去
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搬
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377



  

共 8-6 

第
1
.
3
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
対

応
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
の

整
理

（
2
/
8
）

 

条
文

 
対

象
施

設
(
設

備
)
 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施

設
の

機
能

 
設

計
基

準
対

象
施

設
 

4
8
 

緊
急

用
海

水
系

 

防
止

 
原

子
炉

停
止

後
の

除
熱
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熱
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熱
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熱
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搬
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熱
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搬
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・
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西
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圧
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／
Ｗ

)
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｓ

／
Ｃ
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圧
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圧
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圧
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熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧
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濃
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又
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射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 

温
度

，
圧

力
，

水
位

，
注

水
量

の
計

測
・

監
視
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第
1
.
3
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
対

応
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
の

整
理

（
8
/
8
）

 

条
文

 
対

象
施

設
(
設

備
)
 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施

設
の

機
能

 
設

計
基

準
対

象
施

設
 

5
9
 

居
住

性
の

確
保

 
防

止
 

安
全

上
特

に
重

要
な

関
連

機

能
 

（
中

央
制

御
室

換
気

系
）

 

中
央

制
御

室
照

明
 

汚
染

の
持

ち
込

み
防

止
 

6
0
 

放
射

線
量

の
測

定
 

※
2
 

な
し

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

 

放
射

能
観

測
車

 

気
象

観
測

設
備

 

放
射

能
観

測
車

の
代

替
測

定
装

置
 

発
電

所
及

び
そ

の
周

辺
の

測
定

に
使

用
す

る
測

定

器
 

風
向

・
風

速
そ

の
他

気
象

条
件

の
測

定
 

電
源

の
確

保
 

6
1
 

居
住

性
の

確
保

 

防
止

 
緊

急
時

対
策

上
重

要
な

も
の

及
び

異
常

状
態

の
把

握
機

能
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン
グ

）
，

 

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
（

固
定

電
話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
及

び
Ｆ

Ａ

Ｘ
）

 

必
要

な
情

報
の

把
握

 

通
信

連
絡

 

電
源

の
確

保
 

6
2
 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

防
止

 
当

該
通

信
連

絡
設

備
が

必
要

と
な

る
設

備
と

同
様

の
機

能
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン
グ

）
，

 

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
（

固
定

電
話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
及

び
Ｆ

Ａ

Ｘ
）

 
発

電
所

外
の

通
信

連
絡

 

※
1
 

防
止

:
重

大
事

故
防

止
設

備
 

 
緩

和
:
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

※
2
 

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

※
3
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

に
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

384



 

共 8-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1.4-1図 方針への適合性確認フロー 

 

  

深層防護の観点からプラント全体の安全性に関する主要機能に対する内部溢水影響評価 

防護方針Ⅲ 

二次評価終了

重大事故等対処設備での 

“未臨界移行”“燃料冷却”“格納容器除熱”“SFP 注水”

機能維持 

修復性を考慮し

たできる限りの

頑健性の確保 

修復性を考慮し

たできる限りの

頑健性の確保 対応する DB 

設備が同一の溢水で 

機能維持 

防護方針Ⅰ 

一次評価終了 
防護方針Ⅱ

一次評価終了

防護方針Ⅱ 

一次評価終了

詳細評価 

／対策 

条文 No⇒ 

詳細評価

／対策

重大事故等対処設備 

各条文(44 条～62 条) 

各条文の対象設備を防止設備,緩和設備,防止でも緩和でもない設備に分類 

緩和設備 

50～53,55,62

防止設備 

44～49,54,56～59,61,62

防止でも緩和でもない設備

60,62 

各条文に定める個別機能に対する内部溢水影響評価 

44 45 46 50 51 60 他   

機能 

維持 
機能 

維持 

機能 

維持 

Y

Y Y N 

N N 

Y 

Y

N 

N

一次評価

二次評価

条文 No⇒ 
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共 8-14 

2. 評価結果 

2.1 重大事故等対処設備を対象とした溢水評価結果について 

  重大事故等対処設備について，評価の一例を示す。 

 

2.2 想定破損による没水影響評価 

  単一機器の破損により生じる溢水箇所を起点とし，溢水経路を経由して最

終的な滞留箇所に到達するまでを一つの評価ケースと定め，溢水経路に位置

する全ての溢水防護区画における溢水水位を算定した。算定した溢水水位と

当該区画内の防護対象設備の機能喪失高さとを比較することにより，当該設

備の機能への影響を評価し，1. 溢水防護の基本方針が確保されるかを判定

した。 

  第2.2-1図に溢水伝播における水位の算定フローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2.2-1図 溢水伝播における水位の算定フロー 

※1 

水位が隣接区画への伝播開始高

さを超えた場合に伝播する 

 

 

※2 

区画への伝播ルートが複数存在

する場合は、最大水位を用いて

評価 

起点となる区画 

における水位算出 

伝播先区画での水位算出 ※2 

隣接区画への 

伝播判定 ※1 

次の隣接区画への 

伝播判定 ※1 

水位評価完了 

無 

無 

有 

有 

繰り返し 
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2.2.1 評価ケースの設定 

   東海第二発電所における評価ケースの一例を以下に示す。 

  ○ 溢水発生区画 

    ：原子炉建屋 1階 通路（RB-1-1） 

  ○ 溢水源 

    ：RB-1-1内に敷設されている全溢水源とそれらの溢水量を以下にまと

める。これより最も溢水量の大きい残留熱除去系を代表溢水源とし

て設定する。 

 

存在する溢水源 溢水量（m３） 代表溢水源 

屋内消火系 92 － 

低圧炉心スプレイ系 300 － 

原子炉隔離時冷却系 288 － 

残留熱除去系 382 ○ 

原子炉補機冷却系 298 － 

復水・純水移送系 325 － 

※重大事故等対処設備については，設計中のため今後反映する。 

 

2.2.2 溢水伝播評価 

  溢水伝播モデルを用いて2.2.1の評価ケースにおける最終滞留区画に到達

するまでの溢水経路に位置する溢水防護区画の溢水水位を評価する。評価は

溢水区画を起点とし，隣接する区画への伝播を段階的に評価を進め，それを

最終滞留区画まで実施する。 
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2
.
2
.
3
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

防
護

対
象

設
備

の
機

能
喪

失
判

定
 

 
 

2
.
2
.
2
で

実
施

し
た

溢
水

伝
播

評
価

の
結

果
を

基
に

，
各

防
護

対
象

設
備

の
機

能
喪

失
判

定
を

実
施

し
，

第
2
.
2
.
3
－

1
表

に
示

す
。

 

第
2
.
2
.
3
－

1
表

 
没

水
影

響
評

価
結

果
 

溢
水

防
護

区
画

 

溢
水

防
護

対
象

設
備

 
溢

水
水

位

（
m
）

 

機
能

喪
失

高
さ

（
m
）

 

判
定

 

機
器

名
称

 
機

器
番

号
 

没
水

 
被

水
※

１
 

R
B
-
1
-
1
 

－
 

－
 

0
.
1
0
 

－
 

－
 

－
 

R
B
-
1
-
6
 

－
 

－
 

0
.
1
0
 

－
 

－
 

－
 

R
B
-
B
1
-
1
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

F
T
-
S
A
1
1
-
4
0
3
 

0
.
1
0
 

※
2
 

×
 

×
 

常
設

高
圧

代
替

系
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

－
 

※
2
 

×
 

×
 

高
圧

代
替

注
水

系
蒸

気
供

給
弁

（
M
O
弁

）
 

－
 

3
.
2
6
 

○
 

○
 

R
H
R
 
D
I
V
-
Ⅰ

計
装

ラ
ッ

ク
 

H
2
2
-
P
0
1
8
 

0
.
4
2
 

○
 

○
 

R
C
I
C
 
D
I
V
-
Ⅰ

計
装

ラ
ッ

ク
 

H
2
2
-
P
0
1
7
 

0
.
3
8
 

○
 

○
 

L
P
C
S
 
計

装
ラ

ッ
ク

 
H
2
2
-
P
0
0
1
 

0
.
4
2
 

○
 

○
 

R
B
-
B
2
-
1
3
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

－
 

4
.
9
9
 

1
.
4
0
 

×
 

○
 

常
設

高
圧

代
替

系
注

水
系

ポ
ン

プ
 

－
 

0
.
5
1
 

×
 

○
 

高
圧

代
替

注
水

系
注

入
弁

（
M
O
弁

）
 

－
 

0
.
7
5
 

×
 

○
 

R
B
-
B
2
-
1
2
 

L
P
C
S
 
ポ

ン
プ

 
L
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
 

4
.
9
9
 

2
.
4
8
 

×
 

○
 

L
P
C
S
 
ポ

ン
プ

入
口

弁
（

M
O
弁

）
 

E
2
1
-
F
0
0
1
(
M
O
)
 

1
.
3
0
 

×
 

○
 

R
B
-
B
2
-
1
1
 

－
 

－
 

4
.
9
9
 

－
 

－
 

－
 

※
1
 

上
階

か
ら

の
溢

水
伝

播
が

あ
る

場
合

は
，

被
水

に
よ

る
影

響
も

評
価

す
る

。
（

無
い

場
合

は
評

価
不

要
と

し
，

「
－

」
で

示
す

。
）

 

※
2
 

設
置

高
さ

が
未

調
査

の
機

器
の

た
め

，
設

置
区

画
に

浸
水

し
た

時
点

で
機

能
喪

失
と

し
て

評
価

し
て

い
る

。
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共 8-17 

2.2.4 判定 

  2.2.1にて示した評価ケースについて，1. 溢水防護の基本方針にて定め

た方針を踏まえ，重大事故等対処施設の没水影響評価結果の判定を実施す

る。 

設置許可基準規則第43条～第62条の条文ごとに溢水による影響でその安全

機能が維持できるか，また維持できない場合の対応について判定する。(第

2.2.4-1表参照) 
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第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
1
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

4
3
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

確
保

 
○

 
○

 
※

3
 
な

し
 

 
 

 
 

○
 

4
4
 

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
 

○
 

○
 

防
止

 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

 
○

 

○
 
 

 
○

 
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

 
○

 
原

子
炉

緊
急

停
止

系
 

制
御

棒
 

制
御

棒
駆

動
系

 
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
 

○
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
 

○
 

4
5
 

高
圧

代
替

注
水

系
 

×
 

×
 

防
止

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

○
 

○
 
 

 
○

 
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

 
○

 

高
圧

代
替

注
水

系
の

機
能

回
復

 
○

 
（

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

，
２

Ｂ
）

 
○

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
 

○
 

な
し

 
 

4
6
 

逃
が

し
安

全
弁

 
○

 

○
 

防
止

 

（
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

）
 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

（
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

排
気

管
）

 

○
 

○
 
 

 
○

 
過

渡
時

自
動

減
圧

機
能

 
○

 
自

動
減

圧
系

 
○

 

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

（
可

搬
型

代
替

直
流

電
源

供
給

）
 

○
 

（
直

流
1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

，
２

Ｂ
）

 
○

 

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

（
代

替
窒

素
供

給
）

 
○

 
（

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

 
○

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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第
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1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
2
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

4
7
 

低
圧

代
替

注
水

系
(
常

設
)
 

○
 

○
 

防
止

 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

○
 

○
 
 

 
○

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
 

○
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

○
 

非
常

用
取

水
設

備
 

○
 

（
貯

留
堰

）
 

※
2
 

（
取

水
路

）
 

○
 

（
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

○
 

4
8
 

緊
急

用
系

海
水

系
 

○
 

○
 

防
止

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

○
 

○
 
 

 
○

 

S
/
P
へ

の
蓄

熱
補

助
 

○
 

(
真

空
破

壊
弁

(
S
/
C
→

D
/
W
)
)
 

○
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

 
○

 
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

 
○

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

○
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
）

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

 
○

 

非
常

用
取

水
設

備
 

○
 

（
貯

留
堰

）
 

※
2
 

（
取

水
路

）
 

○
 

（
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

○
 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-20 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
3
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

4
9
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
 

○
 

○
 

防
止

 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

○
 

○
 
 

 
○
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

 
×

 
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

 
○

 

非
常

用
取

水
設

備
 

○
 

（
貯

留
堰

）
 

※
2
 

（
取

水
路

）
 

○
 

（
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

○
 

5
0
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

○
 

○
 

緩
和

 

な
し

 
－

 

○
 

残
留

熱
除

去
系

(
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
)
は

機
能

維
持

し

て
い

る
。

 

○
 

○
 

代
替

循
環

冷
却

系
 

○
 

な
し

 
－

 

S
/
P
へ

の
蓄

熱
補

助
 

○
 

(
真

空
破

壊
弁

(
S
/
C
→

D
/
W
)
)
 

○
 

非
常

用
取

水
設

備
 

○
 

（
貯

留
堰

）
 

※
2
 

（
取

水
路

）
 

○
 

（
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

○
 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-21 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
4
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
1
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
(
常

設
)
 

○
 

○
 

緩
和

 

な
し

 
－

 

－
 
・

溢
水

に
よ

る
影

響
な

し
 

○
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
(
可

搬
型

)
 

○
 

な
し

 
－

 

溶
融

炉
心

の
落

下
遅

延
及

び
防

止
 

○
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

○
 

○
 

な
し

 
－

 

○
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

○
 

○
 

○
 

5
2
 
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
監

視
設

備
 

○
 

○
 

緩
和

 

（
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

）
 

○
 

○
 
・

溢
水

に
よ

る
影

響
な

し
 
○

 
○

 
（

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
）

 
○

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

○
 

な
し

 
－

 

5
3
 
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

 
○

 
○

 
緩

和
 
な

し
 

－
 

－
 
・

溢
水

に
よ

る
影

響
な

し
 

○
 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監

視
設

備
 

○
 

な
し

 
－

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-22 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
5
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
4
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

（
可

搬
型

）
 

○
 

○
 

防
止

 

残
留

熱
除

去
系

（
使

用
済

燃
料

プ
一

ル
水

の
冷

却

及
び

補
給

）
 

○
 

○
 
 

 
○

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 
○

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

（
常

設
）

 
○

 

残
留

熱
除

去
系

（
使

用
済

燃
料

プ
一

ル
水

の
冷

却

及
び

補
給

）
 

○
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 
○

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

（
常

設
）

 
○

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
 

○
 

非
常

用
取

水
設

備
 

○
 

（
貯

留
堰

）
 

※
2
 

（
取

水
路

）
 

○
 

（
取

水
ピ

ッ
ト

）
 

○
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

 
○

 
な

し
 

－
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
設

備
 

○
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

 
○

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
 

○
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 
○

 

燃
料

取
替

フ
ロ

ア
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ

ニ
タ

 
○

 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

燃
料

取
替

床
排

気
ダ

ク
ト

放

射
線

モ
ニ

タ
 

○
 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

排
気

ダ
ク

ト
放

射
線

モ
ニ

タ
 

○
 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-23 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
6
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
5
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

 
○

 

○
 

緩
和

 

な
し

 
－

 

－
 
溢

水
に

よ
る

影
響

な
し

 
○

 
○

 
海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
 

○
 

な
し

 
－

 

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

 
○

 
な

し
 

－
 

5
6
 
水

源
の

確
保

 
○

 
○

 
防

止
 
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
）

 
○

 
○

 
 

 
○

 
水

の
移

送
手

段
 

○
 

な
し

 
－

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-24 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
7
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
7
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

 
○

 

○
 

防
止

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

○
 

○
 
 

 
○

 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
 

○
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

○
 

所
内

常
設

直
流

電
源

設
備

 
○

 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

 
○

 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ｂ

 
○

 

±
2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

蓄
電

池
２

Ａ
 

○
 

±
2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

蓄
電

池
２

Ｂ
 

○
 

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

 
○

 
直

流
1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

 
○

 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ｂ

 
○

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
 

○
 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

 
○

 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ｂ

 
○

 

代
替

所
内

電
気

設
備

 
○

 

非
常

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

(
２

Ｃ
，

２
Ｄ

)
 

○
 

Ｍ
/
Ｃ

 
２

Ｃ
 

○
 

Ｍ
/
Ｃ

 
２

Ｄ
 

○
 

燃
料

補
給

設
備

 
○

 
（

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
）

 

（
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

）
 

○
 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。

 

 
 

396



  

共 8-25 

 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
8
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
 

○
 

○
 

防
止

 

原
子

炉
圧

力
 

○
 

○
 
 

 
○

 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

○
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 
○

 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
 

○
 

原
子

炉
圧

力
 

○
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

○
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

○
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
 

○
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-26 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
9
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
 

○
 

○
 

防
止

 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

×
 

○
 
 

 
○

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
○

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
○

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

○
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

○
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
○

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

○
 

原
子

炉
圧

力
 

○
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

○
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

○
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
○

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-27 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
1
0
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

注
水

量
 

○
 

○
 

防
止

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
○

 

○
 
 

 
○

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

○
 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
○

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

○
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
 

○
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

○
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
 

○
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
○

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

×
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

○
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
○

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
○

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。

 
 

399



  

共 8-28 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
1
1
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
 

○
 

○
 

防
止

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｄ

／
Ｗ

)
 

○
 

○
 
 

 
○

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｓ

／
Ｃ

)
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

 
○

 
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(
Ｄ

／
Ｗ

)
 

○
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｓ

／
Ｃ

)
 

○
 

未
臨

界
の

維
持

又
は

確
認

 
○

 
平

均
出

力
領

域
計

装
 

○
 

起
動

領
域

計
装

 
○

 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
 

○
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

○
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

○
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
○

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
○

 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-29 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
1
2
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
 

○
 

○
 

防
止

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

○
 
 

 
○

 

原
子

炉
圧

力
 

○
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

○
 

水
源

の
確

保
 

○
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

×
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
○

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

○
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

○
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
○

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

○
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

○
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
○

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

×
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

○
 

※
1
 

条
文

毎
の

重
大

事
故

対
処

設
備

の
分

類
(
防

止
:
重

大
事

故
防

止
設

備
，

緩
和

:
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
処

設
備

の
み

で
機

能
維

持
が

可
能

な
場

合
等

，
考

慮
不

要
に

な
る

場
合

は
グ

レ
ー

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。
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共 8-30 

第
2
.
2
.
4
-
1
表

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
没

水
影

響
評

価
ま

と
め

(
1
3
/
1
5
)
 

条 文 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

設
計

基
準

対
象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

条
文

判
定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

 

個
別

機
能

維
持

判
定

 

判 定 

頑
健

性
の

有
無

等
 

判 定 

5
8
 

水
源

の
確

保
 

○
 

○
 

防
止

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 
○

 

○
 

 
 

○
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 
○

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 
○

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

○
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
○

 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
 

○
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視
装

置
 

○
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
 

○
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｄ

／
Ｓ

)
 

○
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
Ｓ

／
Ｃ

)
 

○
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
○

 

サ
プ
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○

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
 

○
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Ａ
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○
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Ｓ
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タ
（
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・

低
レ

ン
ジ

）
 

○
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

○
 

※
1
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文

毎
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重
大
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:
重

大
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止
設
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緩
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重

大
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故
緩

和
設

備
)
 

※
2
 

設
備

建
設

中
等

に
よ

り
評

価
未

完
了

 

※
3
 

重
大

事
故

防
止

で
も

緩
和

で
も

な
い

設
備

 

■
 

重
大

事
故

対
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備
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で
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，
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。
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水
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重
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事
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設

備
 

設
計

基
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象

施
設

 
修

復
性

 
方

針

Ⅰ
/

Ⅱ
,
Ⅲ

判
定

 

対
象

施
設

(
設

備
)
 

個
別

機
能

維
持

判
定
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定

 

分
類

※
1
 

対
応

す
る

設
計
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象

施
設
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別
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判
定

 

判 定 

頑
健
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の
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判 定 

5
9
 
居

住
性

の
確

保
 

○
 

○
 

防
止

 

（
中
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制

御
室

）
 

○
 

○
 
 

 
○

 

（
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央
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御
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○
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○
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－
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○
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○
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○
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○
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○
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し
 

－
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定
 

○
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測

設
備

 
○

 

電
源
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○
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和
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備
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※
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設
備

建
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に
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評

価
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完
了

 

※
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重
大

事
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防
止

で
も

緩
和

で
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な
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設
備

 

■
 

重
大

事
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対
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設
備
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。
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判
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判
定
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○

 

○
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○
 
 

 
○
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連
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○
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通
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防
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用
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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価
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完
了
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重
大
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で
も

緩
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■
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。
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2.2.4.1 重大事故防止設備の独立性について 

  2.2.1のケースでは，重大事故防止設備のうち第45条（原子炉冷却材圧力

バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備）の高圧代替注水系

の設備が機能喪失する。しかし，同様の機能を有する設計基準対象施設であ

る高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系が機能維持できている。 

  したがって，設計基準対象施設と重大事故防止設備が同時に機能喪失しな

いことが確認でき，重大事故防止設備は1.の方針Ⅰ「独立性」に適合してい

ることが確認できる。 

 

2.2.4.2 重大事故等対処設備による安全機能の確保について 

  1.の方針Ⅲの観点から，設計基準対象施設の機能に期待せず，重大事故等

対処設備によって“未臨界移行”，“燃料冷却”，“格納容器除熱”及び

“使用済燃料プール注水”機能が維持できるか判断し，内部溢水事象が発生

した場合でも，主要な安全機能が重大事故等対処設備によって確保されるこ

とを確認する。 

 

  未臨界移行機能：第44条の設備（代替制御棒挿入，代替冷却材再循環ポン

プ・トリップ機能，ほう酸水注入系）により当該機能が維持される。 

 

  燃料冷却機能：第46条の設備（代替自動減圧機能，逃がし安全弁機能回復

(代替窒素供給)）による原子炉減圧，及び第47条の設備（低圧代替注水系

（可搬型））による注水機能が確保されるため当該機能は維持される。 

 

  格納容器除熱機能：上記の燃料冷却機能と第48条の設備（耐圧強化ベント

系，格納容器圧力逃がし装置）により格納容器に対する除熱機能が確保され
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るため，当該機能は維持される。 

 

  使用済燃料プール注水機能：第54条の設備(燃料プール代替注水系(可搬

型))により使用済燃料プールへの注水機能が確保されるため，当該機能は維

持される。 

 

  以上より主要安全機能が重大事故等対処設備によって維持されていること

から，1.方針Ⅲに適合していることが確認できる。 
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2.3 例示評価以外の影響評価プロセスについて 

  2.2にて示した想定破損による没水評価以外のケースについても同様の評

価プロセスで1. 溢水防護の基本方針の方針に適合していることを今後確認

していく。 
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3. スロッシングに伴う溢水による重大事故等対処設備への影響について 

  スロッシングが発生した場合の重大事故等対処設備への影響についても評

価し，安全機能に影響のないことを確認する。(第3-1表参照)  
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第3-1表 スロッシングによる重大事故等対処設備への影響評価結果(1/4) 

条文 

重大事故等対処設備 スロッシングによる影響

対象施設(設備) 
個別機能 

維持判定※1 条文判定※1

43 アクセスルート確保 ○ ○ 

44 

代替制御棒挿入機能 ○ 

○ 代替原子炉再循環ポンプトリップ機能 ○ 

ほう酸水注入系 ○ 

45 

高圧代替注水系 (○) 

(○) 高圧代替注水系の機能回復 (○) 

ほう酸水注入系 ○ 

46 

逃がし安全弁 ○ 

(○) 

過渡時自動減圧機能 (○) 

逃がし安全弁機能回復（可搬型代替直流電源供

給） 
(○) 

逃がし安全弁機能回復（代替窒素供給） ○ 

47 

低圧代替注水系（常設） (○) 

(○) 
低圧代替注水系（可搬型） (○) 

代替循環冷却系 (○) 

非常用取水設備 (○) 

48 

緊急用系海水系 (○) 

(○) 

S/Pへの蓄熱補助 ○ 

耐圧強化ベント系 ○ 

格納容器圧力逃がし装置 (○) 

非常用取水設備 (○) 

49 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設） (○) 

(○) 
代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） (○) 

代替循環冷却系 (○) 

非常用取水設備 (○) 

50 

格納容器圧力逃がし装置 (○) 

(○) 
代替循環冷却 (○) 

S/Pへの蓄熱補助 ○ 

非常用取水設備 (○) 

51 

格納容器下部注水系(常設) (○) 

(○) 格納容器下部注水系(可搬型) (○) 

溶融炉心の落下遅延及び防止 (○) 
※1 ○ ：当該設備の有する安全機能が維持されることを確認 

  (○)：今後，当該設備の有する安全機能が維持されるよう，評価及び対策を実施 
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第3-1表 スロッシングによる重大事故等対処設備への影響評価結果(2/4) 

条文 

重大事故等対処設備 スロッシングによる影響

対象施設(設備) 
個別機能 

維持判定※1 条文判定※1

52 
格納容器内の水素濃度監視設備 (○) 

(○) 
格納容器圧力逃がし装置 (○) 

53 
静的触媒式水素再結合器 (○) 

(○) 
原子炉建屋内の水素濃度監視 (○) 

54 

代替燃料プール注水系（可搬型） (○) 

(○) 

代替燃料プール注水系（常設） (○) 

代替燃料プール冷却系（常設） (○) 

非常用取水設備 (○) 

大気への放射性物質の拡散抑制 (○) 

使用済燃料プールの監視設備 (○) 

55 

大気への放射性物質の拡散抑制 (○) 

(○) 海洋への放射性物質の拡散抑制 (○) 

航空機燃料火災への泡消火 (○) 

56 
水源の確保 (○) 

(○) 
水の移送手段 (○) 

57 

常設代替交流電源設備 (○) 

(○) 

可搬型代替交流電源設備 (○) 

所内常設直流電源設備 ○ 

常設代替直流電源設備 (○) 

可搬型代替直流電源設備 (○) 

代替所内電気設備 (○) 

燃料補給設備 (○) 
※1 ○ ：当該設備の有する安全機能が維持されることを確認 

  (○)：今後，当該設備の有する安全機能が維持されるよう，評価及び対策を実施 
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第3-1表 スロッシングによる重大事故等対処設備への影響評価結果(3/4) 

条文 

重大事故等対処設備 スロッシングによる影響

対象施設(設備) 
個別機能 

維持判定※1 条文判定※1

58 

原子炉圧力容器内の温度 (○) 

(○) 

原子炉圧力容器内の圧力 (○) 

原子炉圧力容器内の水位 (○) 

原子炉圧力容器への注水量 (○) 

原子炉格納容器への注水量 (○) 

原子炉格納容器内の温度 (○) 

原子炉格納容器内の圧力 (○) 

原子炉格納容器内の水位 (○) 

原子炉格納容器内の水素濃度 (○) 

原子炉格納容器内の酸素濃度 (○) 

原子炉格納容器内の放射線量率 (○) 

未臨界の維持又は監視 (○) 

最終ヒートシンクの確保 (○) 

格納容器バイパスの監視 (○) 

水源の確保 (○) 

原子炉建屋内の水素濃度 (○) 

使用済燃料プールの監視 (○) 

発電所内の通信連絡 (○) 

必要な情報の把握 (○) 

温度，圧力，水位，注水量の計測・監視 (○) 

59 
居住性の確保 ○ 

○ 
汚染の持ち込み防止 ○ 

60 

放射線量の測定 (○) 

(○) 

放射能観測車の代替測定装置 (○) 

発電所及びその周辺の測定に使用する測定器 (○) 

風向・風量その他気象条件の測定 (○) 

電源の確保 (○) 
※1 ○ ：当該設備の有する安全機能が維持されることを確認 

  (○)：今後，当該設備の有する安全機能が維持されるよう，評価及び対策を実施 
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第3-1表 スロッシングによる重大事故等対処設備への影響評価結果(4/4) 

条文 

重大事故等対処設備 スロッシングによる影響

対象施設(設備) 
個別機能 

維持判定※1 
条文判定※1

61 

居住性の確保 (○) 

(○) 

放射線量の測定 (○) 

必要な情報の把握 (○) 

通信連絡 (○) 

電源の確保 (○) 

62 
発電所内の通信連絡 (○) 

(○) 
発電所外の通信連絡 (○) 

※1 ○ ：当該設備の有する安全機能が維持されることを確認 

  (○)：今後，当該設備の有する安全機能が維持されるよう，評価及び対策を実施 
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共 9－1 

 

 

 

 

 

 

 

 

共－9 自主対策設備の悪影響防止について 
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共 9－2 

1. はじめに 

  自主対策設備として使用するものについて,他の設備への悪影響防止につ

いて記載する。 

 

2. 想定される悪影響について 

  重大事故等時においては,重大事故等対処設備として配備している機器の

他に,事故対応の運用性の向上のために配置・配備している自主対策設備を

用いる場合がある。この場合には,自主対策設備を使用することにより,他の

設備(設計基準対象施設及び重大事故等対処設備)に対して悪影響を及ぼすこ

とがないように考慮する必要がある。 

  この場合に想定される悪影響については,自主対策設備の使用時の系統的

な影響(電気的な影響を含む。)並びにタービンミサイル等の内部発生飛散物

による影響を考慮する必要がある。また,地震,火災,溢水等による波及的影

響を考慮する必要がある。 

  これらの自主対策設備を使用することの影響について類型化すると,以下

に示す 2 種類の影響について考慮する必要がある。 

  ・自主対策設備を使用することによって生じる直接的な影響 

  ・自主対策設備を使用することによって生じる間接的な影響 

  直接的な影響として考慮すべき事項には,自主対策設備を使用する際,接続

する他の設備の設計条件を上回る条件で使用する場合の影響,薬品の使用に

よる腐食や化学反応による影響,他の設備との干渉により使用条件が限定さ

れることによる影響等が挙げられる。 

  一方,間接的な影響として考慮すべき事項には,自主対策設備の損傷により

生じる波及的影響,自主対策設備を使用することにより他の機器の環境条件

を悪化させる影響等が挙げられる。 
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  さらに,これらの影響とは別に,自主対策設備を使用する場合に,発電所構

内に予め確保されている水源や燃料,人員等の運用リソースを必要とする場

合がある。 

  これらの影響により,他の設備の機能に悪影響を及ぼすことがないよう,自

主対策設備の設計及び運用において,以下のとおり考慮する。 

 (1) 直接的な影響に対する考慮 

   自主対策設備を使用することにより,接続される他の設備の設計条件を

超える場合には,事前に健全性を確認した上で使用する。 

   自主対策設備において薬品や海水を使用することにより,他の設備に腐

食等の影響が懸念される自主対策設備については,事前にその影響や使用

時間等を考慮して使用する。また,電気設備の短絡等により生じる電気的

影響については,保護継電器等により,他の設備に悪影響を及ぼさないよう

考慮する。 

   重大事故等対処設備の配管にホースを接続する等により,他の設備の機

能を喪失させる自主対策設備については,当該設備を使用すべき状況にな

った場合に自主対策設備の使用を中止することで,他の設備に悪影響を及

ぼさないよう考慮する。 

 (2) 間接的な影響に対する考慮 

   自主対策設備が損傷し溢水等が生じることによる波及的影響について考

慮し,耐震性を確保することや,溢水経路を確認すること,必要な強度を有

していることを確認すること等により,他の設備に波及的影響を及ぼさな

いよう考慮する。 

   高温箇所への注水により水蒸気が発生する場合等,自主対策設備の使用

により他の設備の周辺環境が悪化する場合には,環境悪化による他の設備

の機能への影響を評価した上で使用する。また,自主対策設備の内部を高
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放射線量の流体が流れることにより,当該機器の周辺へのアクセスが困難

になることが想定される場合には,必要に応じて遮蔽体を設置する等の被

ばく低減対策を講じる。 

   大型設備を運搬して使用する場合や,通路にホース等を敷設して使用す

る場合等,現場でのアクセス性を阻害する自主対策設備については,予め通

路を確保するよう配置することや,他の設備を使用する場合には移動する

ことにより,他の設備の使用に影響を及ぼさないよう考慮して使用する。 

 (3) 発電所における運用リソースに対する考慮 

   注水に淡水を用いる場合,駆動源の燃料として軽油を使用する場合,操作

に人員を要する場合等,発電所構内の運用リソースを必要とする自主対策

設備については,他の設備の使用に影響を及ぼさないよう考慮して使用す

る。 

   これらの影響を考慮し，自主対策設備に関する悪影響の評価について,

次頁以降に示す。 
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※「○」影響が懸念されるため,対応(設計・運用)を検討する項目

第1表　自主対策設備を使用することによる悪影響検討結果 「－」影響が無く,対応(設計・運用)を検討する必要が無い項目

条文番号

技術的 検討 検討 検討
能力番号 要否 要否 要否

44(1.1) 手動スクラム・スイッチ －
・手動スクラム・スイッチは,設計基準対象施設として使
用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用によ
る悪影響なし。

－
・手動スクラム・スイッチは,設計基準対象施設として使用する
場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響な
し。

○
・手動スクラム・スイッチの操作に人員を要するが,必要な人員を想
定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。

原子炉モード・スイッチ「停止」 －
・原子炉モード・スイッチ「停止」は,設計基準対象施設
として使用する場合と同じ系統構成で使用することから,
使用による悪影響なし。

－
・原子炉モード・スイッチ「停止」は,設計基準対象施設として
使用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪
影響なし。

○
・原子炉モード・スイッチ「停止」の操作に人員を要するが,必要な
人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響
なし。

選択制御棒挿入機構 －
・選択制御棒挿入機構は,設計基準対象施設として使用す
る場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪
影響なし。

－
・選択制御棒挿入機構は,設計基準対象施設として使用する場合
と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・選択制御棒挿入機構の操作に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・選択制御棒挿入機構は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響
が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

スクラム・パイロット弁継電器用
ヒューズ
スクラム・パイロット弁計器用空気
系配管・弁
スクラム個別スイッチ
制御棒手動操作系

－

・スクラム・パイロット弁継電器用ヒューズ ,スクラ
ム・パイロット弁計器用空気系配管・弁 ,スクラム個別
スイッチ及び制御棒手動操作系は,設計基準対象施設とし
て使用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用
による悪影響なし。

－

・スクラム・パイロット弁継電器用ヒューズ ,スクラム・パイ
ロット弁計器用空気系配管・弁 ,スクラム個別スイッチ及び制御
棒手動操作系は,設計基準対象施設として使用する場合と同じ系
統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・スクラム・パイロット弁継電器用ヒューズ ,スクラム・パイロッ
ト弁計器用空気系配管・弁 ,スクラム個別スイッチ及び制御棒手動
操作系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確立さ
れ,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・制御棒手動操作系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が
生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

タービン駆動給水ポンプ
電動駆動給水ポンプ
給水制御系

－

・給水制御系,給水系(タービン駆動給水ポンプ,電動駆動
給水ポンプ)は,設計基準対象施設として使用する場合と
同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響な
し。

－
・給水制御系,給水系(タービン駆動給水ポンプ,電動駆動給水ポ
ンプ)は,設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で
使用することから,使用による悪影響なし。

○

・給水制御系,給水系(タービン駆動給水ポンプ,電動駆動給水ポン
プ)の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確立され,
それに基づき対応するため,悪影響なし。
・給水制御系,給水系(タービン駆動給水ポンプ,電動駆動給水ポン
プ)は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要
な電源を確保できる場合のみ使用する。

45(1.2)
ほう酸水注入系による原子炉注水
「継続注水」

－
・ほう酸水注入系は,設計基準対象施設として使用する場
合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響
なし。

－
・ほう酸水注入系は,設計基準対象施設として使用する場合と同
じ系統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・ほう酸水注入系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手
順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・ほう酸水注入系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が生
じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

制御棒駆動水圧系による原子炉注水 －
・制御棒駆動水圧系は,設計基準対象施設として使用する
場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影
響なし。

－
・制御棒駆動水圧系は,設計基準対象施設として使用する場合と
同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・制御棒駆動水圧系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した
手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・制御棒駆動水圧系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が
生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

自主対策設備
(1)直接的影響 (2)間接的影響 (3)発電所におけるリソースの消費

検討結果 検討結果 検討結果
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条文番号

技術的 検討 検討 検討
能力番号 要否 要否 要否

自主対策設備
(1)直接的影響 (2)間接的影響 (3)発電所におけるリソースの消費

検討結果 検討結果 検討結果

46(1.3)
逃がし安全弁（逃がし弁機能）の手
動操作による減圧

－
・逃がし安全弁（逃がし弁機能）は，設計基準対象施設
として使用する場合と同じ系統構成で使用することから,
使用による悪影響なし。

－
・逃がし安全弁（逃がし弁機能）は，設計基準対象施設として使
用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影
響なし。

○

・逃がし安全弁（逃がし弁機能）の操作に人員を要するが,必要な人
員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響な
し。
・逃がし安全弁（逃がし弁機能）は,電源を要するが,他の設備の使
用に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用す
る。

タービン・バイパス弁による減圧
（タービン・バイパス弁，タービン
制御系）

－
・タービン・バイパス弁及びタービン制御系は,設計基準
対象施設として使用する場合と同じ系統構成で使用する
ことから,使用による悪影響なし。

－
・タービン・バイパス弁及びタービン制御系は,設計基準対象施
設として使用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用
による悪影響なし。

○

・タービン・バイパス弁及びタービン制御系の操作に人員を要する
が,必要な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するた
め,悪影響なし。
・タービン・バイパス弁及びタービン制御系は,電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合
のみ使用する。

原子炉隔離時冷却系の手動操作によ
る原子炉の減圧

－
・原子炉隔離時冷却系及び復水貯蔵タンクは，設計基準
対象施設として使用する場合と同じ系統構成で使用する
ことから,使用による悪影響なし。

－
・原子炉隔離時冷却系及び復水貯蔵タンクは，設計基準対象施設
として使用する場合と同じ系統構成で使用することから,使用に
よる悪影響なし。

○

・原子炉隔離時冷却系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・原子炉隔離時冷却系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響
が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

可搬型窒素供給装置（小型）による
窒素確保（可搬型窒素供給装置（小
型））

－

・可搬型窒素供給装置（小型）は,非常用窒素供給系に接
続するが，非常用窒素供給系の高圧窒素ボンベの枯渇後
に使用するため，使用による悪影響なし。
・可搬型格納容器窒素供給設備は,設備の健全性を確認し
た条件下で使用することから,使用による悪影響なし。

－

・可搬型窒素供給装置（小型）は,非常用窒素供給系に接続する
が，非常用窒素供給系の高圧窒素ボンベの枯渇後に使用するた
め，使用による悪影響なし。
・可搬型格納容器窒素供給設備は,設備の健全性を確認した条件
下で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・可搬型窒素供給装置（小型）の操作に人員を要するが,必要な人員
を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響な
し。
・可搬型窒素供給装置（小型）は,燃料及び電源を要するが,他の設
備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保できる
場合のみ使用する。

47(1.4)

消火系による原子炉注水(電動駆動消
火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポン
プ，ろ過水貯蔵タンク，多目的タン
ク)

－

・消火系を用いた低圧注水での流路は,設計基準対象施設
としての設計条件下で使用することから,使用による悪影
響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし，

○

・消火系による原子炉注水の操作に人員を要するが,必要な人員を想
定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・消火系による原子炉注水は,燃料及び電源を要するが,他の設備の
使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保できる場合
のみ使用する。

補給水系による原子炉注水（復水移
送ポンプ，復水貯蔵タンク）

－
・補給水系による原子炉注水での流路は,設計基準対象施
設としての設計条件下で使用することから,使用による悪
影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
があるが,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし，

○

・補給水系による原子炉注水の操作に人員を要するが,必要な人員を
想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・補給水系による原子炉注水は,燃料及び電源を要するが,他の設備
の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保できる場
合のみ使用する。

消火系による残存溶融炉心の冷却(電
動駆動消火ポンプ，ディーゼル駆動
消火ポンプ，ろ過水貯蔵タンク，多
目的タンク)

－

・消火系による残存溶融炉心の冷却での流路は,設計基準
対象施設としての設計条件下で使用することから,使用に
よる悪影響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし。

○

・消火系による残存溶融炉心の冷却の操作に人員を要するが,必要な
人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響
なし。
・消火系による残存溶融炉心の冷却は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。

補給水系による残存溶融炉心の冷却
（復水移送ポンプ，復水貯蔵タン
ク）

－
・補給水系による残存溶融炉心の冷却での流路は,設計基
準対象施設としての設計条件下で使用することから,使用
による悪影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
があるが,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし。

○

・補給水系による残存溶融炉心の冷却の操作に人員を要するが,必要
な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影
響なし。
・補給水系による残存溶融炉心の冷却は,燃料及び電源を要するが,
他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保
できる場合のみ使用する。

耐圧強化ベント系による原子炉格納
容器内の減圧及び除熱（第一弁バイ
パス弁を使用した場合）

－
・第一弁バイパス弁は,設計基準対象施設として使用する
場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影
響なし。

○
・第一弁バイパス弁は,設計基準対象施設として使用する場合と
同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・第一弁バイパス弁による耐圧強化ベント系による原子炉格納容器
内の減圧及び除熱の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手
順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・第一弁バイパス弁による耐圧強化ベント系による原子炉格納容器
内の減圧及び除熱は，電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が生
じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

代替残留熱除去系海水系による除熱
（可搬型代替注水大型ポンプ）

○
・可搬型代替注水大型ポンプによる代替残留熱除去系海
水系での流路は,海水仕様であり,使用による悪影響な
し。

○
・可搬型代替注水大型ポンプは,他の設備のアクセス性を阻害し
ないように設置すること,又は移動が可能であることから,悪影響
なし。

○

・可搬型代替注水大型ポンプによる代替残留熱除去系海水系の操作
に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確立され,それに基
づき対応するため,悪影響なし。
・可搬型代替注水大型ポンプによる残代替残留熱除去系海水系は,燃
料を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料を
確保できる場合のみ使用する。

48(1.5)
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49（1.6）

消火系による格納容器内の冷却（電
動駆動消火ポンプ，ディーゼル駆動
消火ポンプ，ろ過水貯蔵タンク，多
目的タンク）

－

・消火系を用いた格納容器内の冷却での流路は,設計基準
対象施設としての設計条件下で使用することから,使用に
よる悪影響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性かあるか,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし。

○

・消火系を用いた格納容器内の冷却の操作に人員を要するが,必要な
人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響
なし。
・消火系を用いた格納容器内の冷却は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。

補給水系による格納容器内の冷却
（復水移送ポンプ，復水貯蔵タン
ク）

－
・補給水系を用いた格納容器内の冷却での流路は,設計基
準対象施設としての設計条件下で使用することから,使用
による悪影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
かあるか,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし。

○

・補給水系を用いた格納容器内の冷却の操作に人員を要するが,必要
な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影
響なし。
・補給水系を用いた格納容器内の冷却は,燃料及び電源を要するが,
他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保
できる場合のみ使用する。

ドライウェル内ガス冷却装置による
格納容器内の除熱（ドライウェル内
ガス冷却装置送風機，ドライウェル
内ガス冷却装置冷却コイル）

－
・ドライウェル冷却系は,設計基準対象施設として使用す
る場合と同じ系統構成で使用することから,使用による悪
影響なし。

－
・ドライウェル冷却系は,設計基準対象施設として使用する場合
と同じ系統構成で使用することから,使用による悪影響なし。

○

・ドライウェル冷却系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・ドライウェル冷却系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響
が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

50（1.7）
サプレッション・プール水ｐＨ制御
装置による薬液注入（薬液タンク，
蓄圧タンク加圧用窒素ガスボンベ）

○

・格納容器pH制御設備は,アルカリ薬液（水酸化ナトリウ
ム）を原子炉格納容器へ注入するため,アルカリとの反応
で原子炉格納容器が腐食することによる原子炉格納容器
バウンタリのシール性への影響が考えられるが,低濃度で
あり材料への腐食影響がないことを確認している。また,
原子炉格納容器のシール材は耐アルカリ性を確認した確
認した改良EPDMを使用することから,シール性に対する悪
影響はない。
・原子炉格納容器内の保温材及びグレーチングとアルカ
リ薬液との反応で水素ガスが発生するものの,事故時の原
子炉格納容器内の気相は水蒸気が多くを占めていること
から，原子炉格納容器の圧力制御には影響がない。
・原子炉格納容器内は窒素ガスにより不活性化されてお
り,原子炉格納容器内の保温材及びグレーチングとアルカ
リ薬液との反応では酸素ガスの発生はなく,水素ガスの燃
焼リスクが増加しないことから,悪影響なし。

○

・薬液タンクの破損により,アルカリ薬液が漏えいする可能性が
あるが,薬液タンクは十分な強度を有する設計としており,かつ薬
液タンクの周囲には堰を設ける設計としていることから,悪影響
なし。

○

・格納容器pH制御設備の操作に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・格納容器pH制御設備は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響
が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

51（1.8）

消火系によるペデスタル（ドライ
ウェル部）への注水 (ディーゼル駆
動消火ポンプ，ろ過水貯蔵タンク，
多目的タンク)

－

・消火系を用いたペデスタル（ドライウェル部）への注
水での流路は,設計基準対象施設としての設計条件下で使
用することから,使用による悪影響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし。

○

・消火系を用いたペデスタル（ドライウェル部）への注水の操作に
人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確立され,それに基づ
き対応するため,悪影響なし。
・消火系を用いた格納容器下部注水は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。

補給水系によるペデスタル（ドライ
ウェル部）への注水（復水移送ポン
プ，復水貯蔵タンク）

－
・補給水系を用いたペデスタル（ドライウェル部）への
注水での流路は,設計基準対象施設としての設計条件下で
使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
があるが,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし。

○

・補給水系を用いたペデスタル（ドライウェル部）への注水の操作
に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確立され,それに基
づき対応するため,悪影響なし。
・消火系を用いた格納容器下部注水は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。

消火系による原子炉圧力容器への注
水（ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ
過水貯蔵タンク，多目的タンク）

－

・消火系を用いた原子炉圧力容器への注水での流路は,設
計基準対象施設としての設計条件下で使用することから,
使用による悪影響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし。

○

・消火系を用いた原子炉圧力容器への注水の操作に人員を要するが,
必要な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,
悪影響なし。
・消火系を用いた格納容器下部注水は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。

補給水系による原子炉圧力容器への
注水（復水移送ポンプ，復水貯蔵タ
ンク）

－
・補給水系を用いた原子炉圧力容器への注水での流路は,
設計基準対象施設としての設計条件下で使用することか
ら,使用による悪影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
があるが,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし。

○

・補給水系を用いた原子炉圧力容器への注水の操作に人員を要する
が,必要な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するた
め,悪影響なし。
・消火系を用いた格納容器下部注水は,燃料及び電源を要するが,他
の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保で
きる場合のみ使用する。
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52(1.9)

可燃性ガス濃度制御系による原子炉
格納容器内の水素濃度制御（可燃性
ガス濃度制御系ブロワ，可燃性ガス
濃度制御系加熱器，可燃性ガス濃度
制御系再結合器，可燃性ガス濃度制
御系冷却器）

○

・可燃性ガス濃度制御系には,格納容器圧力逃がし装置の
ドレン配管が接続されているが,可燃性カス濃度制御系
は,格納容器圧力逃がし装置のドレン排出と干渉しないよ
うに運用することから,使用による悪影響なし。

○
・内部に高濃度の放射性物質を含む流体が流れることにより,機
器周囲の放射線量が上昇する場合は,必要に応じて遮蔽体を設置
する等の被ばく低減対策を講ずることから,悪影響なし。

○

・可燃性カス濃度制御系の操作に人員を要するが,必要な人員を想定
した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・可燃性カス濃度制御系は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影
響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

格納容器雰囲気モニタによる原子炉
格納容器内の水素濃度及び酸素濃度
監視

－
・格納容器雰囲気モニタは，設計基準対象施設として使
用する場合と同じ系統構成で使用することから，使用に
よる悪影響なし。

－
・格納容器雰囲気モニタは，設計基準対象施設として使用する場
合と同じ系統構成で使用することから，使用による悪影響なし。

○

・格納容器雰囲気モニタの操作に人員を要するが，必要な人員を想
定した手順が確立され，それに基づき対応するため，悪影響なし。
・格納容器雰囲気モニタは，電源を要するが，他の設備の使用に悪
影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

54(1.11)

消火系による使用済燃料プール注水
（電動駆動消火ポンプ，ディーゼル
駆動消火ポンプ，ろ過水貯蔵タン
ク，多目的タンク）

－

・消火系による使用済燃料プール注水での流路は,設計基
準対象施設としての設計条件下で使用することから,使用
による悪影響なし。
・消火系による消火が必要な火災が発生していない場合
のみ使用することから,使用による悪影響なし。

○
・水源であるろ過水貯蔵タンク及び多目的タンクの破損により,
溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により他の設備の機能に
影響を及ぼさないことを確認していることから,悪影響なし。

○

・消火系による使用済燃料プール注水の操作に人員を要するが,必要
な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影
響なし。
・消火系による使用済燃料プール注水は,燃料及び電源を要するが,
他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保
できる場合のみ使用する。

補給水系による使用済燃料プール注
水（復水移送ポンプ，復水貯蔵タン
ク）

－
・補給水系による使用済燃料プール注水での流路は,設計
基準対象施設としての設計条件下で使用することから,使
用による悪影響なし。

○
・水源である復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性
があるが,溢水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないこ
とを確認していることから,悪影響なし。

○

・補給水系による使用済燃料プール注水の操作に人員を要するが,必
要な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪
影響なし。
・補給水系による使用済燃料プール注水は,燃料及び電源を要する
が,他の設備の使用に悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確
保できる場合のみ使用する。

漏えい緩和（シール材，接着剤，
ステンレス鋼板，吊り降ろしロー
プ）

－

・ステンレス鋼板等による漏えい緩和は,想定事象として
は大規模損壊等の重大事故等を超える事象への対応であ
り,ステンレス鋼板を単独で使用済燃料プール壁面に吊下
ろす設計とすることから,使用による悪影響なし。

－
・ステンレス鋼板等による漏えい緩和は,ステンレス鋼板の使用
済燃料プール壁面への設置後,ロープを手摺等に固縛し,ステンレ
ス鋼板の移動を防止することから,使用による悪影響なし。

○
・ステンレス鋼板等による漏えい緩和の実施に人員を要するが,必要
な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影
響なし。

55(112)
大気への放射性物質の拡散抑制（ガ
ンマカメラ・サーモカメラ）

－
・ガンマカメラ及びサーモカメラは,他の設備と独立して
使用することから,使用による悪影響なし。

－
・ガンマカメラ及びサーモカメラは,他の設備と独立して使用す
ることから,使用による悪影響なし。

○
・ガンマカメラ及びサーモカメラの使用に人員を要するが,必要な人
員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響な
し。

海洋への放射性物質の拡散抑制（放
射性物質吸着材）

－
・放射性物質吸着材は,他の設備と独立して使用すること
から,使用による悪影響なし。

－
・放射性物質吸着材は,他の設備と独立して使用することから,使
用による悪影響なし。

○
・放射性物質吸着材の設置に人員を要するが,必要な人員を想定した
手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。

初期対応における延焼防止処置（化
学消防自動車，水槽付消防ポンプ自
動車，泡消火薬剤容器（消防車
用），消火栓（原水タンク））

－
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車，泡消火薬
剤容器（消防車用），消火栓（原水タンク）は,他の設備
と独立して使用することから,使用による悪影響なし。

○

・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車，泡消火薬剤容器
（消防車用），消火栓（原水タンク）は,他の設備のアクセス性
を阻害しないように設置すること,又は移動が可能であることか
ら,悪影響なし。

○

・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が
確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）は,水を要するが,使用可能な水源を選択して使用する
ことから,悪影響なし。
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）は,燃料を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じな
いよう必要な燃料を確保できる場合のみ使用する。

初期対応における延焼防止処置（化
学消防自動車，水槽付消防ポンプ自
動車，泡消火薬剤容器（消防車
用），防火水槽）

－
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車，泡消火薬
剤容器（消防車用），防火水槽は,他の設備と独立して使
用することから,使用による悪影響なし。

○

・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車，泡消火薬剤容器
（消防車用），防火水槽は,他の設備のアクセス性を阻害しない
ように設置すること,又は移動が可能であることから,悪影響な
し。

○

・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が
確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）は,水を要するが,使用可能な水源を選択して使用する
ことから,悪影響なし。
・化学消防自動車，水槽付消防ポンプ自動車及び泡消火薬剤容器
（消防車用）は,燃料を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じな
いよう必要な燃料を確保できる場合のみ使用する。
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検討結果 検討結果 検討結果

56(113)

多目的タンク
ろ過水貯蔵タンク
原水タンク
純水貯蔵タンク

－

・多目的タンク，ろ過水貯蔵タンク，原水タンク及び純
水貯蔵タンクは,他の水源であるサプレッション・プー
ル,代替淡水貯槽，高所淡水池及び北側淡水池と独立した
設備であることから,使用による悪影響なし。

○

・多目的タンク，ろ過水貯蔵タンク，原水タンク及び純水貯蔵タ
ンクの破損により,溢水が生じる可能性があるが,溢水評価により
他の設備の機能に影響を及ぼさないことを確認していることか
ら,悪影響なし。

○
・多目的タンク，ろ過水貯蔵タンク，原水タンク及び純水貯蔵タン
クを水源として使用する場合に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。

復水貯蔵タンク －
・復水貯蔵タンクは,他の水源であるサプレッション・
プール,代替淡水貯槽，高所淡水池及び北側淡水池と独立
した設備であることから,使用による悪影響なし。

○
・復水貯蔵タンクの破損により,溢水が生じる可能性があるが,溢
水評価により他の設備の機能に影響を及ぼさないことを確認して
いることから,悪影響なし。

○
・復水貯蔵タンクを水源として使用する場合に人員を要するが,必要
な人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影
響なし。

57(114) メタルクラッド開閉装置２Ｅ ○
・メタルクラッド開閉装置２Ｅは,保護継電器等により電
気的波及影響を防止できるため,使用による悪影響なし。

○
・メタルクラッド開閉装置２Ｅは,,保護継電器等により電気的波
及影響を防止できるため,使用による悪影響なし。

○

・メタルクラッド開閉装置２Ｅの系統操作に人員を要するが,必要な
人員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響
なし。
・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機が使用可能かつ，高圧炉心
スプレイ系ポンプを停止することが可能な場合にのみ使用する。

可搬型代替注水大型ポンプ －
・可搬型代替注水大型ポンプは,他の設備と独立して使用
することから,使用による悪影響なし。

－
・可搬型代替注水大型ポンプは,他の設備のアクセス性を阻害し
ないように設置すること,又は移動が可能であることから,悪影響
なし。

－

・可搬型代替注水大型ポンプは,操作に人員を要するが,必要な人員
を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響な
し。
・可搬型代替注水大型ポンプは,水を要するが,使用可能な水源を選
択して使用することから,悪影響なし。
・可搬型代替注水大型ポンプは,燃料を要するが,他の設備の使用に
悪影響が生じないよう必要な燃料を確保できる場合のみ使用する。

予備充電器 －
・予備充電器は,他の設備と独立して使用することから,
使用による悪影響なし。

－
・予備充電器は,接続先の電気設備の設計条件下で使用すること
から,使用による悪影響なし。

－

・予備充電器を用いた直流電源融通に人員を要するが,必要な人員を
想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・予備充電器を用いた直流電源融通は，メタルクラッド開閉装置２
Ｃ・２Ｄが使用不能であるが，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電
機が使用可能な場合にのみ使用する。
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58(1.15) 有効監視パラメータの計器 －
・有効監視パラメータの計器は,他の設備と独立して使用
することから,使用による悪影響なし。

－
・有効監視パラメータの計器は,他の設備と独立して使用するこ
とから,使用による悪影響なし。

○

・有効監視パラメータの計器の監視に人員を要するが,必要な人員を
想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・有効監視パラメータの計器は,電源を要するが,他の設備の使用に
悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

常用代替監視パラメータの計器 －
・常用代替監視パラメータの計器は,他の設備と独立して
使用することから,使用による悪影響なし。

－
・常用代替監視パラメータの計器は,他の設備と独立して使用す
ることから,使用による悪影響なし。

○

・常用代替監視パラメータの計器の監視に人員を要するが,必要な人
員を想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響な
し。
・常用代替監視パラメータの計器は,電源を要するが,他の設備の使
用に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用す
る。

常用計器 －
・常用計器は,他の設備と独立して使用することから,使
用による悪影響なし。

－
・常用計器は,他の設備と独立して使用することから,使用による
悪影響なし。

○

・常用計器の監視に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が確
立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・常用計器は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じない
よう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

常用代替計器 －
・常用代替計器は,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

－
・常用代替計器は,他の設備と独立して使用することから,使用に
よる悪影響なし，

○

・常用代替計器の監視に人員を要するが,必要な人員を想定した手順
が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・常用代替計器は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が生じ
ないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

プロセス計算機による記録 －
・プロセス計算機による記録は,他の設備と独立して使用
することから,使用による悪影響なし。

－
・プロセス計算機による記録は,他の設備と独立して使用するこ
とから,使用による悪影響なし。

○

・プロセス計算機による記録に人員を要するが,必要な人員を想定し
た手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・プロセス計算機による記録は,電源を要するが,他の設備の使用に
悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

放射線管理計算機による記録 －
・放射線管理計算機による記録は,他の設備と独立して使
用することから,使用による悪影響なし。

－
・放射線管理計算機による記録は,他の設備と独立して使用する
ことから,使用による悪影響なし。

○

・放射線管理計算機による記録に人員を要するが,必要な人員を想定
した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・放射線管理計算機による記録は,電源を要するが,他の設備の使用
に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用す
る。

記録計による記録 －
・記録計による記録は,他の設備と独立して使用すること
から,使用による悪影響なし。

－
・記録計による記録は,他の設備と独立して使用することから,使
用による悪影響なし。

○

・記録計による記録に人員を要するが,必要な人員を想定した手順が
確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・記録計による記録は,電源を要するが,他の設備の使用に悪影響が
生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。
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60(117) モニタリング・ポスト －
・モニタリング・ポストは,他の設備と独立して使用する
ことから,使用による悪影響なし。

－
・モニタリング・ポストは,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

○
・モニタリング・ポストの運転には電源を要するが,専用の電源であ
るモニタリング・ポスト用発電機から給電するため,悪影響なし。

放射能観測車 －
・放射能観測車は,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

○
・放射能観測車は,他の設備のアクセス性を阻害しないように設
置すること,又は移動が可能であることから,悪影響なし。

○
・放射能観測車の使用には燃料及び人員を要するが,重大事故等対処
設備(可搬型放射能測定装置)の使用を優先し,他の設備に影響を及ぼ
さない範囲で使用するため,悪影響なし。

Geγ線多重波高分析装置 －
・Geγ線多重波高分析装置は,他の設備と独立して使用す
ることから,使用による悪影響なし。

－
・Geγ線多重波高分析装置は,他の設備と独立して使用すること
から,使用による悪影響なし。

○
・Geγ線多重波高分析装置の使用には電源及び人員を要するが,重大
事故等対処設備(可搬型放射能測定装置)の使用を優先し,他の設備に
影響を及ぼさない範囲で使用するため,悪影響なし。

ガスフロー式カウンタ －
・ガスフロー式カウンタは,他の設備と独立して使用する
ことから,使用による悪影響なし。

－
・ガスフロー式カウンタは,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

○
・ガスフロー測定装置の使用には電源及び人員を要するが,重大事故
等対処設備(可搬型放射能測定装置)の使用を優先し,他の設備に影響
を及ぼさない範囲で使用するため,悪影響なし。

気象観測設備 －
・気象観測設備は,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

－
・気象観測設備は,他の設備と独立して使用することから,使用に
よる悪影響なし。

○
・気象観測設備の使用には電源を要するが,他の設備に影響を及ぼさ
ない範囲で使用するため,悪影響なし。

61（1.18）

通信連絡設備【
送受話器（ページング）
電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ）
テレビ会議システム（社内）
加入電話設備（加入電話及び加入Ｆ
ＡＸ）
専用電話設備（専用電話（ホットラ
イン）（地方公共団体向））】

－

・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備
（固定電話機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議シ
ステム（社内），加入電話設備（加入電話及び加入ＦＡ
Ｘ），専用電話設備（専用電話（ホットライン）（自治
体向））は,他の設備と独立して使用することから,使用
による悪影響なし。

－

・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議システム（社内），加
入電話設備（加入電話及び加入ＦＡＸ），専用電話設備（専用電
話（ホットライン）（地方公共団体向））は，他の設備と独立し
て使用することから,使用による悪影響なし。

○

・テレビ会議システム（社内）の操作に人員を要するが,対応可能な
範囲内で操作を行うため,悪影響なし。
・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議システム（社内），加入
電話設備（加入電話及び加入ＦＡＸ），専用電話設備（専用電話
（ホットライン）（地方公共団体向））は,電源を要するが,他の設
備の使用に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ
使用する。

62(1.19)

通信連絡設備【
送受話器（ページング）
電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ）
加入電話設備（加入電話及び加入Ｆ
ＡＸ）
テレビ会議システム（社内）
専用電話設備（専用電話（ホットラ
イン）（地方公共団体向））】

－

・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備
（固定電話機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議シ
ステム（社内），加入電話設備（加入電話及び加入ＦＡ
Ｘ），専用電話設備（専用電話（ホットライン）（自治
体向））は,他の設備と独立して使用することから,使用
による悪影響なし。

－

・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議システム（社内），加
入電話設備（加入電話及び加入ＦＡＸ），専用電話設備（専用電
話（ホットライン）（地方公共団体向））は，他の設備と独立し
て使用することから,使用による悪影響なし。

○

・テレビ会議システム（社内）の操作に人員を要するが,対応可能な
範囲内で操作を行うため,悪影響なし。
・送受話器（ページング），電力保安通信用電話設備（固定電話
機，ＰＨＳ端末及びＦＡＸ），テレビ会議システム（社内），加入
電話設備（加入電話及び加入ＦＡＸ），専用電話設備（専用電話
（ホットライン）（地方公共団体向））は,電源を要するが,他の設
備の使用に悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ
使用する。
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その他

長期安定冷却設備(可搬ポンプ,サプ
レソションプール浄化系ポンプ,可搬
熱交換器,大容量送水車,原子炉冷却
材浄化系,不活性ガス系)

○
・長期安定冷却設備は,設備の健全性を確認した条件下で
使用することから,使用による悪影響なし。

○

・内部に高濃度の放射性物質を含む流体が流れることにより,機
器周囲の放射線量が上昇する場合は,必要に応じて遮蔽体を設置
する等の被ばく低減対策を講ずることから,悪影響なし。
・長期安定冷却設備は,他の設備のアクセス性を阻害しないよう
に設置すること,又は移動が可能であることから,悪影響なし。

○

・長期安定冷却設備の操作に人員を要するが,必要な人員を想定した
手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・長期安定冷却設備は,燃料及び電源を要するが,他の設備の使用に
悪影響が生じないよう必要な燃料及び電源を確保できる場合のみ使
用する。

格納容器下部水位調整設備 ○
・格納容器下部水位調整設備は,他の設備と独立して使用
することから,使用による悪影響なし。

－
・格納容器下部水位調整設備は,他の設備と独立して使用するこ
とから,使用による悪影響なし。

○

・格納容器下部水位調整設備の操作に人員を要するが,必要な人員を
想定した手順が確立され,それに基づき対応するため,悪影響なし。
・格納容器下部水位調整設備は,電源を要するが,他の設備の使用に
悪影響が生じないよう必要な電源を確保できる場合のみ使用する。

バックアップシール材(トップヘッド
フランジへの塗布)

○

・塗布するフランジ面に設置されたシール材の押し込み
量に影響を与える可能性があるが,試験体を用いた開口量
確認の結果,影響が無視できる程度であると確認したた
め,使用による悪影響なし。
・塗布するフランジ面に過大な応力を作用させる可能性
があるが,フランジ部の荷重評価を行った結果,バック
アップシール材からの荷重の影響が無視できる程度であ
ると確認したため,使用による悪影響なし。
・塗布するフランジ面に設置されたシール材とバック
アップシール材との化学反応が生じる可能件があるが,フ
ランジモデル試験による気密性確認において,気密性が確
認出来ていることから,使用による悪影響なし。

－
・バックアップシール材は,他の設備と独立して使用することか
ら,使用による悪影響なし。

－
・バックアップシール材は操作が不要なことから,リソースの消費な
し。
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共 10－1 

 

 

 

 

 

 

 

 

共－10 設計基準事故対処設備に対する多様性及び独立性 

並びに位置的分散の整理ついて 
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共 10－2 

 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する

規則の解釈」にて，設計基準事故対処設備に対して，多様性及び独立性を有

し，位置的分散を図ることが要求されている以下の条文について，重大事故等

対処設備の多様性及び独立性並びに位置的分散の状況を整理する。 

  ・第 47 条（原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却す

るための設備） 

  ・第 48 条（最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備） 

  ・第 49 条（原子炉格納容器内の冷却等のための設備） 

  ・第 57 条（電源設備） 
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

常
設

低
圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

代
替

淡
水
貯

槽
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

低
圧

代
替
注

水
系

（
常

設
）

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却
－

－
－

－
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

は
な

い
。

可
搬

型
代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ

可
搬

型
代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ

西
側

淡
水
貯

水
設

備
［

水
源

］

代
替

淡
水
貯

槽
［

水
源

］

低
圧

代
替
注

水
系

（
可

搬
型

）
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却
－

－
－

－
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

は
な

い
。

代
替

循
環
冷

却
系

ポ
ン

プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

残
留

熱
除
去

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

低
圧

炉
心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
（

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
）

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
○

○
○

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
○

○
○

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

○
○

○

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

（
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水
系

）
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
－

－
－

重
大

事
故

等
時

も
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

共
1
0
－
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

残
留

熱
除
去

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ

緊
急

用
海
水

ス
ト

レ
ー

ナ

残
留

熱
除
去

系
海

水
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

貯
留

堰
（

貯
留

堰
）

取
水

路
（

取
水

路
）

取
水

ピ
ッ
ト

（
取

水
ピ

ッ
ト

）

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

海
水

引
込
み

管

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト

緊
急

用
海
水

取
水

管

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
に

よ
る

原
子

炉
除

熱

緊
急

用
海

水
系

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

非
常

用
取

水
設

備

○
－

○
○

○

（
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

）

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

－
－

－
残

留
熱

除
去

系
海

水
ポ

ン
プ

等
の

流
路

と
な

る
。

○

重
大

事
故

等
時

も
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

（
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停
止

時
冷

却
系

）
）

－
－

－

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ
等

の
流

路
と

な
る

。
○

共
1
0
－

4

428



設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

格
納

容
器
圧

力
逃

が
し

装
置

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

○
○

○

耐
圧

強
化
ベ

ン
ト

系
配

管
・

弁

第
一

弁
（
Ｓ

／
Ｃ

側
）

第
一

弁
（
Ｄ

／
Ｗ

側
）

耐
圧

強
化
ベ

ン
ト

系
一

次
隔

離
弁

耐
圧

強
化
ベ

ン
ト

系
二

次
隔

離
弁

残
留

熱
除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
に

よ
る

原
子

炉
除

熱
（

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
）

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

残
留

熱
除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー
ル

冷
却

系
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

除
熱

（
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

）
－

－
－

重
大

事
故

等
時

も
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

残
留

熱
除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却
系

）

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

（
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
）

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

残
留

熱
除
去

系
海

水
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
に

よ
る

除
熱

（
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

）
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

－

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

○
○

○ －
－

共
1
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ

緊
急

用
海
水

ス
ト

レ
ー

ナ

貯
留

堰
（

貯
留

堰
）

取
水

路
（

取
水

路
）

取
水

ピ
ッ
ト

（
取

水
ピ

ッ
ト

）

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

海
水

引
込
み

管

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト

緊
急

用
海
水

取
水

管

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

緊
急

用
海

水
系

に
よ

る
除

熱
○

○
○ －

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

－

非
常

用
取

水
設

備

－

残
留

熱
除

去
系

海
水
ポ

ン
プ

等
の

流
路

と
な

る
。

○
○

○
緊

急
用

海
水

ポ
ン
プ

等
の

流
路

と
な

る
。

－

共
1
0
－
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

代
替

循
環
冷

却
系

ポ
ン

プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

常
設

低
圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）

代
替

淡
水
貯

槽
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

可
搬

型
代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ

可
搬

型
代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ

西
側

淡
水
貯

水
設

備
［

水
源

］

代
替

淡
水
貯

槽
［

水
源

］

残
留

熱
除
去

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

残
留

熱
除
去

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
熱

交
換

器

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

）

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル

○
○

○

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

－
－

－

○
○

○－

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
に

よ
る

格
納

容
器

内
の

除
熱

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

（
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

除
熱

（
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

）
－

－
－

重
大

事
故

等
時

も
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ

緊
急

用
海
水

ス
ト

レ
ー

ナ

残
留

熱
除
去

系
海

水
ポ

ン
プ

残
留

熱
除
去

系
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

貯
留

堰
（

貯
留

堰
）

取
水

路
（

取
水

路
）

取
水

ピ
ッ
ト

（
取

水
ピ

ッ
ト

）

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

海
水

引
込
み

管

Ｓ
Ａ

用
海
水

ピ
ッ

ト

緊
急

用
海
水

取
水

管

緊
急

用
海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

－
－

－
残

留
熱

除
去

系
海

水
ポ

ン
プ

等
の

流
路

と
な

る
。

○－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

○
○

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

等
の

流
路

と
な

る
。

－
－

○

非
常

用
取

水
設

備

－

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
緊

急
用

海
水

系

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
（

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
）

○
○
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
5
7
条
　
電
源
設
備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

２
Ｃ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機 ２
Ｄ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機 高
圧

炉
心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

２
Ｃ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水
ポ

ン
プ

２
Ｄ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水
ポ

ン
プ

高
圧

炉
心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機
用

海
水

ポ
ン

プ

常
設

代
替
高

圧
電

源
装

置
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
２

Ｃ
・

２
Ｄ

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

○
○

○

可
搬

型
代
替

低
圧

電
源

車
可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
非

常
用

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

２
Ｃ

・
２

Ｄ
　

非
常

用
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

○
○

○

1
2
5
V
系

蓄
電

池
　

Ａ
系

1
2
5
V
系

蓄
電

池
　

Ｂ
系

1
2
5
V
系

蓄
電

池
　

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系

中
性

子
モ
ニ

タ
用

蓄
電

池
　

Ａ
系

中
性

子
モ
ニ

タ
用

蓄
電

池
　

Ｂ
系

○
○

○

－
－

－
重

大
事

故
等

時
も

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

と
同

一
の

機
能

で
使

用
す

る
も

の
。

非
常

用
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電

（
２

Ｃ
・

２
Ｄ

　
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発

電
機

）

所
内

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
非

常
用

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

２
Ｃ

・
２

Ｄ
　

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発

電
機

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
5
7
条
　
電
源
設
備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

可
搬

型
代
替

低
圧

電
源

車

可
搬

型
整
流

器

常
設

代
替
高

圧
電

源
装

置

緊
急

用
Ｍ
／

Ｃ

可
搬

型
代
替

低
圧

電
源

車

緊
急

用
Ｐ
／

Ｃ

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池

緊
急

用
直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤

可
搬

型
代
替

低
圧

電
源

車

可
搬

型
整
流

器

緊
急

用
直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤

可
搬

型
設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

タ
ン

ク
ロ
ー

リ

軽
油

貯
蔵
タ

ン
ク

常
設

代
替
高

圧
電

源
装

置
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
代

替
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
非

常
用

所
内

電
気

設
備

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

非
常

用
所

内
電
気

設
備

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
か

ら
各

機
器

へ
の

給
油

２
Ｃ

・
２

Ｄ
　

非
常

用
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
常

設
代

替
高

圧
電

源
装

置
へ

の
給

油
２

Ｃ
・

２
Ｄ

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

非
常

用
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
２

Ｃ
・

２
Ｄ

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
代

替
所

内
電

気
設

備
へ

の
給

電
非

常
用

所
内

電
気

設
備

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

代
替

所
内

電
気

設
備

へ
の

給
電

非
常

用
所

内
電
気

設
備

共
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

に
対

す
る

多
様

性
及

び
独

立
性

並
び

に
位

置
的

分
散

の
整

理
表

第
5
7
条
　
電
源
設
備

重
大
事

故
等

対
処

設
備

系
統

機
能

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

代
替
す

る
機

能
を

有
す

る
主

要
な

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
等

多
様

性
独

立
性

位
置

的
分

散
備

考

軽
油

貯
蔵
タ

ン
ク

２
Ｃ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移
送

ポ
ン

プ

２
Ｄ

　
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移
送

ポ
ン

プ

高
圧

炉
心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機
　

燃
料

移
送

ポ
ン

プ

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
２

Ｃ
・

２
Ｄ

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
へ

の
給

油

２
Ｃ

・
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
及

び
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
　

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機

共
1
0
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